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平成１８年第１回海田町議会定例会 

会 議 録（第２号） 

 

 1. 招 集 年 月 日 平成１８年３月７日（火） 

 2. 招 集 の 場 所 海田町議会議事堂 

 3. 開会（開   議） ３月８日（水）９時００分宣告（第２日） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 4. 応 招 議 員（１５名） 

 1番  久留島 元 生  2番  三 宅 総一郎 

 3番  岡 田 良 訓  4番  西 田 祐 三 

 5番  渡 辺 善 隆  6番  桑 原 克 之 

 7番  多 田 雄 一  9番  西 山 勝 子 

10番  宮 坂 二 郎 11番  河 野 道 昭 

12番  崎 本 広 美 13番  前 田 勝 男 

14番  住 吉   充 15番  佐 中 十九昭 

16番  原 田 幸 治 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 5. 不 応 招 議 員 

       な  し 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 6. 出 席 議 員（１５名） 

 1番  久留島 元 生  2番  三 宅 総一郎 

 3番  岡 田 良 訓  4番  西 田 祐 三 

 5番  渡 辺 善 隆  6番  桑 原 克 之 

 7番  多 田 雄 一  9番  西 山 勝 子 

10番  宮 坂 二 郎 11番  河 野 道 昭 

12番  崎 本 広 美 13番  前 田 勝 男 

14番  住 吉   充 15番  佐 中 十九昭 

16番  原 田 幸 治 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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 7. 欠 席 議 員 

       な  し 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 8. 説明のため議場に出席した者の職氏名 

町 長 山 岡 寛 次 

理 事 山 本 義 彦 

総 務 部 長 因 幡 貞 男 

福 祉 保 健 部 長 上 條 正 弘 

参 事（行政改革推進担当） 富 田   征 

建 設 部 長 児 玉 正 克 

行 政 改 革 推 進 課 長 西 本 徹 郎 

企 画 課 長 大久保 裕 通 

財 政 課 長 内 田 和 彦 

総 務 課 長 窪 地   満 

地 域 振 興 課 長 臼 井   真 

税 務 課 長 永 海 房 雄 

住 民 課 長 貝 原 陽 子 

福 祉 課 長 植 野 敏 彦 

高 齢 福 祉 課 長 上 村 直 樹 

保 健 セ ン タ ー 所 長 木 原 晴 彦 

建 設 課 長 畠 山   隆 

都 市 整 備 課 長 金 子 幹 雄 

教 育 長 正 木   洋 

教 育 部 長 中 野   潔 

学 校 教 育 課 長 青 木 基 秀 

生 涯 学 習 課 長 青 木 義 和 

上 下 水 道 部 長 木 原 正 博 

上 下 水 道 部 次 長 新 浜 憲 治 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 9. 職務のため議場に出席した者の職氏名 
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議 会 事 務 局 長 園 山   純 

主 幹 濱 吉 計 守 

主 事 中 村 修 介 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

10. 議 事 日 程 

日程第１ 施 政 方 針 

日程第２ 一 般 質 問 

日程第３ 第10号議案 海田町事務分掌条例の制定について 

日程第４ 第11号議案 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定に 

           ついて 

日程第５ 第12号議案 海田町国民保護対策本部及び海田町緊急対処事態対策本部条例の 

           制定について 

日程第６ 第13号議案 海田町国民保護協議会条例の制定について 

日程第７ 第14号議案 海田町ひとり親家庭等医療費支給条例の一部を改正する条例の制 

           定について 

日程第８ 第15号議案 海田町乳幼児医療費助成条例の一部を改正する条例の制定につい 

           て 

日程第９ 第16号議案 海田町重度心身障害者医療費支給条例の一部を改正する条例の制 

           定について 

日程第10 第17号議案 海田町入学支度金支給条例を廃止する条例の制定について 

日程第11 第18号議案 海田町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第12 第19号議案 海田町美しいまちづくりに関する条例の制定について 

日程第13 第20号議案 海田町精神障害者通院医療費支給条例の一部を改正する条例の制 

           定について 

日程第14 第21号議案 海田町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 

           の制定について 

日程第15 第22号議案 海田町公園条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第16 第23号議案 海田町児童クラブ運営条例の制定について 

日程第17 第24号議案 海田町公民館条例及び海田町ひまわりプラザ設置及び管理条例の 

           一部を改正する条例の制定について 



 

 4

日程第18 第25号議案 海田町営水泳プール設置及び管理条例を廃止する条例の制定につ 

           いて 

日程第19 第26号議案 平成18年度海田町一般会計予算 

日程第20 第27号議案 平成18年度海田町公共下水道事業特別会計予算 

日程第21 第28号議案 平成18年度海田町国民健康保険特別会計予算 

日程第22 第29号議案 平成18年度海田町老人保健特別会計予算 

日程第23 第30号議案 平成18年度海田町介護保険特別会計予算 

日程第24 第31号議案 平成18年度海田町水道事業会計予算 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

11. 議 事 の 内 容 

午前９時００分 開議 

○議長（原田）皆さん、おはようございます。本日も大変ご苦労さまです。 

 ただいまの出席議員数は15名。定足数に達しておりますので、これより本日の会議を

開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付しております日程第１から日程第24に至

るものでございます。 

 この際、３月７日に開催された建設産業委員会において正副委員長の互選がなされま

した、その結果をご報告いたします。委員長に岡田議員、副委員長に三宅議員と決定い

たしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（原田）日程第１、昨日に引続き施政方針についてを議題といたします。 

 この際、町長より発言を求められておりますので、これを許します。町長。 

○町長（山岡）皆さん、おはようございます。本日も大変ご苦労さんでございます。 

 昨日、施政方針におきまして日の出町の道路改良工事の件につきましては、今回これ

を削除させていただきますので、ひとつよろしくお願いいたします。 

○議長（原田）これより昨日の施政方針に対する質問を行いたいと思いますが、ここで議

長よりお願いと確認をしておきます。さきの議会運営委員会決定事項でもお知らせして

おりますように、議事の都合により、具体の予算そのものに関するもの、条例案として

提出されているもの、ほかに質問・質疑のできる場があるものについては、できるだけ、

設置を予定しております予算審査特別委員会または一般質問の場で質疑・質問を行って
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いただきたいと思います。 

 それでは、これより町長の施政方針に対する質問を行います。質問があれば許します。

崎本議員。 

○１２番（崎本）最初に、町長の施政方針の中で、住民と議会の両輪で理解を得てこの施

政方針の中の議案なり何なりをやっていきたいと最初に言われましたね。それで、その

点につきまして私は二、三言わせてもらいますが、今、第１点目は取り下げられました

が、私が言うのは、私は福祉関係に在籍してやらせていただいておりますが、ＪＲ海田

市駅のことでずっと言うてきましたが、ここにも若干出ていますが、私が声を高らかと

してもらいたいのは、バリアフリー化について、エレベーターをつけてもろうたように

書いてあるのは私は結構だと思いますが、私が常に言っています、構内の段差が物すご

いんです。30何センチもあるんです。そういうことに対して町長もここの施政方針に加

えてもらうなり積極的にやってもらわんかったら、一般質問でも私も出しますが、事故

でも起きたら遅いんです。だから、町長も施政方針の中につけ加えてもらうなり、そう

いうことを念頭に入れてやってもらいたいわけです。１点はそれです。 

 ２点目は、明飛川沿いの143号線の用地買収を進めてまいりますと書いてありますが、

私が何回も言うように、住民の要望があって、先に買収の予定があって何人の利用者が

あるか、何を先にやらにゃいけないか、町民が何を望んでおるか、それをはっきり、補

正予算に2,000万の未執行の金額を出して、またこれを町長の施政方針で143号線の買収

工事を進めていくと。143号線を、あれをやって橋をかけて何のためになりますか。いい

ですか。それだけのことをするんじゃったら、私は何回も言うが、町道６号線でみんな

が喜ぶからやってくれと言われるところをなぜ先につけないのですか。なぜあそこにこ

だわるんですか。私は、議会じゃけん、個人の名前は出しませんが、出してもいいんで

すか。出しませんが、ある一定の人の陳情で、やってくれ、やってくれどうのこうので、

なぜあれをやらにゃいけんのですか。橋に何千万もかけてですよ。橋をかけるのに何千

万要るんでしょうが。なぜみんなが、いいですか、建設部長、町道６号線をやったら何

人の人が喜ぶんですか。利用者が何人おるんですか。議員を愚弄するのもええかげんに

してくださいよ。調査してみなさいや、何人の人が喜ぶか、どっちが大事か。よく物事

を考えて。何回言わすんですか。私は夕べ行ったんです。あんた、ここ、143号線、また

予算が出ておるが、道をつけるときには協力するかと言うたら、２軒行ったら、２軒と

も協力せんと。何を考えておるんですか、建設部長、はっきり答弁してくださいよ。町
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長でもええんじゃが、町長に言ったって、町長は内容を知っていないんじゃけん。町長

に相談してやっちゃおらんのじゃけん、建設部長、ちゃんと言うてみい。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）崎本議員の今の質疑でございますが、バリアフリーの問題は以前から非常

に関心を持って我々も議会のときからもやっておったわけです。昨年度もＪＲ西日本の

支社長がかわられて、改めて今年になって２回ほど面会に行って話をしております。と

申しますのも、皆さんご承知のように、このバリアフリー問題も連続立体交差の関連で

延々として延びている現状でございますが、それまで待っちゃおれんということで強く

要望しております。そして、運輸省の方にも、中国運輸局の方にも私は出かけていって、

この問題を取り上げてもらって、一緒に解決したい、こういうふうに考えていますので、

もうしばらく時間をいただきたいと思います。 

 それから、明飛川の問題、143号線の問題でございますが、これも昨日、崎本議員に話

をしましたように、道路６号線の拡幅の問題を含めて並行して、いろんな地元の意見も

あると思いますので、あわせて近々に地元説明会をまたさせていただきまして、その意

見を集約して対処したい、こういうふうに思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（原田）崎本議員。 

○１２番（崎本）部長はどういう考えか。どれだけの利用者がおって、どっちが大事か。

よくよく地元の説明会をやってもらわんかったことなんです。私は夕べ行ったというて

わかっておるでしょうが。私は夕べ行ったんですよ、２軒。それを踏まえてなぜ答弁が

できんのですか。じゃから、町長、どっちが大事かと言うんよ。利用者が、町民がどっ

ちを喜ぶか。何人の利用者がおるか、考えてみたらわかるんでしょうが。家の戸数から、

人間の人口から、どっちの利用者が多いか考えてみなさいや。利用者の家の戸数でも20

倍からこっちが多いんですよ。20倍から30倍ぐらいおるんですよ。それを考えて答弁し

なさいや。何が議員は車の両輪じゃどうのこうのと。書くのはええことを書いてあるん

じゃが、全然議会を無視して。私は同じことを言うておるんじゃから、それに対してき

ちっと答弁してくださいや。143号線、予算は交渉が難航して未執行でやっておるんです

よ。それをまたここへ出すということは、全然反省の色がないんですよ。皆さんそこへ

座っておられるんじゃが、施政方針で、１発目に第１号議案でペケにされたものをまた

町長に読ますというのは、あんたらがつまらんのよ。町長を補佐しておって、町長はこ

れを否決されたら削除せにゃいけんと。皆さんがついておって、人のことじゃと思うて
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おるんじゃが、それを言うぐらいのあれは持ちなさいや、皆さん。町長に恥をかかすん

なら。朝一番に取り消しさせるんなら。あんたらがついておって、午前中に否決された

んじゃから、施政方針でこれは削除せにゃいけんとなぜあなた方が気がつかんのか。た

るんでおるんよ。性根を入れてちゃんと考えてやりんさいや。皆さん人ごとじゃと思う

ておるんじゃが、否決されたものをまた施政方針で町長に読ますのは、そこにのほほん

と座っておるの、物事を考えなさいや。答弁をお願いします。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）崎本議員の指摘のことにつきましても最終的には私が責任でございますの

で、責任を持って今後遂行していきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（原田）建設部長。 

○建設部長（児玉）町道６号線の現道の拡幅につきましても町長と相談してまいります。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）施政方針演説の中での地方財政対策の問題についてお尋ねいたします。

私が言いたいのは、この中にも明記してありますが、合併問題や地方分権のことが掲げ

られておるわけであります。ところが、今、合併が一応落ちついてきたわけですね。当

時は86市町村あったのが、今度は３月31日現在で23になると。一定落ちついたというこ

とですね。その中でも広島県が合併を進めてきたのは、私の計算では非常にスピードが

速くて、全国では44％ぐらいの進捗らしいんですけれども、広島県は80％近いものが市

町村合併で進んできた。その中で道州制が非常に浮き上がってきた。中でも広島県は中

四国のそういう政令都市を中心とした中枢管理機能都市としての広島県の役割で早く名

乗りを上げてきたという経過があるわけですね。そうした中で住民投票によって、町民

の総意のもとで海田町がこうして単独町政をやっていくという方針ですね。その中で、

私は合併をしない方がまちづくりをよくするという主張をずっと重ねてきたんですが、

当時の合併のそういう動きの中で駆け込み事業をやっておいでで、その中で起債をかな

り立ち上げて、その償還としての町債、これの軌道修正というんですか、これが今、町

単独町政のもとでの財政面でのそういう予算の修正というんですか、軌道に乗せるのが

大きな役割であると思うんです。そうした中で本当に町民が、合併をしないでまちづく

りのこういう希望と展望のあるまちづくり、これを私はこの中でも、とりようにもよっ

てでもあるんですが、なかなか出てこないというところがあるんです。その問題につい

て町長はもう少しこの施政方針の中で町民に展望を与える、その裏づけになるものを明
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かすというんですか、それをお尋ねしたいんです。それが１点目。 

 ２つ目には、26ページの連続立体交差事業、この問題でここの庁舎の移転というのが

方針に掲げられておるんです。３月31日まで今年度ですけれども、200万円の庁舎の移転

のそういう費用を組んでどこまで調査されておるかわかりませんが、私は一般質問でも

出しておりますので、その辺で詳しくお尋ねしようと思うんだけれども、町の方針とし

てこの問題、ＪＲ事業ができる、庁舎の町民のよりどころになる、そういう問題が明確

にないんです。なぜこれをそういう庁舎の移転も含めてなされていないのか、お尋ねす

るんです。 

 ３つ目には、21ページの国民保護法の問題、これは私は容認できないです。町長もつ

らいところがあって、国の法律に基づいてこれをやって提案をされた。47都道府県で３

県、新潟、大分、沖縄を除いて、広島県もこの中に入っておるんですが、44の都道府県

で制定をされておるわけです。国民保護法、全くこれは勉強すればするほど非常に危険

な、戦争を前提とした国民保護法なんですね。政府はやたらに武力攻撃やテロに備える

ものだ、こう主張しておりますけれども、武力攻撃事態法、これを見たらわかりますよ

うに、日本が攻撃を受けていないにもかかわらず、攻撃を受けたという想定のもとで全

部仕組んでくる。こういう予測事態についてそういう周辺事態を全部囲んで、気がつい

たときには戦争に駆り出される、こういう準備を今、着々と進めておるんですね。法律

で決めて全国へ押しつけてきておるんですから、単独町政のもとでこれがどうのこうの

ということはできないとしても、しかし、町長の、本当に町民を平和に導く、軍国主義

の方に導くんじゃなくて平和に導いていく、そういう考えを私は聞きたいと思うんです。

ましてやその後に、今から国民投票によって憲法９条を変質させようとする。まさに国

の戦争放棄、これを取っ払ってしまったら、あの戦前の法律のもとで全国民が駆り出さ

れていく。この憲法９条は後ほど、今から何年になるかわかりませんが、既に土俵の上

に乗せられて国民投票法、それまで具体化されてきておる。そのことによって国民は、

あるいは町民は戦争の方にずっとなびいていく。これが今まで決められたジュネーブの

そういう条約であったり、また、国民保護法に関連する７法案、具体的にずっと進んで

きておる。岩国の米軍の増強も全部そのレールの中に乗ってきておるんです。私は非常

に危険な方向に今進んでおるというように思うんです。アメリカがイラン・イラクの戦

争のときに自衛隊が駆り出されていった。これが周辺事態の異常だ、有事だということ

になれば、国民にずっと今の法のもとで、自治会まで含めて、あるいは自主防災も含め
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てそういう機能の構えを全部つくっていく仕組みになってきておるんです。この問題に

ついて町長はどう受けとめておるのか。提案をされているんですから、仕方ないと言わ

れれば仕方がないかもしれませんが、しかし、町民を本当に平和に導いていく。今、子

や孫の時代、子々孫々のそういうところにずっとたどって50年、100年いったときに、こ

れまでのあの苦い経験の中から平和なまちづくりを進めていく、これからずっと逸脱し

ていく方向の、今は過渡期だと思うんです。この辺についてどう思われますか、３つお

尋ねします。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）最初に、単独町政を町民の住民投票で選んだ結果のもとに昨年と今年の予

算を組ませていただいて、まず、我がまちを守るためにはどうしたらいいかということ

が先決でございまして、そのために、今回も提案させていただきました町の子育てのし

やすいまちとか、そして教育の問題に幅広く町民に喜んでいただく政策ということを含

めて、とにかく今おっしゃいますように、夢と希望と勇気、織田先生のホップ、ステッ

プ、ジャンプというのが私の念頭にいつもありまして、このもとに今、身の丈に合った

行政をやっていくのが現在の使命というふうにとらえて今回もさせていただいておるわ

けでございますが、まず安定・安心というのが基本になるというように理解いただきた

いと思います。 

 次に、庁舎の件でございますが、確かに昨日からいろいろ説明をさせていただいてお

るんですが、52％以上の町内の連続立体交差の立ち退き問題が進んでおるのが現状でご

ざいます。その中において、調査をいつまでやるんかという指摘を町民からたくさん我々

もいただきます。しかしながら、これだけの大きな大事業でございますので、今、調査

費を200万組んでいろんな資料をいただいて検討しておるわけでございますが、改めてと

にかく早くこの方針を出さにゃいけんということで、前向きに鋭意努力しておる状況で

ございます。よろしくご理解のほどをお願いします。 

 次に、国民保護法の問題とかが今、国・県を通じて我々町村にもこういうことでいろ

いろご指示をいただいておるわけですが、その中で、今さっき佐中議員がおっしゃるよ

うに、とにかく町民に平和と安全・安心というのが基本理念でございまして、それを逸

脱して海田町が、これだけのことはうちでするということは到底無理だというふうに考

えておりますが、その点も含めて国・県の指導を十分に踏まえたまちづくりをやってい

きたい、こういうふうに考えております。 
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○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）詳しいことはいろいろ議案に出ておりますので、その場でやらせていた

だきたいというふうに思いますけれども、さきの２点については別として、今の国民保

護法の問題は非常に今、ちょうど議案が出ておりますから、勉強してみたんです。そう

したら、ずっと仕掛けられておる。仕掛けをずっとつくってきておる。これはこの四、

五年前からです。その背景にはやっぱり教育にも物すごい影響しておるんですね。教育

の教育基本法もずっとその問題でここに焦点を当てて、憲法を変えようとする、あるい

は国民を戦争の方へ導くというような、そういう仕掛けをずっとしてきておるんですね。

私がずっとその中で調べていくと、「心のノート」というようなもの、いろんないいこと

も言っているが、最終的に判断したら、やっぱり国民の心を国の方針に従わせる、ここ

に行き着くというように思うんです。だから、１年ぐらい前にそういう問題も取り上げ

て私はやったんですけれども、国民保護法の中で、しかも、これを拒否したら11の罰則

が出てくるようになっておるわけですね。拒否したら犯罪者としての扱いを受ける。端

的に言うと、戦争に反対をする者については罰則で邪魔な町民をどかせて、そして動員

させる。だから、そういうことが生まれないように、日ごろから保護法をつくって訓練

をする。そういうシステムの中に全部入れていくような、そういう仕掛けが国民保護法

の中にあるわけですね。政府の方針で、今ごろの時期と６月ごろに大体全国的にこの問

題を制定させようという動きの中で、その後出てくるのが、先ほど言いましたように、

憲法９条、これを変えていく。そうしたら、もう戦争の準備が全部できるんです。この

仕掛けがあるんです。町長は今、法律に基づいてこういう提案をしたと。全くそのとお

りで、気持ちの上ではどうかよくわかりませんが、しかし、本当にみずから町政の最高

責任者として、この条例がふさわしいのかどうか、ここが私は、やむを得ず出したとい

う気持ちであるのかどうかよくわかりません。だけれども、本当に町民の幸せを、将来

にわたってもそのことを保障する、そういうまちづくり、ここの点が今の答弁では欠け

ておると思うんです。この点についてもう１回お尋ねします。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）確かにおっしゃるようないろんな問題がこれには入っておるということは

私も考えておりますが、突然こういうような法的なものが国・県から来たわけでござい

ますので、慎重に取り組んで、もう少し勉強させていただいて頑張っていきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 
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○議長（原田）西田議員。 

○４番（西田）４番、西田です。８点ほど質問したいと思います。まず、２ページ目のと

ころの「海田町の予算」、この中に第３次総合基本計画に基づいて予算が組まれていると

いうふうに書かれているんですが、この後期５カ年の実施計画がまだ我々議員の方に示

されていない状況の中にこういった実行ですね、実際に動いていく予算が組まれている。

そこらの関係がどのようになっているのかというのをお尋ねしたいと思います。 

 その中で、９月に提示されました行政改革大綱の中の実施計画というのがありますよ

ね。この文面の中に、改革の推進に当たってはプラン、ドゥ、シー、要するに計画をし

て、実行して、その実行結果を見て評価し、もう一度プランに戻すというような文面が

載っております。要するに、先ほど町長さんが言われたように、ホップ、ステップ、ジ

ャンプじゃないですが、基本的にプランをしてから最後に評価に至るという過程がある

べきところが、後期の計画が出ない、プランが出ない中に実行が先に出てきているわけ

ですね。その順番がくるっているんじゃないかということで、そこをお尋ねしたいと思

います。 

 それから、同じく３ページ目のところは総合基本計画と行政改革、これが一応示され

ています。９月に示された行政改革の実施計画の中の示された内容と、今回予算に掲示

された内容、これらに対して整合がちゃんととれているのかどうか、この点をお尋ねし

ます。 

 それから、次に４ページ目のところですが、「機構改革」なんですが、機構改革をやら

れるというのは、これはすばらしいことで、私も賛成はいたします。どんどん効率化を

図りながら、安心して暮らせるようなまちづくりをしていただきたいと思っております。

町民に対してそういったサービスができるように期待しております。その行政機構改革

をするだけでは、中の人材の要するに適材適所というんですか、そういう適材適所がう

まくいっているのかどうか。それから、当然職員の方は異動されますから、ふなれなと

ころがあると思いますから、そういったところの研修等も含めてちゃんと考えられてい

るのかどうか。機構改革だけうたわれて、後のそういった適材適所とか、それから研修

等の問題がどのようになっているのか、ここの中で明らかになっておりませんので、そ

の点をお伺いします。 

 それから、６ページ目のところの、芸術・文化の振興に当たっていろいろ有名な方を

呼んでこられるんですが、できれば、こういったところで本町出身の方をできるだけ入
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れていただきたい、そういった内容で、やっぱり地元から出た人を評価していくような

方向のものを模索していきたいということで、ここは本町の出身の方がある程度かかわ

りがあるのかどうか、お伺いします。 

 それから、次に８ページ目のところです。不登校に対する問題なんですが、これは外

国人の方の不登校においてどのような対応をされているのか。特に言葉が非常に通じな

い。子どもにおいては若干日本になれられているから、結構早く言葉の面で壁がかなり

低くなってきておるとは思うんですが、保護者の方にとっては言葉が非常に通じない点

が多々あると思います。この不登校に対して対応するときにはやっぱり三者懇をやられ

ると思いますから、言葉の障害をどのような形で対応されるのか、お伺いします。 

 それから、次に９ページ目、ここでは学校内にネット銃を設ける、こういうふうにな

っておるんですが、今、学校でたちまち問題になっているのが、学校内ではなくて学校

外のところで不審者等いろいろな事件が起きている現状があるわけですね。学校内にネ

ット銃と聞くと、学校というのは安全な場所というふうに私は認識しているんですが、

ネット銃を置かないといけないような危険な場所になってきたのかなというような気が

して、このネット銃がどのようなかかわりで導入されるのか、目的、そこら辺。一番大

事なのは予防だと思うんです。対策よりも予防だと思うんですが、その予防策の方が先

に来ないといけんような気がするんですが、その点はどのように関係になっているのか、

お伺いします。 

 それから、26ページのところ、これは先ほど崎本議員の方から質問があって、町長の

方が答弁されたんですが、町道６号の拡幅と143号の新設ですか、それらは地元の方の意

見を聞きながら今後進めていきたいというふうな話になっております。この道ができる

ということは、私も一般質問に出しているんですが、巡回バスの関係もやっぱりあると

思うんです。道をつくるということは、やっぱり住民の方のサービスの向上は基本だと

思うんです。特に西の谷の方はそういった意味で交通の弱者と言われるような状況に置

かれていると思いますので、この巡回バス等も含めた考え方がどのようになっているの

か、お伺いします。 

 それから、次に28ページのところ、ここでは基幹業務の整備で電算システムの整備を

されるというふうになっているんですが、具体的にウインドウズＮＴからウインドウズ

ＸＰに変わるなど、このように書いてあるんですが、このＯＳというのはウインドウズ

だけじゃなくていろんなＯＳが出てきています。ＸＰもそろそろ変わるような状況が出
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てきていますので、こういった具体的にＸＰに変えるというふうに考えられているのか

どうか。 

 それと、昨今非常に自衛隊、それから警察等でいろんなファイルがウイルスによって

漏れているというような事件が結構起きています。そういったところを踏まえたときに、

やっぱりここはきちっと整備されないと困る事態が起きると思いますので、特にファイ

ル交換ソフトのウイニーなどをここら辺は使われているかどうか、その実態があるかど

うか。やはりソフトだけではなくてハード面でもブロックすることができますので、そ

ういったところをどのように考えられているのか、お伺いします。 

 それから、30ページのところ、「勤労者の生活の安全と向上」というようになっている

んですが、「引続き中国労働金庫に対して預託を行い」となっているんですが、これは、

中国労働金庫に選定された理由というんですか、そのほかはなぜいけないのかというこ

とと、もう一つ、町内にある方が便利だと思うんですが、町内の銀行関係、そういった

ところを検討されたかどうか、お伺いします。 

 それから、最後になると思いますが、38ページのところ、これはコンビニエンススト

アで水道料金等の納入ができるようにというふうになっておるんですが、これは昨日の

ニュースで出ておったんですが、固有名詞はやめまして、Ｈ銀行は３月７日から、コン

ビニエンスストアからの一括した収納システムを稼働させたというようなことが出てお

ります。水道料金だけではなくて、すべての税をできるだけそういったコンビニエンス

ストアで効率的に回収できればというふうに考えるんですが、その点、どのようになっ

ているのか。以上８点、よろしくお願いします。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）西田議員の質問に答えていきますけれども、第３次基本計画の大綱は、過

去のいろんな例を踏まえて慎重にこれを精査しながら、これを遂行するためのいろんな

スタッフを総動員してこの問題を解決しようと思います。 

 次に、計画プランのものも含めていろいろ整合性、今必要でないものと、また新しく

入ってくるものもありますので、そこらを含めてローリングをしてやっていきたい、こ

ういうふうに思っております。 

 それから、機構改革の問題、もちろん今おっしゃったように、適材適所というのはど

この人材でも同じでございますが、確かに新しい場所のところに配置をしますと、それ

なりの研修とか勉強をしなくては対応できない問題がたくさんあると思います。それら
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を含めて十二分に対応してみたいと思っております。 

 それから、これは教育委員会の方になるんですが、正木さん、いいですか。それじゃ、

先に私の方から言いましょうか、言えるところだけ。それから、バスの件でございます

が、確かに三迫のあたりは非常に狭い道ということで、バスが入りにくいということを

含めて、先ほど来から崎本議員の指摘があるような町道６号線の拡幅をもとに、できる

だけ早くバスの開通をしたいということを考えております。あとの点につきましては専

門分野がございますので、その方で答えてもらいます。 

○議長（原田）教育長。 

○教育長（正木）それでは、芸術・文化の方から。芸術・文化については、教育委員会と

してはプロの養成を目指しておりませんので、ある程度質の高い芸術・文化に触れてい

ただくという動機づけの方に力点を置いて進めております。幸い、本町の中にはいろん

な方々がおられまして、ボランティア活動として結構、文化の面については他町でうら

やましがられるぐらい活動しておられますので。残念ながら、プロとして一線でやって

おられる本町の出身者というのは私は覚えがございません。できるだけ、そういう方が

おられれば、身近な方々を助けていただくところに来ていただきたいと思っております。 

 それから、外国人の方の不登校なんですが、議員もご承知とは思うんですが、一番ネ

ックになりますのは、意識の違いと申しますか、国民性の違いというものがありまして、

日本では憲法から教育基本法で、保護者の方が教育を受けさせる義務を負っております。

外国の方はこの義務を負うというところの意識が、我々の方から見たら希薄なところが

ある。極端に言ったら、学校は行きたいときに行きゃええよというようなところがござ

いまして、ここが一番指導上で苦慮しているところでございます。本町の通訳等をやっ

ております方といろいろ連携を密にしてやっておりますが、順調に言っているとは申し

ませんが、苦慮しながらも進めているというところでございます。 

 それから、ネット銃なんですが、これは使わないのが一番いいことなんですが、現在、

世上でいろんな事件が起こっておりますが、我々の想定外の事件が非常に多い。予告し

てくるようなものもありますし、突然襲いかかるというようなものもあるということで、

これまで研修等で見聞きした中で判断したのがネット銃、相手を傷つけずに、いわば捕

獲するみたいな道具なんですが、さすまたとか何とかを見ましたけれども、到底これは

現場でとっさのときに自由に使えるようなものじゃないという判断から、１つの保険と

してネット銃というもので考えたところでございます。 
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○議長（原田）参事。 

○参事（行政改革推進担当）（富田）予算と行政改革の実施計画との整合ということでご

ざいます。当然４年間の実施計画をいろいろなご意見をいただきながらお示しして策定

した初年度でございます。当然その実施計画に沿った予算編成、改革項目ということに

なっております。それで、予算資料の37に会計別に、それから改革の柱別、それと改革

項目別と、具体のお示ししてきた改革事項別にすべて実施計画の番号に沿って資料を提

供してお示ししております。ご参照いただきたいと思いますけれども、その中で特に前

倒しで改革準備が整ったもの、あるいは積算上もう一つ、具体の予算編成に当たって数

字が若干計画当時と違ってきたもの等を全部整理して資料37にお示ししております。当

然大基本は実施計画でお示しした18年度の実施計画に沿った行政改革項目を掲げている

というふうにご理解いただきたいと思います。 

○議長（原田）企画課長。 

○企画課長（大久保）それでは、電算システムの切りかえについてでございますけれども、

現在、本町ではＯＳはウインドウズＮＴを使用しております。これが信頼の置けるＯＳ

であることと、世界的なシェアから見ても一番よく使われているということから、引続

きウインドウズのＯＳを使用していきたいと考えております。 

 続きまして、議員ご指摘のように、マイクロソフト社の情報では、今年年内にウイン

ドウズビスタが販売されるということを聞いております。しかし、これは販売時期がま

だ明確になっておりません。したがいまして、システムの更新時期に、以前に販売され

て、間に合うようであれば、システム会社と協議して積極的にソフトの方へ導入してい

きたいと考えております。仮に間に合わない場合でありましても、現在のＯＳ、ウイン

ドウズＸＰはウインドウズビスタが発売されてから７年間は保守が継続されると聞いて

おりますので、大きな問題はないと考えております。 

 それから、続きましてセキュリティーの問題でございますが、本年２月に町のシステ

ム全体についてセキュリティー診断を受けております。その結果ですけれども、現段階

では重大なセキュリティーリスクは検出されていないという報告を受けております。し

かし、現在のＯＳ、ウインドウズＮＴの保守が打ち切りになっておりますので、弱い部

分を外部から攻撃されたときにはセキュリティーホールが発生していろんな情報流出等

の懸念もございますので、新しいシステム更新を行うに当たりましては、まず、アクセ

ス履歴を残していこうという対策を考えております。それと、データの暗号化による情
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報漏えい対策、これは昨今よくあります、個人のパソコン等から個人情報が漏えいして

いるという問題がありますので、データの暗号化による情報漏えい対策を考えていきた

い。そのほか、補助記憶装置の使用制限による情報漏えい対策、ＩＣカード等による職

員認証の強化、あと、セキュリティーポリシーの手順化、これは定期的にパスワードを

変えていくなどの手順化を図っていきたいと。そのほか、セキュリティー研修の充実に

ついても図っていきたいと考えております。 

○議長（原田）地域振興課長。 

○地域振興課長（臼井）次に、労働者に対する預託制度の件でございますが、中国労働金

庫に対して預託を行って貸付融資制度を行ってもらっておるわけですけれども、この預

託制度というのは労働者、勤労者に対する預託制度ということに限定しておりますので、

その対応をしていただいておる労働金庫さんの方にお願いしておるということで、一般

の金融機関であれば、勤労者に特化というふうな限定がしにくい面もありますし、労働

金庫さんの方で今の勤労者に対する制度、低利の融資制度をつくっておられます。そう

いったこともありまして、労働金庫さんの方にお願いしております。 

○議長（原田）税務課長。 

○税務課長（永海）町税等のコンビニ収納の件でございますけれども、昨年の９月議会に、

一応４月から税と水道料を含めてコンビニ収納を開始したいということで補正予算をお

願いいたしました。それで、それ以後、コンビニとの調整等もつきまして、準備が整い

ましたので、４月１日から各税目についてコンビニ収納を開始いたします。 

○議長（原田）ここでもう一度議長よりお願いと確認をしておきます。さきの議会運営委

員会決定事項でもお知らせしましたとおり、議事の都合により、具体の予算そのものに

関するもの、条例案として提出されているもの、ほかに質問・質疑のできる場があるも

のについては、できるだけ、設置を予定しております予算審査特別委員会または一般質

問の場で質疑・質問を行っていただきたいと思います。特に、担当者が答弁するのでは

なく、町長に向けての質問の方がよかろうかと考えております。よろしくご協力くださ

い。西田議員。 

○４番（西田）第３次基本計画のことなんですが、やっぱり順番としてプランが先だと思

うんです。プラン、ドゥ、シーという流れが基本的にないとやっぱりそこの実施に当た

って当初の目的が達成できないというようなことが起きてきますので、今回の場合はち

ょっと異例なような気がするんです。後期５カ年計画がまだ出てきていない、私らには
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示されていないんですよね。そちらの方は何か示したような答弁が今あったように思う

んですが、私らは全然受けていないんです。受けた中で今回の予算案が具体的に説明さ

れるのならある程度理解できるんですが、後期５カ年の計画を提示していただいて、具

体的な予算、先ほどローリングされると言われましたが、当然それは必要なことなんで

すが、そういう予算を決めてもらいたいと。だから、プラン、ドゥ、シーの、ドゥの方

が先になっているんです。ドゥですから、Ｄｏですから、どっちが先かですよね。やっ

ぱりプランの方が先だというふうな気がするんですが、その点、今回ちょっとおくれて

いるんだと思うんですが、後期５カ年の計画をいつごろ出されるのかを踏まえて町長さ

んに質問したいと思います。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）今ご指摘の件でございますが、できるだけ早い時期に出せるように準備が

できているそうですから、またお願いしたいと思います。 

○議長（原田）西山議員。 

○９番（西山）９番、西山です。今回の町長の施政方針に対しましては、町長のまちづく

りに対する全体像といいますか、思いといいますか、それが、当面の課題の予算はある

んですけれども、町民の皆様が海田町は将来こうなっていくとか、ああなっていくだろ

うとかという本質的なまちづくりに対する政策が入っていないように私は思っているん

です。しかし、その中におきまして環境基本計画と男女共同参画プラン等、今まで合併

を控えて延び延びになっていた計画が今回たくさん計画案というか、プランを策定され

るということは、職員さんは大変だと思うんですけれども、これは大きく評価させてい

ただきたいと思います。また、今まで課題でありました条例等のインターネット公開と

いうのは、これは遅過ぎたとも、早いとは思いませんけれども、これに踏み込まれたこ

とに対しましては、私は町長の今回の施政方針はこの面では大きく評価いたしたいと思

います。 

 質問ですが、先ほど西田議員も質問されましたけれども、昨年の施政方針のときにも、

第３次基本計画の改正案でこの予算を編成いたしましたという答弁でした。そのときに

も私は質問させていただきましたけれども、余りいい答弁でなかったんですが、町長に

なられてまだと思いながら、１年過ぎまして、今回はどのような施政方針であり、予算

化かと思っておりました。そうしたら、先ほどの西田議員の質問と同じ疑問を持ってい

る１人でございまして、私は前町長の2001年から2010年までの第３次総合基本計画を読
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み直してみました。そういたしますと、これを基本に確かに前進をされた今回の予算案

です。どこかを改正しないと今回の予算計上ができなかったというものはございません

と私は理解しております。それで、小さい政策があり、施策があり、事業化、予算化で

ございますが、実施計画、この2010年までの10年間の実施計画をちゃんと策定して、そ

の実施計画に沿って予算化していくのが私は筋だと思っておりまして、今回の補正予算

でもまだ第３次総合基本計画見直し事業の印刷製本費の執行残ですけれども、この印刷

ができ上がるのが、今回の議会に間に合っていないということですが、これよりも、私

はこの基本計画はそれほど改正をしなくても今の時代に適応していると解釈をしている

んです。ですから、本来であれば、ここにも書いてありますけれども、この実施計画は

毎年見直し、ローリングをしていく必要性があると。そういたしますと、早急に実施計

画で予算化されるべきであると私は認識しておりますので、早く実施計画を本来なら提

示されていないと、私たちは予算審議ができなかったわけなんです。その辺をどのよう

にお考えになっているのか、もう一度明確なる答弁を願いたいと思うんです。 

 本当に府中町は今回は基金を４億余り取り崩して執行を予定されておりますけれども、

今日の中国新聞におきますと、府中町は都市計画税を本年度から導入するという新聞報

道がありましたけれども、海田町の今年度は４億の基金を取り崩しての予算執行の予算

案でございますが、今後、財源確保におきましてはどのようにお考えになっていますか。

２点お願いします。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）先ほどのまちづくりの問題は私も重々承知しておりますが、今お示しされ

た基本計画の問題も、皆さんご承知のように、合併という大きな課題が途中から入って

きたような形がするんです。そういうことから、かなり変化をしたというふうに私も考

えていますし、基本的には変わらないんですけれども、しかしながら、中の内容がかな

りローリングしなくちゃいけんものがたくさんできた。そして、合併に対する前倒しの

予算編成をしたり、それをやったということも考えております。そういうことを含めま

して、先ほど申しましたように、毎年見直しをしながら実施計画に合わせてやっていき

たい、こういうように考えております。 

 また、基金の問題でございますが、基金がたくさんあればいいんですけれども、年々、

こういう時代でございますので、最小限に基金を出させてもらって予算を編成してやら

せていただきたい、こういう考えで取り組んでやらせていただいております。 
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○議長（原田）西山議員。 

○９番（西山）町長の答弁で申し訳ないんですけれども、この基本計画というものは毎年

ローリングするようなものではございませんで、この10年間の基本計画をどこを予算化

していくかというためには、実施計画でどのように事業を先にしていくかというために

は、実施計画というものはそちらをローリングしていくものであって、この総合基本計

画はそれだけの思いで作成をされているわけですから、私は簡単に基本計画を毎年見直

すというような、そのために実施計画を策定するのでありますから、実施計画を毎年、

時代に合ってローリングをしながら作成していくというのが執行側の正しい執行の仕方

だと思うんですけれども、済みませんけれども、もう一度答弁をお願いいたします。 

○議長（原田）理事。 

○理事（山本）西山議員のご指摘のとおりなんですけれども、基本的には第３次基本計画

というのが根底にあるわけです。今回そうした行革の関係、あるいは合併で前倒しをし

た事業等もございますので、後期の５カ年について実施計画並みのレベルで整理をして

きたというものでございます。その後期５カ年の実施計画につきましては早い時期に皆

様にお示ししたいと。今後はこの後期５カ年を基本的な実施計画としながら、その年そ

の年の財政状況等でその事業について実施をしていくということになってこようかとい

うふうに思います。 

○議長（原田）宮坂議員。 

○１０番（宮坂）今の実施計画の件に関連するかもしれませんけれども、私はちょっと違

うかもしれませんが、基本計画は当然10カ年の計画を立てられて、今後５カ年計画も立

てていく、これは大事なことで、その中でやはり大体この基本計画は３年ごとにローリ

ングというのがあれなんですけれども、毎年それは見直していく上でローリングしなき

ゃいけないので、毎年このローリングというのは私は必要だと思うんです。その中で、

この基本計画にある中でもやはりどうしてもできない事業とか、冷静に考えたらできな

い、あるいはこれは夢物語であったというような事業も何点かあるのではないかと私は

感じている。その中で町長として、やはりこれはどうしても財政的に無理であるとか、

そういった事業も何点か出てくるんじゃないかと思うんです。私は、事業をやるに当た

って、計画したことを継続すること、それも大きな決断であるんですけれども、１つに

は、その計画を縮小あるいはやめてしまうということも１つの大きな町長決断だと考え

ております。その中で、例えば26ページ、新開蟹原線、これは見なくてもよろしいんで
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すけれども、こういったものが19年度には県道矢野海田線までは一応完成の目標である

と出ておりますけれども、これを将来計画はずっと延伸する予定なんですけれども、１

点は、その矢野海田線まで完成すれば、その時点で大きな計画見直し、そこまで完成す

ればとりあえず新開蟹原線の整備計画はとりあえず中断というか、見直しをしますとい

う考えも必要じゃないかと思うんですけれども、そういった考えがあるかどうかという

ことをまずお聞きしたいのが１点目。 

 24ページにプラスチックの分別収集があるんですけれども、これに関連するかもしれ

ませんけれども、ごみの有料化の検討とかも前にいろんな議員の質問のところで、検討

しているという旨の答弁等があったと思います。そういったのが、これは海田町単独で

は難しい、安衛管の４町で考えなきゃいけないかもしれませんけれども、それは具体に

考えていらっしゃるのかどうかということ。余談で言えば、今日の中国新聞でも、全国

の市で言えば21.7％ぐらいの市が有料化の検討あるいは実施の方向であるというふうな

統計が出ておりましたけれども、これに関して一般ごみの有料化とかというのはどうい

うふうな検討になっているか。 

 もう１点、町長方針で、来年度18年度予算ではいわゆる受益者負担で徴収できるとこ

ろからは徴収していこうというその方針がかなりはっきり出された予算編成だと考えて

おります。それは町長としての方針なので、よろしいかとは思うんですけれども、その

中で私が気になっている点があるのは介護保険のところ、37ページでもあったんですけ

れども、福祉センターなんですけれども、あそこはプール、あるいは健康増進機器、ト

レーニング機器、町民の方にはかなり評判がよろしいというふうに思っておりますけれ

ども、あえて町長に問うのは、受益者負担という原則を町長が貫こうとして思っておら

れるならば、好評であって私もどうかと思うんですけれども、この福祉センターでの町

民プール等の受益者負担ということも考えられてはどうかと思うんです。それが町長の

姿勢に対する一貫性だと思うんですけれども、その点はどうかということ。３点お伺い

いたします。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）先ほど新開蟹原線の問題も含めて、海田町に通じる道は早く開通したいと

いうことを基本にしております。その一方、日の出町から向こうの矢野に通じる道の問

題は、広島市が全然ないものですから、あっちの方は政策上一応とめさせていただいた

という経緯がございます。当面この今の東広バイパスにつながる道を早く開通して利便
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性を図っていきたい、こういうように考えております。そこらの点の転換があったとい

うふうに考えていただきたいと思います。 

 それから、大型ごみとかペットボトルの問題も今の社会的問題になっておりますが、

今ご指摘のように、安衛管といいまして、安芸、広島市、１市４町でやっているごみの

収集とか可燃ごみを燃やす問題も含めて、統一の見解を持ってやっていきたいというふ

うに考えておりますので、そこらをご理解いただきたいと思います。 

 それから、今の福祉センターの受益者負担、確かにおっしゃるように、地下の駐車場

もただで入れますし、かなりの大まかなサービスを町民に提供しておるというふうに私

も思っておりますが、今年度から、ご承知のように、社会福祉協議会の方へ管理委託を

させていただきます。そういうことも含めて、今後の運営状態を踏まえて一緒に協議を

して考えていきたい、こういうように考えております。 

○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）３点ばかりお願いします。簡潔にやります。国・県から権限・事務移譲が

行われることになっていますね。それで、昨年の11月４日の全員協議会、福祉厚生委員

会で12月18日にいろいろ検討、意見の交換をやったんですけれども、２ページから４ペ

ージあたりにかけて予算なり行革、財政健全化計画なんかのことの関連でいろいろお話

しになっているわけですが、このことについてその後、不勉強で申し訳ないんですが、

余り聞いていないんです。これはどのような状況になっているのか。それと、18年度も

含めて今後の予算、行革。もう行革計画書はできていますよね。その後にこれが入って

きたわけですけれども、そういうものの財政健全化計画、それとの関係でどのようにそ

れに反映させていくのか。要するに、権限移譲とか事務移譲のことについて今後、予算

なりそういう行革、健全化とかいろいろありますね。それにどのように反映させていく

のかというのが施政方針の中に余り示されていないように思うので、まずその１点をお

願いします。 

○議長（原田）参事。 

○参事（行政改革推進担当）（富田）今、桑原議員のご指摘のように、権限移譲について

施政方針の中で触れておりません。ご指摘のように、２回ほど説明機会がございました。

今、権限移譲事務について陸地部４町、府中、海田、坂、熊野で連絡協議会等を設けて

協議をしておりますが、具体の、いつどの形でどの事務を、あるいは合同でやるかとか、

これをうちの町はこうやりますとかというふうなところまで全く至っておりません。そ



 

 22

ういうことで、この18年度予算について権限移譲にかかわる事務の予算というふうなも

のは上がってこない。それから、これは説明しておりますけれども、18年度から権限移

譲事務の一部をいただきますというふうなことは考えておらないということはこれまで

ご説明を申し上げておりますので、そういう具体の動きのものは18年度には出てこない

というふうに今基本的には考えております。そのときにもご説明申し上げておりますけ

れども、４町の合同会議を密にしながら、これからどう対処していくのかというレベル

でございますので、ただ、熊野町が一部について受けられたところがございますので、

そういうふうなところも調整しながら、また広域的な対応というのをどうするのかとい

うことはまだまだこれから相当な議論が必要だというふうなことでご理解をいただいた

らというふうに思います。 

○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）第２点目は、24ページ「廃棄物処理対策の推進」なんですけれども、これ

らの中に、今一番問題化されているごみの減量化のことが触れてあるわけです。これは

皆様に十分ご理解いただきということになっているんですけれども、ごみの減量化につ

いて積極的に町として何かおやりになる考えがないのか。 

 それと、「また」以下の、不法投棄の監視について町内パトロールを強化すると書いて

あるんですけれども、これは大体どのようなことを考えておられるのか。 

 それと、海田は中小工業がかなりあるんですよね。商工会や何かでいろいろ勉強させ

てもらっているんですけれども、それで、産業廃棄物の問題は別に本町には余り関係が

ないのかどうか、それをお願いします。 

○議長（原田）理事。 

○理事（山本）廃棄物の減量化対策ということで制度方針の中で述べさせていただいてお

るわけですけれども、具体的にこういった方策をとっていくというものではないわけで

すが、要は皆様住民の方々に、例えば水分等を切ったごみを出していただくとかという

ような一般的な啓蒙といいましょうか、広報等を通じながらお願いをして減量化に努め

てまいりたいというふうに思っております。 

 それから、不法投棄の町内パトロール等につきましても、特に串掛林道あたり、非常

にそういったところの目立つところがあるわけですけれども、そういった場所等につき

ましては環境センターあるいは町民サービス室等で定期的なパトロールをいたしたいと

いうふうに考えております。 
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 それから、産業廃棄物の行政上の担当といいますか、これは県になるわけでございま

す。ただ、そうはいいましても、町としても全く関係のないことではございませんので、

第三者的な立場の中で指導あるいは監視等はしていく必要があろうかというふうに考え

ております。 

○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）ごみの減量化なんですけれども、以前にもいろいろ議員の中からも質問な

り意向を聞いたことがあると記憶しているんですけれども、細かく切る、シュレッダー

みたいな、そういう箱の斡旋とか、それに補助金を出してくれないかというようなこと

があったんですけれども、そういうことについてはお考えはないということですか。 

○議長（原田）理事。 

○理事（山本）18年度の予算の中で、今おっしゃったようなシュレッダー、あるいはよく

言われます有価物といいましょうか、そういった堆肥をつくる道具といいましょうか、

それに補助金を出しておる市町村がありますが、そうした予算について18年度では考え

ておりません。ただ、そういった減量化のための方策については今後、検討課題として

研究を積極的に進めていく必要はあろうかというふうに思っております。 

○議長（原田）３回までです、桑原議員。回数は３回までですから、もう質問の回数を超

えますので。ほかに。前田議員。 

○１３番（前田）13番、前田ですか、ようけあるんですが、１つまとめて。昨日らも出て

おるように、町長はその場限りの答弁をするんじゃないかということで。それから、補

佐役が約20名ぐらいついておるんじゃが、ちゃんと聞いておらんとか、るる出ておるわ

けですが、その中で東小学校の体育館、これは建替えということで一般質問でも答弁が

返っておると思うんですが、ここでは大規模改修ということで、それの補助金をもらう

んだというようなことを書いておるわけですけれども、これは教育長の答弁じゃが、町

長方針で変わったんじゃろうとは思うんですが、途中で二転三転しておる。先ほど来も

あるように、総合基本計画は毎年見直すんだというような何かわけのわからんような。

実施については、それは２年とか３年で見直さんと、ローリングしながらいかんと真っ

すぐ進まん場合もあろうと思うわけですが、それと同じようなことがここに書かれてお

る。それから、建替えという方針であったと思うんですが、どういうことで変わったの

か、この辺が変わった理由といいますか、単に耐震補強というようなことになると、い

わゆるでこぼこ、横へひっつけるような、はっきり言うて不細工なもの、格好の悪いも
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のになろうと思うんです。予算的にも決して安くはない。だから、ここで同じ補助をも

らってやるのなら思い切って、多分あったと思うんですが、緊急の水槽というか、防火

用水、飲料用水を兼ねたそういうタンクも備えたものに建替えるということになってお

ったと思うんですが、その辺のことと、変わった理由、ここらを尋ねてみたい。以上。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）東小の体育館の問題も以前から、建替えたらどうかとか、耐震補強の問題

を含めていろいろ検討した結果、現海田町の財政状況では非常に厳しい問題があるとい

う判断のもとに、今回、大規模改造のいろいろ検査をしていただいて、大型の改造をさ

せていただきたい、こういうように方向を変えました。 

○議長（原田）前田議員。 

○１３番（前田）どうも変わったというその方針が予算のことだけで変わったのかどうか

ということですが、不細工なものをつくっていくようなものになろうと思うんです。横

へ補強するということは、今までなかったものを横へどういうふうな感じでいくのかわ

からんけれども、どういうことをするのかわからんけれども、そのための実施設計をや

るということなんだから、そのものができてこんとわからんけれども、やっぱりすっき

りしたものにならんと思うんです。予算的にはそんなに違わんのじゃないか。恐らく体

育館なら場合によっては３億、４億もあれば十分できるじゃろうと思うんです。そこら

の方は建設部か課かどこかで打ち合わせも当然しておると思うんです。ところが、耐震

補強をやったとしても恐らく１億5,000万、２億ぐらいのものはかかっていくと思うんで

す。天井云々までやりかえということになれば、かなりの、文字どおり大規模改修だか

ら。だから、それほどのメリットはないんじゃないかと思う。ただ単に言い訳で、耐震

補強をやりました、耐震強度調査をやりましたと、いわゆるその場逃れみたいなことじ

ゃだめじゃと思うんです。何回も過去にも言うておるように、こういうものは緊急時の

避難場所にもなるわけだから。仙台かどこかでもあったように、その避難場所の天井が

落ちてきた。うちも海田公民館ですか、天井が落ちてきたと、こういうことがあるわけ

ですから、やっぱりやるからにはわずかの１億、２億の話で、10年、15年の起債をやれ

ば、そんなものは年間1,000万にも足らん話をしておるわけだから、抜本的にやらんとだ

めなんじゃないかと。もう１回考えを変えてしっかり答弁願いたい。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）確かに前田議員がおっしゃるように、建替えるのが一番ベターなんですけ
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れども、しかしながら、現在のあれを調べてもらって、十二分に耐えられるだけの力が

あるというある程度の判断のもとに大規模改装をさせていただく。そのためにも補助が、

起債が認められるということの判断のもとでさせていただきたい、こういうように思っ

ています。 

○議長（原田）ほかに。住吉議員。 

○１４番（住吉）簡単に２問ほど町長のお考えをお尋ねいたします。私も議会で最高齢者

になりました。「安心して暮らせる高齢社会」ということであれしておられますが、国会

でも高齢者を国会議員から排除してしまって、今、少子・高齢化ということを叫びなが

ら、高齢者は極めて冷遇されております。この点を声を大にして叫んでおきます。その

中で、この間も確定申告してみてびっくりしたんですが、税制改革では高齢者控除50万

を完全に排除してやっております。それから、年金の高齢者の控除も一般と変わらない

んですね、金額によったら。大きなと言うたら語弊があるかもわかりませんが、高齢者

には冷遇をしております。反面、これは大切なことですが、子どもに対しては児童手当

とか医療手当の助成等を小学校３年生までじゃとか、あるいは就学前の児童を６年生ま

で延長するとかというふうなことで、目に見えた優遇をしておられるわけです。私の考

えるのには、今、高齢者という方たちは戦後の復興のために極めて高い貢献をしておら

れると思うんです。それを粗末にしちゃいかんなということで、高齢者の代表として私

はここで申し述べるんですが、高齢者党をつくらにゃいけんかなと思って、町の中に。

そんなことですが、ここへ上げておられるのは「安心して暮らせる高齢社会の形成」と

いう中で「お元気で生き生きと生活ができるよう生きがいづくりや健康づくり事業の推

進に取り組んでまいります」ということはうたっておられるんですが、これはこういう

名文句をうたうだけではだめなので、具体的に何をされるのかなということと、先ほど

から申しましたように、国の方が高齢者冷遇だけれども、町長の方で高齢者も一緒にな

って冷遇してくれちゃ困るという考え方から１問あれします。 

 次に、これもこの前質問いたしまして、答弁をされたんですが、公共下水道事業特別

会計で「雨水整備につきましては、蟹原地区の浸水解消を図るため、県道矢野海田線に

瀬野川左岸排水区中雨水幹線を延伸してまいります」ということを明確にうたっておら

れるけれども、たびたび私が申し上げておりますように、上流の方の浸水排除はこれで

できると。しかしながら、そのために下流は大きな迷惑をこうむって、実際にあそこら

は台風14号のときも浸水したんですからね。消防団が出てくれたんじゃ。そういう状況
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になっておるんだけれども、具体的に下流の対策ができておるのか、できておらんのか

ということを知りたいわけです。予算書ではそのようなものがありませんからね。この

２点についてお願いいたします。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）確かに今回の施政方針の中には子どもに対する問題もたくさん提案させて

いただいたり、また審議をいただくわけでございますが、高齢者の問題も、一言で言っ

てどこまでが高齢者かということもなかなか難しい判断もする年代層があるんです。そ

の中におきまして、福祉センターがこれだけ充実した活動の場であると。健康増進セン

ターとしての機能を十二分に果たされた場所によって、例えば温水プールの問題とか、

各老人クラブの集会所とか、イベントとかいろんなことが福祉センターの方で行われて

おります。その中で今回健康増進器具も増設してインストラクターをつけて、そういう

方にひとつ元気になっていただきたいという考え方を持っていますので、今回、16日に

も海田町の老人クラブのゲートボール大会なんかもございますので、積極的に皆さん参

加をいただきまして、健康予防、しっかり元気になっていただきたいという考えでやら

せていただいておるつもりでございます。 

 次に、今の公共下水道の進捗状況によって、先ほど住吉議員がおっしゃった台風14号、

昨年の問題を含めて、県の地域事務所の建設の局長の方へも再三行きまして、その当時

の状況の写真等を持っていって、早急にこの対策をやっていただきたいということで、

たくさん水が流れてきても、尾崎川からまた海田湾へ流れる道の水がどうも逃げていな

いんじゃないかということを含めて陳情をしていますので、できるだけ並行してこの件

を海田湾の、この前、明神町付近のかさ上げの問題を含めて県の方も説明会を開いてい

ただいて、前向きに取り組んで早くやってくれるようにお願いしていますので、ご理解

いただきたいと思います。 

○議長（原田）住吉議員。 

○１４番（住吉）答弁はいいんですが、ありがたいと思いますが、福祉センターが充実し

ておるではないかということだけでは高齢者の冷遇ということから対処できないと思う

んです。全く福祉センターとか、あるいはスポーツ用具ですか、健康増進用具等を備え

られたのはいいと思いますが、それを利用するのはごく一部の人だろうと思うんです。

だから、私が申し上げたいのは、国もそうだし、町長も高齢者の処遇については全然し

りすぼみになってしまうんじゃないかという心配をしておるから申し上げたので、今や
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っておられることは決して悪いことじゃありませんので、もう少し向上していただきた

いと思うんですが、町長の考えをやっぱり国と同じような考え方でやってもらったんじ

ゃ困るんだと。子どもの方はがんがん伸びるんですよ。いろんな厚遇をしておられるん

ですが、高齢者については本当に冷遇しておるなというふうに感じております。その点

をしっかりお願いしたいというふうに思います。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）確かに国の政策とか県の政策にゆだねる問題もあると思うんですが、しか

しながら、私としたら、海田町でできるものは海田町でやっていくというふうな考え方

でもって、また皆さん方のいろんな貴重な意見なり体験を交えて提言をいただきながら

これをやっていきたい、こういうふうに考えております。 

○議長（原田）岡田議員。 

○３番（岡田）３番、岡田です。19ページなんですけれども、「災害に強いまちづくり」と

いうことで、ここには冠水対策と津波のことが書いてあるんですけれども、先ほど住吉

議員も言われましたけれども、特に震災対策ですね。以前から私が言っておるんですけ

れども、特に住宅の補強みたいな、高齢者の住んでおられる方が多いような震災対策、

こういうふうなのはどうされるのかというのをお尋ねいたします。 

 それと、29ページの「工業・商業・サービス業の振興」なんですけれども、これも、

ここに書かれておることはずっと以前から同じような文面なんですけれども、やはり山

岡町長は以前の加藤町長とかわられまして、出身母体というんですか、そういうところ

が行政の方ではない民間の出身ということで、やはり私たちはそういう中小業者という

か、商工業に何か期待をしておるんですよね、振興策を。商工会に補助金をして商工会

がするからというふうなのじゃなくして、今、景気が回復したといっても、これは大き

な大企業だけなんですね。やはり今の中小業者、そういう方は経営がなかなか難しいん

ですね。そういうので海田町の商業の振興策、そういうのは具体的にどういうのをしよ

うとされているのかというのをお尋ねいたします。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）高齢者の方の安全対策、先ほどの住吉議員と全く同じような質問になると

思うんですけれども、とにかく安心・安全で住んでいただくまちづくりということで、

例えば耐震補強の問題で公民館に避難場所を設けるとか、これは地域ごとにいろんなマ

ップをつくっていただくようなことをして、自治会連合会とかそういう方たちと一緒に
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なって年寄りとか若い人でも皆さんを守るということ、地域のことは地域でやっていた

だけるような使命になると思いますので、あわせてそういう件についても検討していろ

いろタイアップをしてみたいと思っております。 

 次に、商工業の振興でございますが、これは商工業の振興こそまちの活性化に一番つ

ながるものと思っていますので、海田町におきましても過去より、商工業の発展と申し

ますか、工業部門がマツダの好影響でかなり好況の面を迎えておるというふうに考えて

おりますが、商業の点につきましても商工会とタイアップしながら、町ができること、

また商工会の要望等を含めて考えていきたい、こういうふうに考えています。 

○議長（原田）岡田議員。 

○３番（岡田）先ほど「災害に強いまちづくり」のことなんですけれども、以前から町長

は個人の住宅にはなかなか、そういう制度は難しいと言われたんですけれども、この前、

呉のホームページを見ておったんですけれども、そうしたら、10月か11月ごろですよね、

そういうふうな制度をつくったということが載っていましたけれども、そういうのは海

田町でも予算としてそんなに大きな金額ではないと思うような気が私はするんですけれ

ども、ぜひともそういうふうなところをいろいろ見習われまして、やはり災害を防ぐこ

とはできませんけれども、最小限に被害を防ぐということはできると思うんです。そう

いうふうな立場に立って、こういう面でも制度の充実というもののお願いをいたしたい

と思うんです。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）この問題につきましては再三、一般質問でもご指摘いただいておるんです

が、その点につきましても、海田町で何ができるかということを含めて検討してまいり

たいというふうに思っております。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）２番、三宅です。25ページ、駅の南口区画整理、まちづくりのところなん

ですけれども、ご存じのように、広島駅の周辺が開発計画が活発になってきまして、ヤ

ード跡地の利用をきっかけにして広島駅のＢブロック、あるいは愛友市場のところ、あ

るいは駅の北口の再開発ということで広島市がかなりめどがついてきているということ

で、それで、去年もソレイユがオープンしたときに言いましたけれども、やはりＪＲに

乗って通過してしまうという懸念あるいは危機感が非常に強いものがあります。それで、

本町の場合は変更後２年目ということで、１年目は調整をして、それから、今年が２年
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目ということなので、他地区に、広島駅とかに負けられないということで、２年目で駅

の南口、東街区と西街区と両方ありますけれども、どの辺までめどがついてやっていこ

うと、町長のお考えを大ざっぱにでも聞いておきたいと思います。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）広島市が貨物ヤードの後へ球場をつくるということは新聞紙上でも我々も

十分承知しておるんですが、地域と一体となってできるものでないといけないというの

を私も思っています。海田町の南口の再開発の問題につきましても、今まで10何年間も

いろんなことがあって今日に至っておるわけでございますが、この連続立体交差を含め

て駅前のまちづくりの考え方が大きく変化するというふうに考えておりまして、とにか

く私は、先般も申し上げておりますように、できるところからやっていかないと、大ざ

っぱに大きなふろしきを拡げても中身ができないということは考えませんので、できる

ところから順次、海田町の身の丈に合った政治としてやっていきたい、こういうふうに

考えております。 

○議長（原田）西山議員。 

○９番（西山）もう１回残っておりましたので、もう１点質問いたします。４ページの「機

構改革」のことなんですけれども、今回の大きな改革は「上下水道部庶務課を廃止し、

組織のスリム化を図ります」という機構改革の案が出てきております。この上下水道部

をなぜ設置したかと思いますが、経緯もよく町長はご存じだと思うんですけれども、せ

っかく人口普及率が80数％になって、今後いよいよ下水道特別会計ではなく企業会計に

移行できる目安が見えかけたときになぜ部を廃止して、また、下水道部は建設の方に移

行されたのかということが１点。それも組織のスリム化であるならば、今回退職される

方が８名と概要に出ておりますが、そういたしますと、職員定数を減にするお考えがあ

っての組織のスリム化なんでしょうか。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）上下水道部の部の廃止ということなんですが、ご承知のように、上下水道

の工事部門は約８割ぐらい進捗状況があるというふうに、80.何％ですか、ありますこと

を含めて、今後、海田町の東とか西の方の郊外型の方にどんどん進捗していきますこと

を含めて、かなり中心地以外はほとんど完備を、つなげていただくだけは少し残ってい

ますが、あるというふうに考えております。それで、とにかく以前は、今ご指摘のよう

な独立採算の公営企業でやりたいということは今からあるわけですが、今の時点では十
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分これで賄っていけるという判断のもとに機構改革をさせていただきます。 

○議長（原田）質問の中に答えていないのが１点あるというふうに言われると思います。

職員の定数を条例で変えるつもりはあるかという質問をされておるんです。理事。 

○理事（山本）行革の中でお示ししております職員については全体的に最終的には200名弱

にということで皆様方にお願いさせていただいております。条例との関係ですけれども、

今後、以前のような急な経済成長等は見込まれないと思いますので、最終的にはいつか

の時点で条例の職員定数の改正をお願いするということになろうかというふうに思いま

す。 

○議長（原田）ほかに質問はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（原田）質問なしと認めます。以上で施政方針に対する質問を終結いたします。 

 この際、暫時休憩いたします。再開は11時。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午前１０時３７分 休憩 

午前１１時００分 再開 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（原田）休憩前に引続き本会議を再開いたします。 

 日程第２、一般質問を行います。質問の通告がございますので、受付順に順次発言を

許します。14番、住吉議員。 

○１４番（住吉）14番、住吉でございます。本日は３問ほど質問をさせていただきます。 

 その第１番目は、危機管理意識の啓蒙についてということでございます。宣伝してお

かなければわかりにくいと思いますが、私は災害防止対策等調査特別委員長という役目

柄、昨年度もほとんど危機管理について質問をいたしております。ほとんどの議会、そ

の前も、連続してこの危機管理の質問を繰り返しております。その前に、先月、国と県

が主催をいたしまして地震対策のセミナーのようなものを実施いたしまして、私と副委

員長の久留島さん、それから桑原さんと佐中さん、４名が出席いたしました。なかなか

参考になる点もあったというふうに考えております。 

 さて、危機管理について重要なことは、皆さんご承知のとおり、住民に対して危機、

すなわち明日にも災害が起こるのではないかという、平素から徹底した意識を持っても

らうことにあります。のんびり構えておって災害に無関心な人たちが多くの命を失って
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おります。これはこの前、スマトラ沖地震の際に皆さんが、大津波が押し寄せてくるに

もかかわらず、多くの人たちが無関心で砂浜で遊んでいたり、まだ海の中におりました。

そういうことで多数の人が犠牲になりました。これはやはり平素、津波が来るというふ

うなことを全然意識していなかったということであります。それから、あのような無関

心な人たちが多いんですが、平素から災害に対する関心が薄くて、避難命令、避難指示

が出ておるにもかかわらず、その指示・命令に従わないで、うちは大丈夫だろう、私は

大丈夫だろうというふうなことで、避難しないでまた多くの命を落としております。し

たがって、行政としては住民に対して平素からあらゆる手段を駆使し、わかりやすく、

しつこく繰り返して情報を伝え、危機意識を徹底して啓蒙しておく必要があろうと思い

ます。これは極めて重要な使命であり、鉄則であると思いますが、この点を町長はいか

にお考えか、また、そのことについてどのようにお取り組みになりますかをお尋ねいた

します。 

 ２番目は、消防団の改革についてであります。１月８日に消防団員の多数が出動して

出初め式が整々と行われ、大変心強く感じたものでありますが、その際にふと頭をよぎ

ったものがあります。それは、多数の消防団員が在籍しておられても、いざ昼間の火災

という場合に果たして何人がその火災の現場に駆けつけてくれるのかなという疑問を抱

いたわけであります。 

 その点から、まず１点は、昼間火災の場合は出動率がどのようになっておるか、お尋

ねいたします。 

 ２番目は目的が違うかもわかりませんが、高齢化が進み、特に団塊世代の高齢者の定

年期に入り、元気な高齢者があふれる時代がやってくると。もう既に目前に来ておりま

す。そこで、その元気な高齢者を消防団に迎え入れて訓練を施し、特別分団をつくれば、

いざというときに出動してもらえるのではないかと。今の全然出てくれない消防団を置

いておくよりもよほど効果的ではないかなという考えがするわけであります。また、現

在、女性消防団員が５名おられるといいますが、これらも専業の主婦の方を増強して１

個班以上つくって小型ポンプ車を与え、しっかり訓練しておけば、高齢者と同様、有効

に活動してもらえるのではないかなというふうに考えます。この点についてもどのよう

にお考えで、どのようにお取り組みになるかをお尋ねいたします。 

 ３番目は、安芸バイパスの着工予算のことにつきまして。これも再三出しております

けれども、今度もトンネルが開通して、安芸中野方面まではもう今月中に開通するよう
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なことを言っておりますけれども、安芸バイパスの瀬野から、一貫田付近から八本松ま

での間はまだ10年かかっても着工できないと。完成ではないんです。10年かかっても着

工できないというふうなことを言われております。これも16年９月議会で取り上げてお

りますが、選挙区には極めて有力な国会議員がおられます。前にも申しましたように、

安芸郡の各町長が結束してこの点を強く要望し、予算の獲得を目指していただきたいと

いうことを要望しておりましたが、その後、その成果はどのようになっておりますか、

お尋ねいたします。以上です。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）住吉議員の質問に対して答弁いたしますが、まず、危機管理意識の啓蒙に

ついての質問でございますが、幸いにして、本町におきましては平成13年の芸予地震以

後、大きな自然災害に見舞われておりませんが、かえってそのことが住民の皆さんの災

害に対する危機意識を希薄にさせていると思います。危機管理意識の啓発には日ごろか

ら繰り返し行っていくことが重要であることから、これまでも防災訓練の実施、防災マ

ップの作成や広報紙への防災記事の掲載などを行ってまいりました。今後も、総合防災

訓練などあらゆる機会を通じて繰り返し取り組んでいきたいと考えております。また、

町や消防署の職員も自主防災組織での訓練や自治会での会合などにも参加させていただ

き、指導や啓発を行ってまいりたいと考えております。なお、自主防災組織につきまし

ては、今年度新たに２つの自治会で結成され、計28組織となりました。今後も未結成の

自治会への働きかけを行っていきたいと考えております。 

 次に、消防団の改革についてのご質問でございますが、昼間の火災における消防団員

の出動率は40.3％でございます。 

 次に、元気な高齢者の団員採用についてでございますが、消防団員の採用と定年に関

して海田町消防団の要綱では、採用につきましては45歳以下の者としております。現行

の制度では元気な高齢者についての新規入団はできませんが、高齢の方々の活用につい

ては定年の問題も含め、どのような方法があるのか、他の自治体での取り組みなどを調

査・研究していきたいと考えております。また、女性団員の積極的な採用につきまして

は、先般の消防団幹部会議で女性団員の組織を検討する委員会を立ち上げ、先進地の事

例などを参考に調査・研究をしていくこととされております。町としましても、この委

員会に担当者を参加させていきたいと考えております。 

 安芸バイパスの着工予算についてのご質問でございますが、東広島バイパスと安芸バ
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イパスは主要幹線道路として沿道の環境改善及び地域の開発並びに経済の発展に大きく

貢献する重要な道路であり、広島都市圏の中心部に集中する交通を円滑にする重要な路

線でもございます。このたび、３月25日に海田東インターから中野インターまでの区間

が暫定２車線で供用開始されます。また、国としましても安芸バイパスを含めて平成20

年代後半の完成を目指し、事業を進めています。町といたしましても、全線の早期完成

が図られるよう、広島市、東広島市とともに国道２号東広島バイパス・安芸バイパス建

設促進期成同盟会を組織し、首長、議長により、国土交通省、財務省、関係国会議員に

対し、強く要望活動を行っております。その中で、私としましても平成17年11月24日に、

国土交通省の中国地方整備局や広島国道事務所に対し、強く要望活動を行ってまいりま

した。今後もあらゆる機会をとらえ、より一層要望してまいりたいと考えています。 

○議長（原田）住吉議員。 

○１４番（住吉）まず、危機管理につきまして、危機管理意識を啓蒙してほしいことに１

点絞っておりますけれども、いろんな施策があると思うんですが、広報の活用は、危機

管理について広報の活用ということを町長は答弁されましたけれども、非常に大切だろ

うと思うんです。私は、広報を毎月発行しておられるんですが、その際に、できれば１

ページ、少なくとも半ページを割いて、ずっと毎月連載してほしいと。危機管理につい

ては、津波もあれば地震もある、水害もある、林野火災もありますし、いろいろありま

す。先ほど佐中さんがおっしゃった国民保護法ですか、これも危機管理の一環に入ると。

性格は若干違うけれども、危機管理の一環であります。そういうことで、今のとらえた

だけでも、保護法は別にしても、５つぐらいあると思うんです。土石流とか。５種類ぐ

らいある。年間を通して常に町民の皆さんにわかりやすい説明をして広報を発行してい

ただくということを考えてほしいと思うんです。その点について、広報については町民

の皆さんに読んでもらえるようなわかりやすいものをつくって毎月連載をしてほしいと。

そして、常に町民の皆さんが頭の中に、いつ災害が起こるかもわからんぞということを

意識してもらっておくことが危機管理だと思うんです。その点を最初にお尋ねいたしま

す。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）確かに広報紙は町民１万2,000世帯ですか、ほとんどの方に渡っております。

そのためにも、そういう啓蒙活動が十分にできることがはやり町としてもお願いしたい

と思います。そういう場所をとらえていろんなところでそういう危機管理の問題を、例
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えば公民館とかいろんなところへも含めて、そういうＰＲできるところへやっていきた

い、こういうように考えております。 

○議長（原田）住吉議員。 

○１４番（住吉）いろんなことを含めてやっていただきたいと思います。それで、防災訓

練とか、あるいは公民館の活動とかというのは、町民の中のごく一部の方ですからね。

広報を利用していただければ、読んでもらえれば全町民に徹底できると思うので、広報

を重視していただきたい。その中で私が特に強調したいのは、本当に読んでもらうよう

な記事をつくることです。今、「広報かいた」を出しておられますが、この中でも、子育

てを一生懸命やっているお母さん方は子育ての欄は絶対見るんです。それで、質問が来

るんです、子育てでいろいろ書いておられることについて。だから、関心のあることを

書けば、読んでもらえる。全町民に関心を持って読まれるような広報を工夫してつくら

にゃいかんというふうに思います。私は前から言っておりますけれども、この前も出し

たことがありますが、米軍の教育法というマニュアルの中に、伝えようとして、あるい

はしようとしたことがいかに立派なことを書いても、あるいは口でしゃべっても、それ

を実際に理解して実行されなかったら全然ゼロだ、教えなかったに等しいんだというこ

とが私はまだ今でも印象に残っておるんです。だから、広報は書かにゃいかんけれども、

本当に町民の皆さんが読んでくれなかったら、これは紙くずなんです。そういう意識を

持って担当者はその記事をつくってほしい。絶対に読むように、目立つものを、漫画を

入れてもいいし、大きな字で。細かい字でぐじゃぐじゃ書いたんじゃ読まんですからね。

今の子育ての問題なんか、子育てに関心のある人しか読まないですよ、あんな細かい字

で書いて。だから、担当者は、今月は地震、今月は津波でもいいですから、そのことを

工夫してしっかりわかってもらうような記事をつくるということが大切じゃろうと思う

んです。それで、12カ月分の計画をちゃんと年間を通して出す計画をつくっておくとい

うことが大切じゃないかと思います。 

 その点について、また宣伝するようなんですが、すぐ住吉は宣伝すると言う人がおる

から困るんですが、今、海田の議会広報の「議会だより」、これも私どもが委員をやって

おるときに６年間毎年賞をいただいておるんです、優秀賞までもらって。そのときも物

すごい研究をしまして、今見てもらったらわかるが、今ごろはもったいないじゃないか

と言う人がありますが、広報紙の上の方を５センチぐらい余白をとったんです。これは、

余白をとることによってその広報紙が生きてくる。それで、今の見出し等がはっきりわ
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かってくるということで研究した、その成果が今あらわれておるんじゃろうと思います

が、その際にも常に私が委員長として、読んでもらえなかったら紙くずだ、税金のむだ

遣いだということを強調しながらつくったのを思い出しますが、そんなつもりで、広報

に載せるときには、半ページでもいいですから、町民の皆さんに読んでもらうのをつく

らなきゃ意味がないんだ、それこそ税金のむだ遣いだということを繰り返しますが、そ

うやって今の危機管理をしっかり植えつけていただきたいなというふうに思います。こ

こらのところは担当者に答弁してほしい。 

○議長（原田）地域振興課長。 

○地域振興課長（臼井）広報活用の記事の件でございますが、議員さんが言われるとおり、

確かに広報に記事を載せましても、町民の皆さんに読んでいただかなければ何にもなり

ませんので、今後、記事の内容につきましてはしっかり検討して、町民の皆さんに読ん

でいただけるような記事をつくっていきたいと考えております。 

○議長（原田）住吉議員。 

○１４番（住吉）危機管理の中で、狭い町内ですが、町内を一本に絞って協調するのも大

切ですが、地域ごとに特性があるんです。私の住んでおる臨海地域においては津波を常

に警戒しなきゃいけない。崎本議員がおられるところでは津波は関係ないと思いますが、

土石流がある。だから、そういうことで、地域ごとに違うんだということも強調してい

かにゃいかんと思うんです。今、担当者に聞いてみるんだけれども、地域ごとにどのよ

うに認識しておられるのか。特に今、地震とか津波とか土石流というのはわかるんです

が、水害等ではどこが危ないのか。水害はどこが海田町で一番危ないのかというような

ことを担当者に確認してみたいと思うんです。平素どのように考えておられるかという

ことです。どうぞ。 

○議長（原田）地域振興課長。 

○地域振興課長（臼井）議員がご指摘のとおり、海田町内でも地域によって災害の種類が

かなり違ってくると思います。そのことは地域防災計画の基本の方にも４つの区分を設

けまして、沿岸部あるいは山間部等について、こういったことについて、こういった災

害が起こり得るよというふうな位置づけをしております。今ご指摘の水害についてでご

ざいますが、これにつきましては、極端に言えば、全地域どこも危険性をはらんでいる

というふうには認識をしております。 

○議長（原田）住吉議員。 



 

 36

○１４番（住吉）全地域じゃと言えば責任逃れになるということです。確かに海田町は大

きな水害が起きたら全地域が危ないと思いますが、私などは、今、三迫川の下流の左岸

の方がどこか一部が決壊した場合には海田町全域が水没するじゃろうと思う。あそこら

へ行ったら、堤防の頂上が２階の屋根ぐらいですからね。そんなところは特に気をつけ

て、危ないですよと。全域と言われたが、あそこらが危ないんだということを町民の皆

さんにしっかり認識させる必要があります。それから、この間17日に県が発表したのを、

まだ新聞等で発表する前に私は送ってくれと言うたら、危機管理室から津波のことを送

ってきておるんです。これから明らかになっていくと思いますが、津波を２段階に分け

て、１つは南海地震とか東南海地震が起きた場合の津波が広島湾に押し寄せてくると。

その場合に海田町では堤防が今のままでしっかりいっておれば、余り大したことはない。

堤防がどこか決壊したら、１メーターから１メーター50は軽く津波に越される。津波の

高さが波高１メーターでも普通の木造の家屋は全部倒壊するんだということを言ってお

ります、最近は。県が発表しておるのもそんなことを書いております。そういうことで

すから、海岸地区では津波１メーターぐらいは大したことはないなと私は考えておった

んですが、前にいろいろ調べてみたら、３メーター来るだろうと私が言ったことがあり

ますけれども、１メーターでも、古い家屋等はぺしゃんこになるんだというようなこと

を言っておりますので、そこらをよく勉強されて、今の広報でもって危機管理を徹底し

ていただきたいということであります。それは要望しておきます。 

 それから、消防団について、40.3％も出るというのは私は不審に思うんですがね、昼

間の火災で。消防団員の方でサラリーマン、どこかへ勤めておる人は工場なんかで働い

ておったら、とてもじゃないが、機械をとめて火災には出てこられんですからね。本当

に自営業とか遊んでおる人ぐらいしか出てこられんじゃろうと思うんです。今の40.何％

とかというのは、招集訓練で招集をかけて、出初め式とかというようなときには平均す

ればようけ出られると思うんですが、実際に昼間に火災があって本当にそんなに出てく

るのなら、消防団のことを心配は私はせんのですが、恐らくそんなには出てこられんと

いうことで心配しておるんです。そこで、高齢者の分については町長は余り乗り気でな

いような答弁じゃったですが、やっぱりある程度検討していただく必要があると思うん

です。女性団員については検討されるそうですから、結構ですが。本当に男子の団員で

昼間の火災で役に立つんかなという感じがするので、そこらは検討する必要があるとも

う１回強調したいんですが、そこらをお願いします。 
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○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）消防団員の定年制の問題も含めて、確かにおっしゃるように、今、定年に

なられても元気な方々がたくさんおられるということを承知しておりますし、また、い

ろんなところでそういう情報をいただきますと、町によったら町の職員は必ず消防団に

入るとかというふうな、町もあるように聞いております。それと、今よく言われる、定

年されても元気な方にそういう消防団の予備軍をつくられるとかということも含めて検

討してみたいと思います。また、海田町の場合は、周囲が割と人口的に集約して範囲が

狭いというのも１つの特徴でございます。この間も安芸太田町の町長さんなんかに聞い

てみましたら、約700人ぐらい消防団員がおられるそうですね。年齢制限が70ぐらいだそ

うです。そういうことも含めて、地域的な場所とか、かなり違った意味で海田町として

も検討してみたい、こういうように思っています。 

○議長（原田）住吉議員。 

○１４番（住吉）消防団の件につきましては検討していただければいいんですが、町の職

員を消防団員にしておくという案もありますが、小さな災害であれば、職員を駆り出し

てもいいんですよね、近くに。ところが、大災害になってくると、町の職員は防災対策

本部の要員としてとっておかにゃいけない。現場に出ていくわけにはいきませんので、

そこらも検討しなきゃいかんと思う。 

 次に、安芸バイパスの件ですが、いろいろと不満があるんですが、西条の方に行って

みると、道路の整備とか国道・県道の整備とかが非常に進んでおると。それは有力な国

会議員さんがおって補助をようけとってくるからだと。この安芸郡についてはほとんど

国会議員が活動していない、補助をとっていないんじゃないかなという不満があります。

この間も中国の方へ行かれたり、いろいろと自分の名声を上げることは努力しておられ

るけれども、安芸地区についてはほとんどそういう道路等の補助がついておらんと。そ

こらを町長は安芸郡の３町長とか、安芸区の関係者等はもう少し力を入れて、この国会

において極めて大きな地位を占められて力のある人が安芸バイパスの補助がとれんとい

うようなことは私らは納得できんのです。そういう方がいっぱいありますよ、町内でも。

なぜ自分の選挙区でありながら、そんな有力な方が安芸バイパス一つ、あそこまでのわ

ずかな間をつけるのに補助がつかないとはどういうことなのかと。何をしておられるの

かというふうな声がいっぱいあるんです。悪口を言うわけじゃないんですよ。これは事

実なんですから。町長、強調していただいて、ひとつ圧力をかけるぐらいのつもりで要
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請をしていただく。その点を１つ。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）この安芸バイパス、東広島バイパスの問題も、先ほど答弁しましたように、

この３月25日に一部、部分開通をするわけでございますが、私も国土交通省広島事務所、

また国の国交省の方の問題に行って陳情するわけでございますが、海田町が道に関して

着手して約30年ぐらいになっているんですね。それから、31号線のところから眼鏡橋が

あそこへできたのが平成10年ですか、それまで20年間、あそこを全然工事が進んでいな

かったということも強調しますし、また、今、海田町の町内の真っすぐ行った大きな道

の中が全然平面地の通行しかしていませんが、今回こういう形で中野まで行くわけでご

ざいますが、私は先般も厳しい意見を述べたわけですが、よそもつくっていないのなら

文句は言わないと。よそはどんどんできよるじゃないか、何で海田ができんのかと。今

回の開通の広報紙を見てみましても、国の施策としたら、大阪から下関までの国道２号

線は重要な幹線じゃということの頭出しを出して書いておられるんです。何で重大な国

道２号線にバイパスができんのかということも、改めて、今おっしゃるような形で、ま

た付近の町と一緒になってこの問題を解決していきたいと。一日も早くやっていただく

のが我々の仕事でございますので、頑張っていきたいと思います。 

○議長（原田）次に参ります。11番、河野議員。 

○１１番（河野）11番、河野でございます。安全についてお伺いしたいと思っております。

昔は家にかぎをかけずに外出しても全く心配をしなくてもいいというような時代があり

ましたけれども、最近は全く不安全でございまして、いつどこで何が起きるかわかりま

せん。また、時々聞きますけれども、路上でひったくりに遭ったとかというのがござい

ます。 

 そこで、提案でございますが、人間というのは、落ちついたときに悪いことをすると

いうようなことは、余りそういう気が起きないものでございます。いらいらすると何を

するかわからないということになるのではないかと思っております。そこで、考えると、

道路の交通標識が赤・黄・青とありますが、青でスタートするということは、落ちつい

て進みなさいという意味と解釈ができるわけでございまして、赤はどうしてもとまれと

いうことになろうかと思います。青というものは人の心を落ちつけることだと私は認識

しております。そこで、私は、町内の街灯のランプの色を現在の蛍光灯の色とか、それ

からナトリウム灯のような橙色、黄色に近いような色というようなのが大変多いのでご
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ざいますが、これを全部青にしたら、人の心はもっと落ちつくのではないかという考え

を持っております。ところが、そういうことを考えておりましたら、どこかの自治体が

街灯のランプの色を青にするということを考えるということを言うておりましたが、私

はこれについて賛成でございます。海田町ではそういうことの考えをしておられるかど

うかということを聞くわけでございます。以上です。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）河野議員の安全についての質問でございますが、青色には人の心理的興奮

を抑える鎮静効果や冷静にさせる効果があり、また、青色の光は白色のものより波長が

短いため、道路全体に光が届き、防犯効果があるとされております。国内では奈良市、

広島市、静岡県磐田市などで試験的に設置され、犯罪の発生件数が減少しているとの報

告もございます。これらの実験的な取り組みを参考に、犯罪抑止効果や費用面などにつ

いて調査・研究してみたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（原田）次に参ります。12番、崎本議員。 

○１２番（崎本）12番、崎本でございます。３点だけについてお願いいたします。前回も

同じですが、その後どのようになっているか、お願いします。 

 バリアフリー化について。前回の議会で海田市駅のバリアフリー化の早期実現を追求

いたしましたが、その後はどのようになっているか、問うものでございます。 

 ２番目に、道路改良について。これも前回の議会で計画案を示してもらうようと言い

ましたが、その後どのような計画をされたか、問うものでございます。 

 ３番目に、町内の施設の修理、新設について。学校の建物の修理、建替え等、どのよ

うになっているか。この前の一般質問で、早期の計画を立ててやったら、金額も少のう

て修理・修繕が安くできるんじゃないかと問いましたが、その後どのような計画をされ

ているか、問うものでございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）崎本議員の質問の１点目、２点目につきましては私から、３点目につきま

しては教育委員会から答弁いたします。 

 まず、バリアフリー化についての質問でございますが、駅のバリアフリーの進捗状況

につきましては、本年度、エレベーターの基本設計を行いました。来年度は自由通路南

北にエレベーター設置のため、実施設計と工事を行う予定にしております。また、駅舎

内でのエレベーター設置とホームの段差につきましても、ＪＲ西日本広島支社に今後も
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引続き働きかけてまいります。 

 続いて、道路改良についての質問でございますが、町道６号線道路改良事業につきま

しては現在、事業を進めているところでございます。現道拡幅につきましても、地権者

の協力が得られる場所を車の離合場所として整備する予定でございます。今回、地元の

協力が得られる箇所について道路設計を行っており、今後、関係者と具体的な話し合い

を進めてまいりたいと思っております。 

 それでは、３点目につきましては教育委員会から答弁をしますので、よろしくお願い

します。 

○議長（原田）教育長。 

○教育長（正木）それでは、３点目の質問についてお答えします。学校の建物の修理や建

替え等についての計画でございますが、まず、大規模な改修を要する工事につきまして

は、建物の耐震診断や耐力度調査の結果をベースに、建築年度や、住民の避難施設とし

ての拠点性などを勘案して整備計画を作成しております。また、修繕についてでござい

ますが、校舎の壁面等の補修、屋上の防水などについては耐用年数を考慮しながら、緊

急を要する箇所から手がけていきたいと考えております。なお、多額の工事を必要とす

る建替えや大規模改修につきましては、補助金や起債等、財源を確保しながら、今後の

財政状況を見て、順位のとおりにやっていきたいと考えております。 

○議長（原田）崎本議員。 

○１２番（崎本）１点目のバリアフリー化でございますが、私も町長にも何回も言ってい

ますが、今日も言いましたが、実際に行ったら、行かれてみてわかるように、何回も何

回も質問いたしますが、30何センチはこれだけありますよ、実際は。これは年寄りの乗

りおりが難しいんですよ、実際が。それをＪＲに協議するのはいいですが、私が言うの

は、お年寄りでも普通の人でも、もしかつまずいて何かけがでもあった場合はどうして

くれるのかと。やっぱりそこらのことも追及して、お宅の責任ですよと。責任を持って

もらわにゃ困りますと。そこまできちっとやって追及していったら、ＪＲも何とか動い

てくれると思います。私らも一生懸命応援もしますし、行って頼みますが、そういうこ

とで、いち早くせんかったら、実際にほんまに危ないんですよ。それを考慮に入れてと

施政方針で言われましたとおりに、そこを全力で努力をお願いいたします。 

 それと、２番目の道路の改良工事、新設工事ですが、私は何回も言うように、皆さん

が困っておられるから、部長、あんたの代わりにわしは住民の方に行って頭を下げて、
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みんな困っておるから、何とか協力してもらえんかと。みんなが困っているから、わし

はあんたらの代わりに行って頭を下げるんよ。あんたが言うなら、みんなが喜ぶのなら

協力しようと言われたことをあんたらに言っておるんだから、児玉さん。あんた、私が

何回も言うように、反対されることを優先的にやらんと、みんなが喜ぶことやったら協

力しようと言うてくれられるんじゃから、なぜそれを優先的にやってもらえんのですか。

私はそこを切にずっと言い続けておるんです。言えば言うほど逆らうて、みんなが反対

するところばっかり力を入れて。児玉部長、ほんまですよ。自分のことじゃないんじゃ

が、頭を下げて、みんなが喜ぶからお願いしますと言うて。知っておるでしょう、それ

を。なぜそれを優先的にやってくれんのですか。この工事を優先的にやったら、この工

事、わしが今日も言うように、何軒の者が利用するんですか。６号線をやったら30倍も

家があるんですよ。利用する人はそれだけおるんですよ、喜ばれる人が。なぜそれを優

先的にやりましょうとはっきりと言うてもらえんのですか。そこらのところを前向きな

答弁をきちっとやってくださいよ。私が頼みに行ったかいがないでしょうが。町長、そ

れをはっきりと言うてくださいや。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）海田市駅のバリアフリーの問題は、崎本議員ご指摘のように、37センチか38

センチの段差、私も確認をしております。今おっしゃるように、今までは、昨年までは

ＪＲの支社長に大体面会もできないような状態じゃったということを一歩前進して、今

年も２回ほど私も会いました。今度は、今言われるご指摘のように、もし事故があった

ら責任をとれるんかというぐらいの掘り込んだ交渉の場を持ってみたい、そういうよう

に思っていますので、もうしばらく待ってください。 

 それから、今の町道６号線の問題ですが、今朝ほどからもいろいろとご指摘をいただ

いておりますが、とにかく地元の皆さんに喜んでいただける道の関係で、６号線の拡幅

をすれば巡回バスでも２丁目まで上がるのではないかということもありますので、鋭意

努力してひとつその問題も解決してみたい、こういうように考えております。 

○議長（原田）崎本議員。 

○１２番（崎本）解決する、解決するはいいんですよ、それは。ずっと言われるんじゃか

ら。現実がそうじゃないから、前向きな答弁をお願いしますと言うんでしょうが。18年

度の予算でも載っていますが、反対されるところは予算をえっとつけて。私がこの間言

うたでしょう。家がかかったら立ち退いてもええと、そこまで言うてくれる人がおるん
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じゃから、なぜこの反対されるところばかり予算をつけてやるんですかということを私

は聞きよるんよ。だから、それじゃ、言われるところを先に調査してきちっとやりまし

ょうという答弁が何で出んのですか。だから、言いますが、西田さんも後で質問されて

いますが、私が言う６号線をやったら、三迫２丁目、３丁目まで巡回バスが上がります

よ。だから、私は早期にやってくれと。三迫３丁目まで巡回バスが上がったら何人の人

が喜ぶんですか。巡回バスに反対される人もおりゃへんのじゃから、そこらをなぜやら

んのですか。今も隣の人が言うたように、そういうことができたら、巡回バスに反対す

る者もおりゃへんと。みんなそう思っておるんじゃから、なぜそういうことを前向きに

今、答弁をしてもらえんのですか。私はそこを言いよるんです。努力する、努力すると。

努力するのは当たり前のことじゃ。当たり前のことじゃが、こういうことは、私は夕べ

も２軒行ったと言うたでしょう。絶対協力せんと言われるようなところをつつかんと、

協力してあげると言うそこをつついたら、巡回バスもすぐ上がる。町長も児玉さんも、

見たらわかるでしょうが。３丁目まで上がったら、何人の人が喜ばれるか。400、500人

の人があそこへ住んでおるんですよ。だから、すぐ前向きの答弁を、そこを優先的に先

にやりましょうと、なぜそういう答弁が返ってこんのですか。私がここまで言ってまだ

わからんのですか。私がここまで段取りしてあげてよ、児玉さん。自分らが行ったら断

られたんじゃけん、それじゃ、私がついていきますよと。それじゃ、崎本さん、測量も

やってもええと言われるまでわしがついていってやりよるのに、まだそういうこだわり

を持っておるの。みんなが喜ぶことやったらすぐにやりましょうと、なぜ前向きな答弁

が返ってこんのですか。努力するのは当たり前のことじゃないですか、町長。それが一

年でも早くちゃんと予算をつけてきちっとやりますと部長は何で言われんのですか。戸

口をあけて地元の人は待っておるんですよ。なぜこれに反対するところばかりやって、

それができんのですか。はっきり答弁してくださいよ。 

○議長（原田）建設部長。 

○建設部長（児玉）議員ご指摘のように、町道の現道拡幅についてでございますが、２人

の地権者等にもお会いして、今、道路設計を行っております。地権者等の協力というか、

はっきり言えば、用地取得等、条件が整えば補正予算等でも対応していく気持ちはござ

います。これにつきましては町長とも十分相談しながらやっていきたいと思っておりま

す。 

○議長（原田）崎本議員。 
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○１２番（崎本）私が言うのに、あなたはそこまでしか知らんのでしょう。私はそれから

後も、名前は言うちゃいけんのじゃが、もう１軒かかるところがあるが、あそこをかか

ったら巡回バスも楽に通るんですよ。その人にも会うた。会うて、協力します、家がか

かりゃ立ち退きでもしますとはっきり言うてくれているんじゃから、調査せんでもわか

ったことなんよ。だから、こだわっておるんよね、あんたは。調査せんでもええんよ。

もうできる、門を開いて待っておるんじゃから。早急に対処しますと言えばいい。それ

が言われんのよ、どうしても。こっちが先にせにゃいけんから、それを早急に対処しま

すという、その言葉が言われんのよ。じゃ、言うてみなさいや、そのぐらいのことを。

町民がどれだけ喜ぶか。言うでしょうが。上の方の町民が、三迫２丁目、３丁目の人が

どれだけ喜ぶか。巡回バスでも上がるようにしたら、皆さん反対せんと言うているんじ

ゃから、一番ええことじゃないんですか。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）ご指摘のことは十分承知いたしましたので、とにかく役所の仕事というの

は一応設計とか予算とか、いろんな工程がございますので、その点を含めて前向きに検

討していきますので、よろしくお願いします。 

○議長（原田）崎本議員。 

○１２番（崎本）役所の仕事がどうのこうのは私は知っていますよ。早急にやります、対

処しますと、その言葉がなぜ言えんのか。役所は図面をつくらにゃいけんわ、補助金も

もらわにゃいけんわ、わかっているんじゃが、それをなぜ早くできんのかと言うんじゃ。

やる気がないからできんのでしょうが。早急に対処してやりますという、そのことがな

ぜ言えんのよ。図面をつくらにゃいけん、どうのこうのせにゃいけんというのはわかっ

ておるんよ。なぜこっちの予算はつけてもそっちの予算はつけんのかと言うて、そこを

聞いておるんじゃないですか。これになぜこだわるんかと言う。そっちの方を、先に６

号線をやった方が皆さんが何十倍喜ぶという現実のことを言うておるんじゃから、早急

に対処してすぐやりますと、なぜその言葉が言えんのですか。とことん逆らうの。じゃ

けん、それを言うてみなさいや、児玉さん。 

○議長（原田）建設部長。 

○建設部長（児玉）今のもう１人の地権者も含めて早急に対処していきたいと思います。 

○議長（原田）崎本議員。 

○１２番（崎本）そう言やあええんじゃ。思うてくれるだけでも前進になった。 
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 それから、３番目の施設の修理の問題ですが、正木さんが言われるのはわかりますが、

学校の校舎や施設というものは何年に建てたかということはわかるでしょう。いいです

か、私が言うのは。何年に建てたかということはわかるから、年度年度に、例えばの例

ですよ、海田東小学校が何年に建って、もうそろそろ修理の時期じゃ、海田西小学校は

それから何年後に建っているからと、年間年間でそういう計画を立てて、補助金なり大

型改修とか大規模な改造、そういうものが必要だということもわかるんよ。何年に建て

たということがわかるんだから。だから、今までそういう計画がなくてぶっつけ本番じ

ゃったから、計画を立てて修理・修繕したら物事が安くつくし、計画的なことができる

んじゃないかと、そういうことを言うておるんですよ。そういうことをやったら、体育

館の屋根でもさびて穴があくまでほうっておかんでも、途中でペンキの塗りかえをした

らまた10年もちますよ。何でそういう計画を立ててできんのかということ。自分らの家

でもそうでしょう。自分らの家でも、破れるまでほうっておかへんでしょうが。悪くな

ったら計画的に修理・修繕して、なるべくお金がかからんようにやるのと同じで、建て

た時期がわかるんじゃから、計画性を持ってできんのですかということを聞いておるん

です。建てた時期はわかるし、物事が何年もつかも専門家じゃったら大体わかるでしょ

う。だから、そういう計画性でできんのかということを聞いておるんです。お願いしま

す。 

○議長（原田）教育長。 

○教育長（正木）学校施設につきましては、ご指摘のように、建てて何年ぐらいたったら

一度大規模改修をかけて、その後に改築するという手順でございます。年月については、

塗りかえ等はまた改築とは別なんですけれども、順位をつけておりますのは、特に体育

館については拠点場所、一時避難場所にされておるものですから、体育館の扱いについ

てはほかの校舎とはちょっと違った扱いとなっています。言われるように、今、計画を

立てておりますので、既にできておりますから、言われたご意見は十分そしゃくしまし

て進めてまいります。 

○議長（原田）崎本議員。 

○１２番（崎本）もう一つ、これは気がついたんですが、町長も見に行ってもらって、非

常に老朽化が進んだ橋があるんです。私はその分も、ある職員さんに言ったら、こんな

ものはすぐ落ちゃせんと。私は、落ちる、落ちんじゃなしに、見たらわかるんです。も

う鉄筋も出て老朽化して。だから、そういう部分があるから、そういう箇所を調べて計
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画的に、これはどうやったらええ、何年の計画性を持っていつごろ図面をかいて補助金

を申請して、すぐしたらなかなかできんのじゃから、そういう箇所が何カ所もあるんじ

ゃから、それを計画的にやってもらえんでしょうかということを私は言うたら、ある職

員の人が、今すぐ落ちゃせんよと。だれも落ちると言うちゃせんのよ。計画的に見たら

わかるんだから、何十年前の工事じゃから、雑な工事をしてありますよ。いつ落ちても

おかしゅうないような、見られたらわかる。そういう橋が何カ所もあるんじゃから、そ

れも計画的に見て、財政が苦しい中じゃから、順番にどの程度やっていかれるという計

画を立ててやる気があるかないか。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）この件につきましても、この前の議会の中でもそういうご指摘を受けまし

たので、すぐに調査をして、今の耐久力の問題とか壊れぐあいなんかを調べて計画を策

定していきたい、こういうように思っています。 

○議長（原田）暫時休憩をいたします。再開は13時。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午前１１時５４分 休憩 

午後 １時００分 再開 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（原田）休憩前に引続き本会議を再開いたします。一般質問を続行いたします。15

番、佐中議員。 

○１５番（佐中）15番、佐中です。障害者対策についてお尋ねいたします。障害者福祉を

大きく変える法律である障害者自立支援法は、昨年10月成立し、今年４月から順次施行

されますが、さきの議会で、現行より下回らないよう対応すると答弁をされました。法

律の概要は、１つには利用者負担を応能から応益負担にする、２つ目には障害種別の利

用枠の制限緩和、３つ目には通所施設などの施設主体の規制緩和、４つ目には施設の提

供主体を市町村単位にする、５つ目には利用できる事業、給付金額、利用量を決める障

害程度区分の導入、６つ目には利用計画を作成する相談支援事業者制度の導入が上げら

れます。自立支援給付には介護給付、訓練等給付、自立支援医療、補装具、また地域生

活支援事業等がありますが、今度は市町村に変わります。これらの法のねらいは、財源

を支え合うといううたい文句のもと、国庫負担を削減することにあります。そのため、

一部には改善や整備も図られたものもありますが、大半は障害者とその家族に新たな負
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担と困難をもたらすものになります。介護保険制度と同じように、独自の支援施策が必

要となります。以下、気になる問題についてお尋ねいたします。 

 質問１、海田町のサービスや事業内容はこれまでとどう変わりますか、お尋ねいたし

ます。 

 質問２、ケアホームが新たに制度化され、これまでの要望が一部実った部分がありま

すけれども、実際には応益負担制度のため、利用料が支払えなく、実際には必要な支援

が受けられないことが想定されますが、どのように対応されますか。 

 質問３、応能負担から応益負担に４月から、福祉・医療サービス利用時の負担方式が

原則１割負担に変わることになります。海田町の利用者負担制度はこれまでとどう変わ

りますか、お尋ねいたします。 

 質問４、福祉サービスの支給決定や利用手続きはどのようになりますか、お尋ねいた

します。 

 質問５、公費負担医療はこれまでとどう変わりますか、お尋ねいたします。 

 質問６、町の役割はこれまでとどう変わりますか、お尋ねいたします。 

 質問７、４月から障害者自立支援法に基づく制度の概要や施策について関係者や対象

者に周知徹底するため、責任を持って説明する必要がありますが、どのように考えます

か、お尋ねいたします。 

 質問８、障害者自立支援法により、なかよし実習所などはどのように変わりますか、

お尋ねいたします。 

 質問９、すべての小規模作業所、小規模通所授産施設、就労移行支援事業、就労継続

支援事業、また生活介護事業の補助金や交付金、町の施策の継続はどのようになります

か、お尋ねいたします。 

 質問10、国・県の基準以上の事業、例えば重度心身障害者医療費事業、あるいは療養

援護金支給事業、精神障害者通院医療費支給事業はどうなりますか、お尋ねいたします。 

 続いて、アスベスト対策についてお尋ねいたします。町施設のアスベストについて、

先日、全員協議会で説明を受けました。後に私も会議所等に行ってまいりましたけれど

も、主に海田東小と海田中に検出されております。これまでの被害は過去、そして現在、

また今後起こってくるアスベスト被害の実相を明らかにしてください。 

 質問２、対処の方法として、すぐ除去が必要なのか、また封じ込めなのか、あるいは

囲い込みで飛散防止なのか、当面は危険性がなく、その破損などに注意すればよいのか、



 

 47

どちらなのか、お尋ねいたします。 

 質問３、町内の企業、商店など、不特定多数が出入りする建築物の実態はどう把握さ

れておりますのか、お尋ねいたします。 

 最後に、庁舎建設の見通しについてお尋ねいたします。海田町のまちづくりとＪＲ高

架事業との関係で今後のまちづくりの方針に大きく影響するし、今後のまちづくりの見

通しが不透明であります。私は前々から主張しているように、広島県を事業主でこの事

業をやらせることが、少ない経費で最大の効果のあるまちづくり、これは最近にない最

たるものだと考えます。具体的にお尋ねいたします。 

 質問１、ＪＲ高架事業と庁舎の移転など、現在どのようになっているのか、お尋ねい

たします。 

 質問２、ＪＲ高架事業と庁舎の建設、そして財政立て直しの一定の見通しがつけば、

海田町は単独町政で広島県一のまちづくりができると思っております。その根拠は、地

域的にもまとまっておりますし、企業も商業も多い、労働者の多いまちで、他のまちよ

りまとまっておりますので、やり方次第では低コストでより以上に町民ニーズに応える

ことができると思っております。このＪＲ関連事業と財政の対応ができるかどうかに今

後の海田町の将来がかかっていると言っても過言ではないと考えますが、町長はどのよ

うにお考えですか、お尋ねいたします。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）佐中議員の質問の１点目、２点目の２番、３番、３点目につきましては私

から、２点目の１番につきましては教育委員会から答弁をいたします。 

 まず、障害者対策についての質問でございますが、障害者自立支援法の施行に伴う現

在の支援費のサービスについては、平成18年９月末まで維持されます。10月以降は介護

給付、自立支援医療等の自立支援給付と日常生活用具給付事業等の地域生活支援事業で

構成されます。 

 ２点目の応益負担制度につきましては、利用者負担額は利用者負担の上限額の設定や

様々な利用者負担額の軽減措置により決定されることとなっております。障害者の収入

や世帯の状況等に応じて支払い可能の額を考え、国で一律に設定されているものであり

ます。なお、資産が一定以下の場合、個別の減免制度があります。 

 ３点目の質問でございますが、将来とも安定的な制度とするため、原則１割負担とな

ります。しかし、所得に応じて上限額を定め、低所得者に配慮した減免制度が設けられ
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ております。 

 ４点目の質問でございますが、具体的には介護保険に近い流れとなります。調査の結

果をコンピュータによる１次判定、審査会による２次判定を経た後、サービス利用計画

を作成し、サービスの提供を行うこととなります。 

 ５点目の質問でございますが、これまで、障害者の医療費は障害の種類や年齢により

負担の割合や計算の仕方が違いましたが、これが一本化され自立支援医療費となり、原

則医療費の１割を負担することになります。ただし、所得に応じて上限額を決め、負担

の軽減を図っております。 

 ６点目の町の役割についてでございますが、今後、障害者のサービスは一元的に提供

していくこととされております。なお、今年10月からは地域の状況を踏まえ、地域生活

支援事業を創設してまいります。 

 ７点目の質問でございますが、現在、支援費の支給決定を受けている障害者とその家

族に対して、２月から３月にかけて説明会を開催いたしました。また、この説明会に参

加できない方につきましては個々に対応していくとともに、町広報への掲載やパンフレ

ットを対象者に送付する予定であります。 

 ８点目のなかよし実習所でございますが、小規模作業所について現在の形態で存続が

可能でございますが、補助金等が将来にわたって維持されるか不透明な部分があります。

新しい制度では、ＮＰＯを含めた法人化を行い、地域活動支援センターの指定を受け、

安定した運営を続ける方法等もあります。町としましては、情報提供を行いながら法人

化に向けて指導していきたいと考えております。 

 ９点目の支援事業の補助金、交付金、町の施策についての質問でございますが、自立

支援給付と地域生活支援事業に分かれますが、引続き国、県、町が負担するもので、変

更はありません。 

 10点目の重度心身障害者医療費支給事業につきましては、新たに所得制限を設けるこ

とといたしましたが、広島県の福祉医療費公費負担補助制度の改正に伴う医療費の一部

負担金については導入いたしません。療養援護金支給事業及び精神障害者通院医療費支

給事業につきましては、現制度を維持し、引続き助成してまいります。 

 続きまして、アスベスト対策でございますが、２点目の吹きつけアスベストにつきま

しては今後、除去により対処いたします。現在、アスベストが飛散している状況ではあ

りませんが、当面の対応として、安全を期するため、冬休み中に仮設の囲い込みを実施
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いたしました。夏休みにはアスベストの除去工事を実施いたします。 

 ３点目の民間施設の実態把握でございますが、広島県と町で、対象となる建築物の抽

出を行い、その後、広島県から関係施設所有者に対し、調査及び処理について文書が送

付されています。調査結果につきましては、広島県から定期的に報告を受けております。 

 続きまして、庁舎建設の見通しについての質問でございますが、１点目の質問につき

ましては、連続立体交差事業は、当初の計画では今年度末までに用地買収を終え、平成27

年度末には完成する予定でしたが、今年度末における海田町域分の用地買収率は約53％

程度であり、予定よりもおくれております。これらの事業は本町のまちづくりにとって

重要な事業であることから、これまでも事業主体である広島県に対し積極的に協力し、

推進してきたところであり、今後ともその方針に変わりはございません。しかしながら、

依然として事業スケジュールが不透明であるため、住民や議員の皆様に対し説明責任を

果たす必要から、２月に私みずから広島県に出向き、スケジュールを明らかにするよう

要請したところでございます。しかし、事業主体である広島県と広島市との間で事業ス

ケジュールについての足並みがそろっていないことなどにより、明確に回答を得られま

せんでした。したがいまして、いまだ具体的な内容についてお答えできる状況ではござ

いませんが、引続き連続立体交差事業の進捗状況を見きわめながら慎重に対応したいと

考えております。 

 ２点目の質問でございますが、連続立体交差事業や関連街路事業、庁舎移転等は本町

のまちづくりにとって極めて重要な事業であると認識しております。これらの事業の推

進に当たりましては、行政改革実施計画や財政健全化計画等に基づき、簡素で効率的な

行政運営を行いながら対応してまいりたいと考えております。また、これらの事業も含

め、住んでよかったと実感できるまちづくりを行うためには計画的な財政運営を行って

いく必要がありますので、できるだけ早く具体的にスケジュールを示すよう引続き広島

県に対して要請してまいりたいと考えております。 

 それでは、２点目の１番につきましては教育委員会から答弁をしますので、よろしく

お願いします。 

○議長（原田）教育長。 

○教育長（正木）それでは、アスベストの過去から現在ということで、実相ということで

ございますので、東小、海中に限らず全般にわたっての経緯等を説明しながら説明させ

ていただきます。アスベストと健康被害の因果関係が明らかにされたことを受けまして、
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昨年８月、町有施設のすべての調査を進めるためにアスベスト対策班を町として設置し

たところでございます。保健センターを住民の健康相談の窓口とするとともに、町有の51

施設116棟について国の検査指針に基づき、アスベスト含有の可能性のある吹きつけ材に

ついて設計書や目視による調査を８月中に終えております。その調査の結果に基づきま

して、12月にはアスベストが含まれている可能性のある公共施設10施設16カ所について

含有量調査と空気中の調査を行いました。この結果、吹きつけ材の中にアスベストの含

有が確認された施設は４施設10カ所でございます。しかし、これらの施設はすべて、空

気中に含まれるアスベスト濃度は健康に支障のない範囲のものでございました。健康被

害である悪性中皮腫などの疾病は、空気中に浮遊するアスベストを20年以上の長期間に

わたって吸入することにより発生するものと言われております。このたびの検査の結果

から、公共施設による健康被害は起こらないと判断をしております。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）順を追って再質問をさせていただきます。障害者自立支援法によって、

質問の１でお尋ねいたしましたところ、介護給付と訓練給付等があると。その中に介護

保険と同じように居宅と施設ということがあるということ。じゃ、海田町で本当にそれ

を支援法に基づいて、そういう該当者が出た場合、介護と訓練、それから居宅と施設、

それぞれ具体的にどうなるのか、お尋ねします。担当者の方が細かく調べておられるの

で、よくわかると思いますが、別に私は勉強しようという気はありませんけれども、町

の実態、これが知りたいので、お尋ねいたします。 

○議長（原田）福祉課長。 

○福祉課長（植野）新規にそういう利用者が出た場合、介護給付を希望する場合と施設訓

練を希望する場合、それぞれ障害区分の１次判定を市町村の方でコンピュータを使って

行います。施設訓練につきましては、その状況を勘案しまして、今度は本人のサービス

の意向調査等を行った結果、これで暫定的な支給決定を行いまして、個別に施設の方と

の話し合いを行って支給決定を行います。それと、在宅の介護給付を行った場合は、先

ほどの１次判定を行った後、医師等を交えた認定審査会で２次審査を行いまして、それ

により障害区分を決定いたしまして、サービス量の決定等を行います。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）じゃ、その中で地域生活支援事業、これは町に当てはめたらどういう展

開になるのか、これをお尋ねします。 
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○議長（原田）福祉課長。 

○福祉課長（植野）地域生活支援事業につきましては、先ほどの介護給付とか施設訓練費

とは違いまして、こちらは自立支援給付と申しまして、国の方で負担基準を決めたもの

でございますが、この地域生活支援事業につきましては、それぞれの市町の方において

独自の体系としてサービスを行うものでございまして、その中には相談支援、あとはコ

ミュニケーション支援等、これは手話等の派遣事業のものでございます。あと、地域活

動支援センターと申しまして、これは、以前の介護給付の中でデイサービス等が国の基

準の中に入っておりましたが、これが市町村の方の独自の事業としてまいりますので、

こちらの方のサービスの提供を行うこととか、あとはなかよし実習所等をＮＰＯ法人等

に衣がえしていただいた場合、この地域生活支援センターに衣がえした場合、国の補助

を受けながら運営をしていただくような形でサービスの提供を行います。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）大体わかった。質問の２で、町長の答弁で、一定の所得について制限も

あるけれども、対応できると。所得のいろんな階層というか、ランクによってですね。

そうなると、３障害、知的、身体、精神、これの一元化によって、いいという面もある

わけですけれども、実際にそれに即して行うと負担で利用料が払えなくなるというおそ

れを私は懸念するんですが、これはどういう展開になるのか、お尋ねします。 

○議長（原田）福祉課長。 

○福祉課長（植野）費用の負担につきましては、これは個別でそれぞれのケースがござい

ますが、基本的に生活保護世帯は負担金ゼロ。低所得者世帯、住民税非課税世帯、２段

階に分かれていますが、これも上限が定められておりまして、原則１割でありますが、

その上限内でおさめるということ。さらにそれぞれの所得におきましてこういう個別に

減免措置がとられるような形で、障害者に負担は余りかからないような形で運営されて

いくということになっております。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）私がここへもらってきたものは全国社会福祉協議会ので、ここの中に今

言われた、生活保護についてはゼロだと。低所得者１については上限が2,500円、低所得

の上限が２であれば5,000円という、このことを示して今言われておるんですか、お尋ね

します。 

○議長（原田）福祉課長。 
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○福祉課長（植野）今言われたものにつきましては自立支援医療の負担金でございます。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）はい、わかった。じゃ、続いて質問３でお尋ねしますが、入院の場合、

食事は今まで無料だったんですね。ところが、これによると、１割負担という中から、

調理する人件費までも含むそういう負担になるというように私は思うんですが、その点

はどうですか、お尋ねします。 

○議長（原田）福祉課長。 

○福祉課長（植野）施設入所者の食事につきましては、食費が基本４万8,000円、光熱水費

が基本１万の計５万8,000円ということになっておりますが、これにつきましても、年金

の受給状況等に応じまして、個別の補足給付がございまして、最終的にそれぞれ２

万5,000円以上のお金は手元に残るような計算になっております。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）後でそれは私の方で調査をしますけれども。そうなると、負担が多くて

困るというのがあるんです。これに対する上限あるいは減免措置ですか、こういうのが

適用されると思うんですが、その点はどうなっておりますか、お尋ねします。 

○議長（原田）福祉課長。 

○福祉課長（植野）基本的な上限額というのが、今言いましたように、生活保護ゼロ、そ

れとあと低所得者の方、その方については１万5,000、２万4,600、３万7,200という上限

額を設けた上で、それぞれの利用者の個人の状況に応じましてまたそれぞれに減免、ま

た施設の方でも施設減免、食費につきましても軽減措置という、様々な形で個人の負担

はなるべく軽くするような方向で運営されるようになっております。ただ、これは個人

個人で数字が全部違ってまいりますので、今ここで幾らというふうな定額の減免の額は

申し上げられません。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）わかった。じゃ、続いて質問４に移りますけれども、福祉サービスの支

給決定や利用手続きはどうかと言うたら、町長は介護保険制度と同じだと。これに似通

ったそういう方向でやるというのがありましたが、例えばですね、例えばじゃなくても、

実際は１から６の区分があるんですね。これの認定はお医者さんがするんですか、それ

とも介護認定のように、町の担当者とお医者さんとかいろいろケアマネジャーというの

が今まで介護でおりましたが、そういうのも含めてそういう制度を設けてやるのかどう



 

 53

か、これをお尋ねします。 

○議長（原田）福祉課長。 

○福祉課長（植野）この介護認定につきましては、介護保険と同様ですが、医師、または

そういう知的障害者等の養護施設の関係者の方、また精神科医の方等に集まっていただ

きまして審査をしていただきまして認定を行います。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）そうなれば、町のところにそういう審査委員会というのを設けるんです

か。 

○議長（原田）福祉課長。 

○福祉課長（植野）現在、昨年の12月にその試行事業として補正予算を組んでいただきま

したので、この３月中にその試行事業を行いまして、来年度に入りましてまた審査会の

設置条例を設けさせていただきまして、来年の10月までにはそういう形で審査をしたも

のでサービスの提供を行うという形になります。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）じゃ、続いて５番目に移りますが、育成医療については18歳未満で該当

するわけですが、精神通院医療、これは県の制度で、今日まで町が負担をしておるわけ

です。あるいは更生医療は市町が担当ということになりますけれども、実施のみが先行

して、後の具体的なフォローというか、体制というか、これがおくれて出てくる場合が

出てくるのではないかというように思うんですが、こういう体制について実施のみが、

後の公的な手続きというか、そういう窓口も含めて、あるいは不服審査も含めてそうい

う問題が出てくると思うんですが、これの体制はどうなっていますか、お尋ねします。 

○議長（原田）福祉課長。 

○福祉課長（植野）自立支援医療につきましては、認定を受けた方について対象とするも

のでございます。ですから、認定者以外の方についてはそういう対象を受けられません

ので、現在のところ、そういう問題は生じないと思っております。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）私の言い方が具体的でなかったので、答弁に困ったと思うんですが、大

体予測したとおりだと思うんです。答えが明確でないというように思うんですが、次に

移ります。質問６で、町の役割はこれまでとどう変わりますかということについて、町

長は地域生活という面で対応すると。私はこれまで障害者のそういう障害者対策の計画、
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四、五年前に厳しく言ってつくったというように思うんですけれども、自立支援法と当

時の障害者対策の計画、これを見直していかにゃいかんと思うんですが、その障害者福

祉計画の問題と自立支援法との関係、これはどう変わっていくのか、お尋ねします。 

○議長（原田）福祉課長。 

○福祉課長（植野）議員さんが指摘されておりますのは平成12年に作成されました障害者

基本計画だと思うんですが、自立支援法の中では新たに障害者福祉計画というのを必ず

作成するようにということで、来年の３月31日までに作成することになっております。

この中には、この自立支援法を運営していく上での施策、それと、各町で独自に行うも

のについてもこの計画に盛り込むようになっておりますので、その中でそういう自立支

援法の運営については行っていきたいということです。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）わかりました。続いて質問７で、周知徹底をどうするかということをお

尋ねいたしましたら、町長は２月、３月で大体該当者に説明したと。ほぼ残っていると

ころというようなご答弁がございましたが、あと残りについてはパンフレットかそれな

りの説明をすると言われましたね。そういう関係もあって、４月から実施することにな

れば、いろんなトラブルが起きてくる、あるいは事業の内容がなかなか把握できない、

そういう面で、私が言いたいのは、不服が出てくると思うんです。もちろん我々の方に

もいろんな相談もありますが、しかし、行政は執行側ですから、こういう不服について

担当課長だけが対応するのではなくて、そういう審査会、あるいは一番いいのは、町長

が月１回窓口をあけると言われましたけれども、そういうのではなくて、町全体として

取り組む、そういう窓口が必要ではないかというように思うんです。特に障害者の人は

健常者よりも非常に弱い立場にありますし、なかなか積極的に町民にそのことが言いに

くい場合も出てくるんですね。ですから、窓口をもっともっと拡げて、相談にも乗れる

が、不服審判にも対応できる、こういうことが私は事前に必要だと思うんですが、この

点はいかがですか、お尋ねします。 

○議長（原田）福祉課長。 

○福祉課長（植野）障害者に対する相談業務等でございますが、これも地域生活支援事業

の中に相談支援という事業項目がございまして、この中で対応させていただくようにな

るかと思います。 

○議長（原田）佐中議員。 
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○１５番（佐中）大体概要がはっきりしてきたわけですけれども、最後の方でお尋ねして

おります国・県の基準以上、さっき町長は現行制度を下回らないようにということで、

十分努力をされて対応していただいておりますが、ここでもう一歩突っ込んでお尋ねし

ますが、海田町で自立支援法の対象者、いわゆる身体障害者手帳を持っておられる人、

この中で、審査会で１から６の中で区分をされると思うんですけれども、例えば1,000

人おったら、手帳を持っておってもそれが適用できないという人もおられると思うんで

す。とりあえず対象者、身体障害者手帳を持っておられる人がほぼそこに入ってくると

思うんですが、これは何人おりますか、お尋ねします。 

○議長（原田）福祉課長。 

○福祉課長（植野）今、身体障害者手帳の所持者についてはこちらに資料を持っておりま

せんが、現在、施設訓練または在宅介護を受けておられる方は計80名おられます。それ

と、更生医療の方が10名おられます。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）身体障害者手帳、ＡとかＢとか、１から５まであるんですか、それらの

概要の資料を提出してもらいたいと思います。審査の予算委員会がありますが、そのと

きまでにお願いしたいと思うんですが、議長、取り計らってもらいたいと思いますけれ

ども、いかがですか、お尋ねします。 

○議長（原田）今の資料についてはすぐ出ますか。すぐに出るそうです。佐中議員。 

○１５番（佐中）最後のお尋ねになると思いますが、４月１日から自立支援法が適用され

るということになるんですが、法改正による町財政の負担はどう変わっていくのか、こ

れをお尋ねします。 

○議長（原田）福祉課長。 

○福祉課長（植野）町財政における影響につきましては、現行よりも個人負担金が少し伸

びますので、町としては、国の補助基準等も変更ございませんので、減少の方向に向か

うかと思います。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）続いて、アスベストについてお尋ねいたします。先ほど教育長は、実相

を明らかにしてくれと言うたら、まあまあ説明いただきました。私も東の小学校に、ど

んな実態かなと思って見に行ったんです。今の説明を聞くと、余り生徒に影響ないと答

弁が返ってきて、ただし、20年かそこら、長期的に影響があるかもわからんというよう
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な感じを私は受けておるんですが、今、ビニールで囲んでおられる階段とか踊り場とか

というのがあるんですが、じゃ、これは何のためにやっておられるのか。私は、別に飛

散もしないというなら、恐怖心をあおるばっかりで神経質にならせているというような

気がするんですが、今の説明を聞くと、別に余り影響がないように受け取れるんですが、

その点はどうなんですか、お尋ねします。 

○議長（原田）教育長。 

○教育長（正木）過去からかなりの期間を今のようなビニールでする手だてをしないよう

な状態が続いてきたわけでございます。アスベストの人体への影響については、これは

まだ専門家の中でもかなりの相反する意見がございまして、我々もどこを信用するかと

いうことになるんですけれども、ある程度、文科省なり厚生労働省なりから流れてくる

資料をもとに現在の対処法を行っております。そのままでも空気中の濃度が、この濃度

もＷＨＯの基準しかございませんので、この濃度でお話をさせていただきますと、１か

ら10本ぐらいが浮遊していなかったら、普通の都市でもそれは普通の状態であるという

ふうな規定をされておりますので、それでいきますと、別に囲い込みなんかをしなくて

もいいわけですが、議員も見られたとおり、児童の手の届く範囲にございますので、あ

れでも何かでつついたりして浮遊するような状態をつくらないということで、文科省あ

たりもそういうことは指導の中にもありますけれども、念には念を入れ、安全サイドに

立っての処置でございます。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）町の施設、教育委員会、公の施設ですから、ほうっておいてもこういう

対応ができると私は思うんです。私が一番重視するのは、町の建物以外、大きく点在す

る工場であるとか商店であるとか、いろんな集まる場所、またその近辺の人、これらに

対する民間の施設で飛散すること自体を一番恐れておるわけです。今尋ねてみると、広

島県の調査の報告を待ってから対応すると。この問題を前回の議会の中でかなりの方が

尋ねて、同じ答弁。また今も同じ答弁。具体的な数字が出てこないんですね。私が一番

恐れておるのは、今、町内の、工場は従業員が中におるので、これも大変ですが、不特

定多数の人が出入りをするようなところ、ここの対応を早くキャッチして行政指導しな

ければ、いろんなまた障害が出てくるのではないかと思うんですが、何で早くせんのか

というのが気になるんです。県の対応、県の対応と。県の対応もそこまで力を入れてお

らないのかどうか、非常に私は不思議なんです。もちろんダイオキシンの問題もアスベ
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ストの問題も、出たら大騒ぎをして、ある程度時間が過ぎたらおさまってしまうという

ようなケースもあるわけですけれども、しかし、人体に影響があるわけで、私は民間の

そういう問題を早くキャッチして早く対応する。もちろん公的な施設も大事ですけれど

も、私はそこはほうっておいてもすると思うんです。だけれども、そうでないところは

いつまでたってもずっとほうっておく可能性があるので、その辺はどう対応されようと

しておるのか、お尋ねします。 

○議長（原田）建設課長。 

○建設課長（畠山）民間の建物でございますが、これにつきましては今、県の方で調査を

行っておるわけでございますが、対応といいますのは、現在の法律の中ではお願いとい

うんですか、所有者に対して調査していただいて、吹きつけアスベストがあった場合は

適正に処理してもらうようにお願いまでしかできないような現状でございます。しかし

ながら、今後、建築基準法の改正がなされましたら、増改築時における除去などの義務

づけ、それから、アスベストの飛散のおそれがある場合、勧告とか是正命令ができるよ

うな、今後はそういう形になってきます。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）何か落ちついておるというか、逆に言うと、対応を何にもしていない、

できない、そういう状況に受け取るんです。町長、それでいいんですか。私は先ほどか

ら国民保護法の問題で、本当に住民の安全の立場に町長が立って、そして安心・安全な

まちづくりをする。これは一種の、アスベスト、ほうっておいたらそういう直接被害を

及ぼす、これがわかっておるのに、なぜそんなゆっくりしたテンポで対応しようとする。

これでいいのかどうか、それをお尋ねします。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）確かにおっしゃいますように、アスベストの問題は昨年から急に浮上して

きた問題ですね。それに対する各市町村の、我々の町では各施設の点検を早急にやって、

人身に被害がないように応急処置でも先にやれというふうなことでやっておるわけです

が、民間のものに対して我々がそこまで踏み込んでどうせい、こうせいと言うことはで

きませんので、県のそういうふうな行政に対していろんな指導をお願いする以外に今の

ところはできない、そういうふうに判断をしております。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）被害を及ぼそうとするような可能性があるのに、自治体で何の権限もな
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い。私はふっと今思い出したが、区画整理の問題です。人の土地を勝手にいろうて移動

させると。しかも減歩で１割、２割とろうという、そういう強硬な区画整理法というか、

都市計画法があるんですが、そこまで自治体がやるのに、こういう空中に飛散をするよ

うな、しかも人体に影響を与えたら大きな障害を持つという、こういう結果が出ておる

のに、今の町長の答弁は何か尋ねた尋ねがいがないような、あるいは答弁をしてもらっ

ても私の意に納得できない、こういう答弁なんです。それでいいんですか。もう１回お

尋ねします。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）何度答弁させていただいても、現時点では県の行政指導がそこまで行って

いないというふうに解釈しております。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）じゃ、続いてＪＲの高架事業と庁舎の建設、これを含めてお尋ねいたし

ますが、何でここまでおくれているのか。都市計画決定をしてもうかなり、五、六年に

なるんですか。海田町はそれなりに努力をなさって、一定の程度進んでおるんですが、

私もさっきの施政方針の中でも言いましたけれども、海田町のまちづくりはここにかか

っておるんです、私から言わせたら。町長は違うと言われるかもわかりませんが。しか

し、合併のときの半分はここにかかっておりましたから、海田町がＪＲ高架をやって、

そしてそれに関連する、府中町から船越峠を通って山のところに出てくる問題、青崎中

店線、こういうまちづくりをぼんとやったら、あと大きな事業は、もちろんＪＲ高架を

やっての話ですから、海田町のまちづくりというたら、そうないと思うんです。ただし、

これをやることによってこのまちづくりが大きく基盤整備ができる、このように考える

んです。だから、私は合併をしないで、ＪＲ高架も役場の移転も広島県にやってもらっ

たら、もちろんやらにゃいけんわけですから、そうなるわけですが、海田町が49億円払

ったら40億ぐらいの役場も建ててＪＲの高架もやってくれる。それに関連する都市計画

道路も全部やってくれる。これぐらいいいまちづくりはないのに、町長は県も市もいろ

いろやっても何か消極的じゃという答弁しか返ってこんのよ。何でそうなっているのか。

お金の問題があるんでしょうが、しかし、お金の問題だけではないと思うんです。なぜ

そうなっておるのか、町長の、県と市の、あるいは府中町もそうですけれども、感じて

いることを述べてもらいたいと思います。 

○議長（原田）町長。 
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○町長（山岡）この件につきましては昨日も今日も答弁した中にあるんでございますが、

この連続立体交差事業というのは県が主体でやっていただく工事で、それに対しては広

島市、府中町、海田町、この３つがかんでできる仕事でありますが、何ぼ海田町が50％

できてどんどん進んでも、連続立体交差が例えば府中でとまったり広島市の方でとまっ

たら、効果的には全然継続がないわけですね、つながりがないというように思っていま

すので。ただ、私としたら、県と市がしっかりスクラムを組んでこの事業に本格的に取

り組んでいただくようにお願いするしかない、こういうふうに考えております。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）広島市を含む広域行政何とかというのがありましたね。その中で広島市

東部立体交差事業という名称で今の立体交差事業が設定されておるわけですね。広島市

の負担部分が354億円、府中町が195億円で総工事費ですね。海田町が411億ということに

なっておるんですが、私は県と市が本当にそれをやる気で取り組んだらすぐできると思

うんです。逆に府中町と海田町が積極的に取り組んだら、ジェットコースターじゃない

んですから、茂陰の方から線路が上がって、青崎から船越まで下がって、また海田へ上

がるようなことはないんですから、広島市もついてこざるを得なくなるんです。そうい

う積極性が必要だと私は思うんです。だから、広島市と県ができないからといってほう

っておく、あるいは傍観をしておるのではなくて、府中町と海田町がやることによって

広島市も立ち上がらざるを得ない、このように思うんですけれども、そういう両局面、

これの町長の政治手腕、これは私は今もう一歩だというように思うんですけれども、そ

の点、私はそこが消極的というように受け取るんですが、この辺についてどう取り組む

のか、お尋ねします。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）この問題は、先ほども答弁しましたように、海田町だけでできる問題じゃ

ありませんので、府中の町長とも機会あるごとにその話をしておりますし、また、市会

議員の先生方とか県会議員の方にも、ぜひこれを進めてもらわんと海田町の今後の発展

に大きく影響するということを申し上げて積極的にやっています。そういうことで、今

回も市会議員の方にもお願いに行って、今年度の予算の委員会のときにはぜひこれをし

っかり表に出してひとつ協力してくれるようにお願いしてくれということも申し込んで

おります。それらの結果がどういうふうな形になるか知りませんけれども、私としては

積極的に取り組んでおるつもりでございます。 
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○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）最後にお尋ねしますが、今年度、200万円で庁舎の移転に関する調査費用

を組んでおりますね。これの執行状況、その結果についてはどうなったか、お尋ねしま

す。 

○議長（原田）企画課長。 

○企画課長（大久保）今年度、庁舎移転の概算事業費であるとか、新庁舎の具体的なあり

方、機能等についての調査を行っております。これはただいま最終段階に入っておりま

す。一応３月末が期限となっております。これの資料につきましては、来年度、庁内部

におきまして検討委員会を立ち上げて、今後の方向性を出していくための資料として使

用したいと考えております。 

○議長（原田）佐中議員。 

○１５番（佐中）それの公表はいつできるのか、また庁舎の移転先、行き先地ですね、こ

れも含んでおるのか、お尋ねします。以上です。 

○議長（原田）企画課長。 

○企画課長（大久保）ただいま調査の内容では、構内再築の案と構外再築、出ていく案を

数案検討しております。ただ、これにつきましては、すぐに公表できるかどうかという

ことにつきましては、いろいろナーバスな問題がございますので、今後、町長とよく相

談しながら取り扱いを決めてまいりたいと考えております。 

○議長（原田）次に、７番、多田議員。 

○７番（多田）７番、多田でございます。今日は、子どもと地域の安全をどう守るという

ことで細かく９点質問しておりますが、５点目のポイ捨て条例につきましては、今回、

美しいまちづくり条例ということで提出されておりますので、これは答弁は結構でござ

います。 

 矢野、栃木の事件を受けて各地でいろいろな取り組みが計画され、実行に移されてお

りますが、その後も相変わらず不審者情報は絶えることがありません。できることは一

日でも早く実行に移すことが急務であります。 

 １番として、子ども安全対策推進本部を立ち上げておられますが、具体的な方針は。

それと、何か実行されましたか。 

 ２番、一家一灯運動をと12月議会で提案しましたが、その後の経過はどうなっており

ますか。自治会に提案されておりますか。 
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 ３番、広島市は10万人を目標に見守り隊をつくると言っておられます。本町ではスク

ールガードボランティアもまだ結成されておりません。現在募集中ということでござい

ますが、現在では各地域、ＰＴＡに任せているのが現状です。早急に組織化するべきと

思いますが、いかがでしょうか。 

 ４番、住民による見守り活動を実施していただくために、これも12月議会で確か言っ

たと思うんですが、各小学校各学年の下校時間を何らかの方法で知らせる必要がありま

す。町内放送を活用してはどうでしょうか。逆に犯罪者に知らせることになるからと答

弁をいただきましたが、それよりも、より多くの方に見守っていただけるメリットの方

が大きいと考えますが、いかがでしょうか。 

 ５番は飛ばしまして６番、品川区が実施しております簡易型ＰＨＳまもるっち君によ

る子どもを守るシステムを研究して、できれば、本町だけでできない場合、近隣の市町

と合同で導入できないか。 

 ７番、各小学校で地域安全マップをつくっていると思います。子どもたちや保護者、

地域の人に見てもらって危険な場所の確認をしてもらうことはもちろんですが、改善で

きることは一日でも早く実行に移すべきだと思います。各校の安全マップを把握してお

られるのかどうかと、改善の計画はどうなっているのか、お尋ねいたします。 

 ８番、町内各団体の活動の連携を図り、子どもたちを守る運動をより効果的に進めて

いくことが緊急に求められています。東区早稲田学区では地区社協が中心になって町内

会からＰＴＡ、子ども会、民生委員等、約20団体で構成するわせだねっとパトを立ち上

げ、月１回の連絡会議を持ち、地域全体での防犯活動に取り組んでおられます。学校行

事はもとより、地域の行事、不審者情報など、地域住民が情報を共有することでパトロ

ールも効果的、計画的に実施できます。ほかにも廿日市市の佐方では円卓会議という名

称で定期的に集まり、同様の活動をされておられます。本町の生活安全推進協議会にそ

ういう機能を持たせてはいかがでしょうか。 

 ９番、子どもの危険回避能力をアップさせる必要があります。危険を事前に予測して、

未然に防ぐ。そして、もし防ぎ切れなかった場合は被害を最小限に抑えることが必要で

す。それには、最悪を想定した準備と訓練が必要だと思います。警察と連携し、各校で

防犯教室を実施してはどうか。子どもは地域の宝です。地域を挙げて守っていかねばな

りません。また、その子どもたちがいずれは成人します。成人した子どもたちが次の子

どもたちを守るという、我々の後を継いでくれるような活動でなければいけません。二
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度とあのような悲しい事件を起こさないように万全の対策をしなくてはいけない。よろ

しくお願いします。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）多田議員質問の２番、８番につきましては私から、それ以外につきまして

は教育委員会から答弁をいたします。 

 まず、子どもと地域の安全をどう守るかとの質問でございますが、一家一点灯運動に

つきましては、２月２日に開催されました自治会連合会・防犯組合連合会の理事会にお

きまして、来年度の両連合会の重点活動として取り組んでいただきたい旨の依頼をして

おります。今後、両連合会において検討していただけるものと思っております。各家庭

や事業所には若干の費用負担となりますが、防犯灯の設置だけでは補えないところもあ

り、夜間の防犯対策につきまして効果が期待できるとともに、住民個々の意識啓発にも

つながるものと思っております。町といたしましても住民の皆さんの理解と協力が得ら

れるよう、広報掲載等、運動の推進に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、生活安全推進協議会の機能についての質問でございますが、生活安全推進協議

会は、防犯活動や交通安全活動を行っている団体と警察や町との情報交換、連携強化の

目的で設置したものでございます。協議会において情報の共有化を図り、それをそれぞ

れの団体に持ち帰り、活動の参考にしていただいております。この協議会は安全活動全

般について情報交換していただく組織でございます。議員ご質問の子どもの安全確保に

つきましては、昨年12月に立ち上げました海田町子ども安全対策推進本部で、幾つかの

取り組みを提案させていただいておりますが、質問に例示されております他地域での取

り組みにつきましては、各種の団体の連合体として組織されているものと思います。海

田町においても各種団体がそれぞれ連携して実施していただければと考えております。

町といたしましても、そういった活動に対して協力していきたいと考えております。 

 それでは、１番、３番、４番、６番、７番、９番につきましては教育委員会から答弁

をさせますので、よろしくお願いします。 

○議長（原田）教育長。 

○教育長（正木）まず、子どもの安全については、議員の皆様にも多大なご支援をいただ

いております。お礼を申し上げます。 

 １点目の子ども安全対策本部の方針でございますが、当面の対策としまして、登下校

時の子どもの見守りと通学路のパトロールを行う学校安全ボランティアの募集や、集団
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下校体制の維持など、９項目についての取りまとめを行いました。今後はこれらの対策

につきまして、教育委員会はもとより町執行部すべてで取り組んでいくこととしており

ます。 

 ３点目のスクールガードボランティアについてでございますが、小・中学校の保護者

や各種団体及び広報を通じまして現在募集を行っているところでございます。 

 ４点目の町内放送の活用につきましては、現在のところ、考えておりません。 

 ６点目の品川区が実施しております近隣セキュリティー・システムの導入でございま

すが、品川区のこのシステムに限らず、他の事例等をよく研究してまいりたいと考えて

おります。 

 次に、地域安全マップでございます。今月の中旬にはすべての小学校で完成する段取

りになっております。また、危険な場所に対する改善計画を立てているかとのお尋ねで

ございますが、各学校とも安全マップの作成に合わせて改善事項の整理を行っていると

ころでございます。なお、改善すべき点につきましては、できるところから取り組んで

まいりたいと考えております。 

 ９点目の警察との連携でございますが、各小学校ではこれまで年間１回は警察署の職

員を講師に防犯教室を実施しております。引続き、地域や警察と連携した防犯教室を計

画的に開催するなど、児童・生徒に対し、危険を予測し、回避する能力を身につけいく

ような努力をしてまいりたいと考えております。 

○議長（原田）多田議員。 

○７番（多田）では、再質問をさせていただきます。子ども安全対策推進本部の当面の対

策につきまして各議員に配られておりますが、この中で、これは私のとかなり重複して

おりますので、これを中心に再質問をさせていただきたいと思いますが、学校安全ボラ

ンティアをただいま募集されておりますが、現在のとりあえずの応募状況はいかがでご

ざいましょうか。 

○議長（原田）学校教育課長。 

○学校教育課長（青木基秀）現在の段階では取りまとめを行っておりませんけれども、各

小学校の校長の話によりますと、少しずつ反応が出てきたということでございます。 

○議長（原田）多田議員。 

○７番（多田）まだかなり関心が薄いのかなと思いますが、確か600名募集されたように聞

いておりますが、各小学校で150名ずつということでしょうか。 
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○議長（原田）学校教育課長。 

○学校教育課長（青木基秀）各学校平均150名、計600名を目標としております。 

○議長（原田）多田議員。 

○７番（多田）これも150名ですから、小学校区で150名、もし全員そろえられればかなり

の力になると思います。もしそろえられた場合に、例えば制服というか、ジャンパーと

か腕章とか、現在、自治会にも配っておられますが、そういった面はどうされるのか、

お聞きします。 

○議長（原田）学校教育課長。 

○学校教育課長（青木基秀）これにつきましては、現在考えておりますのは腕章並びに帽

子でございます。 

○議長（原田）多田議員。 

○７番（多田）それに関連しまして、県の方で元警察のＯＢの方をボランティア防犯リー

ダーという形で採用されて派遣されるというお話を聞きましたが、発足当時に一応そう

いう方を招いて研修されてはどうかと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（原田）学校教育課長。 

○学校教育課長（青木基秀）この制度につきましては、今年度から６月以降で県の方がそ

ういった講習会を開催するということになっております。私どもの方ではこの３月に募

集、これ以後にも募集いたしますけれども、４月に入りましたならば、各学校単位での

少し説明会なり、あるいはそういった何をやるんだというものを開催したいというふう

に考えております。 

○議長（原田）多田議員。 

○７番（多田）県の方が６月ということでありましたら、４月からスタートするものであ

れば、警察の方に依頼されて、とりあえず警察の方で指導していただくということも考

えられるかと思います。それと、ボランティアで出られる方にもしかして事故があった

りするかもしれません。そういったときのボランティア保険というようなことは考えて

おられますか。 

○議長（原田）学校教育課長。 

○学校教育課長（青木基秀）これにつきましては今議会に提案させていただいております

けれども、来年度予算の中で対応していくというふうな考え方を持っております。 

○議長（原田）多田議員。 
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○７番（多田）では、下校時間を知らせるという件でございますが、教育長は町内放送を

使わないというふうにおっしゃられましたが、現実に坂とか音戸なんかでは、坂町は坂

小学校区だけだと思うんですが、町内放送で子どもの声で「ただいまから低学年が帰り

ます」というような放送をされておられますし、音戸町では童謡か何かを流されて、そ

れを合図に皆さんが外に出られて見守るというような形をとられているところもありま

す。もちろん町内放送、車で回っているところもあるみたいですが、何らかの方法で知

らせるということは必要だと思うんです。というのは、各小学校で多少下校時間がずれ

ておりますよね。昼までのところ、低学年の下校時間でも多少ずれがあるんですが、そ

の辺の時間のずれをいかに住民の方にお知らせするか。わせだねっとパトの場合は回覧

板のような形と、あとは携帯メールと、もう一つはパソコンのホームページか何かで知

らせるような形をとっておられたように思うんですが、そういう何らかの形でお知らせ

する必要があると思うんですが、その方法について、各学校に任せるのか、そこら辺を

お聞きしたいんですが。 

○議長（原田）学校教育課長。 

○学校教育課長（青木基秀）現在、各学校の下校時刻につきましては、各小学校４校をま

とめましてから、毎週、まず警察署の方に連絡し、各派出所、２つありますけれども、

それぞれの派出所の方から巡回をしていただいております。また、これは各学校ごとに

よっての取り組みでございますけれども、地域の状況に合わせまして、例えば地域のボ

ランティアの方にそういった下校時刻をお知らせしたり、あるいは自治会の方にお知ら

せしてそれぞれ取り組みを行っておりますのが現状でございます。 

○議長（原田）多田議員。 

○７番（多田）地域のお話が今出ましたが、現在の見守り活動につきましても地域によっ

て非常に差が出ておると思います。例を挙げてはあれだと思いますが、東小校区とか南

小校区ではたくさんの方があちこちに立っておられます。残念ながら、海田小学校区、

西小学校区は存じ上げないんですが、海田小学校区につきましては立っておられる方は

お見かけしません。送り迎えはされておられますが。その辺で地域に差が出ていると思

います。このスクール安全ボランティアですか、できるだけ早く募集していただいて立

ち上げていただきたいと思っております。それと、集団下校を今ずっと続けておられま

して、この分にも集団下校について維持していきたいというようなことが書いてあるん

ですが、集団下校をずっと続けますと、やっぱり学校の中で例えばクラブ活動とか班の
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活動とかいろんな活動が今制限されているような状況だと思うんですが、それはいつま

で続けていこうとお考えなのか、お聞きします。 

○議長（原田）教育長。 

○教育長（正木）これは今のガードボランティアの募集状況にもよりますけれども、集団

下校が未来永劫ずっと続くというふうには考えておりません。ある程度ボランティアの

募集のめどがつきましたら、学校運営の中で考えていかなければ解決しない問題ですの

で、現在の今学期中は集団下校・登校をやっていくというところです。 

○議長（原田）多田議員。 

○７番（多田）では、地域安全マップの件でございますが、この間、私も海田小学校の地

域安全マップづくりに同行させていただいたんですが、この旧町内に、「子ども110番の

家」の件ですが、こちらに行きますと、現実に「110番の家」が非常に少ないですよね。

今、商店が大分減ったということもあるんですか、「子ども110番の家」が少ないように

思いました。特に中店なんかは今２軒しかないみたいで、安全マップに「110番の家」を

書くんですが、こんなに少なかったかなとびっくりしたんですけれども、この「子ども110

番の家」を今後増やしていく、そういう方針というか、お願いをされていくつもりがお

ありかどうか。 

○議長（原田）地域振興課長。 

○地域振興課長（臼井）「子ども110番の家」につきましては今後、設置の状況、軒数等に

ついてもどんどん見直しをかけていき、必要に応じて増やしていきたいと考えておりま

す。 

○議長（原田）多田議員。 

○７番（多田）ぜひ増やしていただきたいんですが、この前、地域リーダー研修会という

のが県庁でございまして、そのときの話で、私も「110番の家」を受けておるんだけれど

も、防犯のためにかぎを閉めておるんだという方がおられまして、それでは「110番の家」

にならん、子どもがもしものときに飛び込めるのに、かぎが閉まっておったんじゃ。と

言われても、そこの家については今度は家の防犯のことがあるので、残念ながらかぎを

閉めているんですということもありました。だから、一番いいのは店なんですよね。商

店の場合はいつもあいていますから、「110番の家」として非常に適当だと思います。商

店の家で「110番の家」になっていないところもたくさんありますので、その辺でどんど

ん募集というか、お話をされて、これは小学校の方の管轄か、それとも役場の方でやら
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れるのかわかりませんが、増やしていただきたいと思います。ということで、とにかく

一日も早く安全ボランティア隊を立ち上げていただいて、子どもたちを守る活動をして

いただきたいと思います。終わります。 

○議長（原田）ここで暫時休憩をいたします。再開は２時50分です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午後２時１５分 休憩 

午後２時５０分 再開 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（原田）休憩前に引続き本会議を再開いたします。一般質問を続行いたします。６

番、桑原議員。 

○６番（桑原）６番、桑原でございます。本日は、大きく分けて３点質問いたします。な

お、質問通知書を出す時点と、昨日今日、いろいろ資料配付等の関係がありまして、わ

かった点もありますけれども、一応全体を読ませていただきます。 

 大きな１番、予算、財政健全化、行革等について。 

 その１、平成17年度予算の執行状況についてお尋ねします。 

 （１）平成17年度予算における自主・依存財源別の歳入見込み額はどうですか。 

 （２）平成17年度歳出見込み額はいかがですか。また、補正額、不用額、翌年度繰越

額、予算現額及び基金、これには財政調整、減債、その他目的及び定額運用別あり方の

各見込み額についてお尋ねします。 

 （３）平成17年度予算実行見込み額における①財政力指数、これは17ＦＹ単年度分で

結構です。②経常収支比率、③公債費比率等主要財務比率の各見込み数値についてお尋

ねいたします。 

 その２、平成18年度予算について。 

 （１）行革実施計画、財政健全化計画等の予算への反映度合についてお尋ねします。 

 （２）国の三位一体改革に伴う海田町歳入歳出予算への影響度合とその対応措置はい

かがですか。 

 （３）平成18年度予算面における、次に掲げる主要財務比率の各数値はいかがですか。

①財政力指数、（これは18ＦＹ単年度分）、②経常収支比率、③公債費比率。 

 大きな２番、福祉・厚生事業等について。 

 その１、海田町における今後の指定管理者制度への切りかえ・導入に係る計画とその
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見通しについてはいかがですか。また、今後の制度の運用上、①透明性の確保、②適切

な管理運営の確保、③自治体等のコントロール面等について、町長の基本的なお考えを

問うものでございます。 

 その２、在宅遠隔医療システムについて。地域における専門医不足等の指摘を踏まえ、

ＩＴによる医療や家庭での健康管理を変えていこうとする試みが各地で行われておりま

す。入院・外来医療と別という意味で第３の医療と呼ばれることもございます在宅遠隔

医療について、町長の見解をお尋ねします。 

 その３、耐震補強・改修工事制度について。耐震強度偽装問題の経緯等を踏まえ、政

府は地震対策予算として、予算原案に大幅アップの予算額（補助金等）を計上しており

ます。既に耐震補強・改修工事について制度化した自治体も幾つかあると聞きますが、

海田町の当該制度の制定、導入について、町長の見解をお尋ねします。 

 大きな３、海田市駅南口土地区画整理事業等について。昨年11月１日開催の海田市駅

南口土地区画整理事業評価監視委員会の審議の結果、出された答申について、町は検討

を重ねて今後の町としての対応方針が示されたところでございます。そこで、お尋ねし

ます。 

 その１、海田市駅南口土地区画整理事業の継続地域及び同土地区画整理事業の除外地

域における各事業について、その後の進捗状況はいかがですか。 

 その２、町の対応方針についてお尋ねします。 

 （１）上述の事業評価監視委員会において審議された町の対応方針案の具体的な内容

を示していただきたいと思います。 

 （２）区画整理ニュース（第20号）によりますと、今後の町の対応方針は、事業評価

監視委員会の答申を受け、町としても十分に検討した結果として示したとございますが、

上述の事業評価監視委員会答申に対する町としての検討内容等についてお示しください。 

 （３）上述の土地区画整理事業の除外地域の新たなまちづくりに係る適用法令や町と

しての同事業計画案等について、町長のご見解を問うものでございます。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）桑原議員質問のまず１点目の平成17年度予算の執行状況についてでござい

ますが、歳入の依存財源につきましては、緩やかな景気の回復もあり、地方消費税交付

金をはじめとする各種交付金の増額や地方交付税の増額が見込まれています。また、町

道258号線道路改良事業やアスベストの除去事業の実施に伴い、国庫支出金や地方債も増
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額するものと見込んでいます。その結果、当初予算より１億5,800万円増の28億4,300万

円程度になるものと見込んでおります。自主財源につきましては、緩やかな景気回復に

よる町税の増加や、平成16年度からの繰越金により、財源に余裕が生まれ、当初予算で

予定していた財政調整基金の繰入れを取りやめることにしております。その結果、当初

予算より１億1,700万円減の45億5,900万円程度になるものと見込んでおります。 

 歳出につきましては、先ほど説明いたしました町道258号線道路改良事業や海田東小学

校及び海田中学校のアスベスト除去事業を追加することとし、不用額につきましては３

月補正で約１億6,000万円の整理をお願いしております。その結果、予算規模は当初予算

より4,076万3,000円増の76億176万3,000円となります。翌年度繰越額につきましては、

３月補正で不用額の大きなものの整理をさせていただいておりますので、平成16年度か

らの繰越金の7,800万円よりも少ない額になるものと見込んでおります。基金の残高につ

きましては、財政調整基金が平成16年度末残高より9,003万3,000円増の13億1,816

万7,000円、減債基金は1,000増の35万3,000円、国際交流基金は269万8,000円減の5,867

万2,000円、公共施設等整備基金は増減なく4,000円、地域福祉基金も増減なく２億5,155

万円、織田幹雄スポーツ振興基金も増減なく5,031万2,000円、土地開発基金も増減な

く3,000円で、基金全体では平成16年度末に15億9,172万5,000円より8,733万6,000円増

の16億7,906万1,000円になるものと見込んでおります。 

 平成17年度の主な財政指標の見込みについでございますが、まず、財政力指数につき

ましては平成17年度の単年度分が0.894で、３年平均の値は0.889となり、公債費比率に

つきましては14.4％となります。なお、経常収支比率につきましては、歳入歳出予算を

臨時的なものと経常的なものとに分ける必要があり、現時点では算定できません。 

 ２点目の平成18年度予算についでございますが、まず、行政改革実施計画、財政健全

化計画等の予算反映状況につきましては、ソフト改革を除く、財政的効果を伴う改革項

目の一般会計分87項目のうち、繰り上げ実施分も含めて57項目を反映しました。 

 次に、国の三位一体の改革に伴う海田町への影響度合についてでございますが、１つ

目の国庫補助負担金改革につきましては、次世代育成支援対策交付金や在宅福祉事業補

助金、児童手当国庫負担金が減となり、合わせて5,487万円の減額と見込んでおります。

２つ目の地方交付税改革については、公債費の増額に伴う事業費補正額の増もあ

り、6,000万円の増額を見込んでおりますが、普通交付税の追い出し分である臨時財政対

策債の発行可能額を5,220万円の減額と見込んでおります。これらに対する税源移譲につ
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きましては、所得譲与税が１億1,668万円増額される見込みで、平生18年度全体では6,961

万円の増額となります。なお、平成16年度からの三位一体の改革の全体では、国庫補助

負担金の改革が１億7,700万円の減額、地方交付税及び臨時財政対策債の改革が３

億7,800万円の減額、これに対する税源移譲が２億2,200万円で、総額では３億3,300万円

の減額となります。この財源の減少につきましては、平成17年度に策定した行政改革大

綱実施計画を着実に実施することで対応してまいりたいと考えております。 

 次に、平成18年度予算における主な財政指標についてでございますが、まず、財政力

指数につきましては、平成18年度の単年度分が0.896で、３年平均の値は0.901になると

見込み、公債費比率につきましては13.7％になるものと見込んでいます。なお、経常収

支比率につきましては歳入歳出予算を臨時的なものと経常的なものとに分ける必要があ

り、現時点では算定できません。 

 次に、今後の指定管理者制度の導入に係る計画等についての質問でございますが、１

点目の透明性の確保につきましては、指定管理者候補者の選定に当たっては、透明性及

び公平性を確保することを目的として、原則として広く公募し、さらに外部からの委員

を複数加えた選定委員会を設置することとしております。２点目の適切な管理運営の確

保につきましては、懸念されますサービスの低下とならないために、管理の基準や業務

の範囲等を条例で定め、仕様書等に明示するとともに、最終的に町と指定管理者の間で

締結する協定書において具体的な業務内容を定めることとしております。次に、３点目

の自治体等のコントロール面についてでございますが、指定管理者の管理監督につきま

しては、地方自治法の定めにより、毎年度終了後に事業報告書の提出を義務づけており

ます。また、必要に応じ、業務または経理状況等に関する実地の調査や必要な指示をす

ることができ、さらに、適切でないと認めるときは取り消しや業務の停止を命ずること

ができるようになっております。 

 次に、遠隔医療についてでございますが、在宅医療が普及した現在、情報関連の基盤

整備も進み、家庭と医療機関を結ぶ在宅遠隔医療が各地で取り組まれています。しかし、

医療法での非対面診療の禁止や患者情報の秘密保護の問題やコストの問題など、課題は

多いと聞いています。海田町近郊の病院の立地などを考えると、自治体として推進しな

ければならない状況ではないと認識しております。 

 次に、町の耐震補強・改修工事に対する補助等の制度の制定・導入を考えてはとの質

問でございますが、これまでの議会でも答弁しましたとおり、民間の耐震補強改修工事
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につきましては、個人財産に係るものでございますので、現時点では所有者それぞれの

判断により実施していただきたいと考えております。 

 次に、海田市駅南口土地区画整理事業についての質問でございますが、１点目の海田

市駅南口土地区画整理事業のその後の進捗状況につきましては、昨年11月１日の海田市

駅南口土地区画整理事業評価監視委員会に諮問し、委員会から、事業は「継続」とする

が、計画を見直し、事業計画区域を縮小することが妥当であるという答申をいただきま

した。町としましても十分に検討した結果、計画を見直し、事業計画区域を縮小して事

業を継続することとしました。この方針に基づいて国及び県と調整している段階で、最

終的な整理に至っていない状況です。 

 ２点目の事業評価監視委員会において審議された町の対応方針案の内容についてでご

ざいますが、海田市駅南口土地区画整理事業は、広島圏東部の拠点、海田町の玄関口と

してのまちづくりの必要性から、事業は継続していくこととしました。しかしながら、

地元の状況や財源確保が困難であることを考慮し、これ以上、現計画の約5.8ヘクタール

について事業を進めることが困難であることにより、実施できる可能性がある区域に縮

小して事業を進めていきたいと考えております。また、区域から外す地区については、

地区の特性を生かして、不足している公共施設の整備などについて、地元の方々と話し

合いをしながら新たなまちづくり計画を策定する対応方針案です。 

 次に、事業評価監視委員会答申に対する町としての検討内容等についてでございます

が、委員会での見解及び意見を踏まえ、海田町の発展のために不可欠な事業であるので、

区画整理事業は継続していくが、事業区域を縮小する方針と事業区域から外す区域につ

いては、地元の方々と話し合いをしながらまちづくりを進めていくこととしました。 

 次に、土地区画整理事業の除外地域の新たなまちづくりに係る適用法令や町としての

同事業計画案等についてでございますが、現事業計画区域を縮小し、除外地域にするた

めには都市計画変更や事業計画変更などの法的な手続きや、過去に受け入れた国庫補助

金の問題の整理や全体のまちづくり計画が必要であり、先ほど申し上げましたように、

国や県との調整の中で最終的な整理に至っておりませんので、現段階で具体的にお示し

することはできません。以上でございます。 

 済みません、先ほどの17年度予算規模を76億176万3,000円と申し上げましたが、74

億176万3,000円でございますので、訂正させていただきます。申し訳ございません。 

○議長（原田）桑原議員。 
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○６番（桑原）再質問させていただきます。１番の予算、財政健全化、行革等についての

うち、毎年度申し上げることなんですけれども、当初予算に対して15、16会計年度、補

正額と不用額、これを見ますと、15年度が８億7,000万、16年度が６億1,000万ぐらい当

初予算に対して減になっているわけですね。それだけ当初予算より評価が下がるんじゃ

ないかということをいろいろ申し上げてきたんですけれども、今年は随分それが改善さ

れております。ほとんど当初予算どおりになっているわけです。資料をいただきました

ので、私なりにいろいろやりましたけれども、昨日も申し上げたように、補正額が4,100

万ぐらいになっているんですね。それから、不用額が私の計算では4,600万ぐらいになっ

て、プラスマイナスほとんど改善されているわけです。今までの６億1,000万とか８

億7,000万みたいな話じゃなくて改善されていて、喜ばしいことだと思うんです。ただ、

昨日も申し上げたように、補正予算が減額されたり増額したり、何か還付流用的な補正

額の組み方には問題があろうかと思うんですけれども、いずれにしても、改善されたこ

とは喜ばしいと思うんです。それで、この17年度予算実行見込み額に対して、海田町の

財政健全化計画に示されました平成17年度行革実施効果額２億6,000万というのがあり

ますね。それに対する達成率というんですか、それはどのぐらいになって、その両者を

比較した要因分析についてもどのようにお考えなのか、お尋ねいたします。 

○議長（原田）財政課長。 

○財政課長（内田）17年度に策定いたしました行政改革大綱と、それに伴う予算の関係で

ございますけれども、現段階、今から決算でございますので、それに伴う実際の効果額

については決算統計、決算を終えた後に明らかになってくるものと考えております。 

○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）いや、そうではなくて、せっかく実行見込みを出されたわけです。だから、

目標額２億6,000万でしょう。それに対して支出済み額が当初予算に対して１億6,000万

ぐらいしかないんです。だから、60％の達成率なんです。そういうことになるでしょう。

目標額２億6,000万ですから、１億6,000万ぐらいになるんです、今の実行見込み。正確

なものじゃないんです。決算が出るとか、出ないとかじゃなくて、今言っているのは実

行見込みの話ですから、目安のことを言っているわけです。あと、その内容を分析なさ

って61.何％にしかならんですよね、どっちにしても。だから、その辺をどうですかとい

うことの意味で質問したんですが、それはいいです。後で検討してください。 

 それと、今、町長が詳しく計数をご回答くださったんですけれども、その中で経常収
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支比率はもうわからんということは毎年そうおっしゃっているんです。そうおっしゃっ

ているんですけれども、実績見込みを今言っているわけですから。別に決算でないとだ

めだというのではなくて、この経常収支比率というのは財政構造の弾力性を測定する全

く重要な比率なんです。最重要比率とも言われているわけです。この比率を算定するに

は、今、町長もおっしゃっていたように、分子の経常的経費は決算統計上は人件費とか

物件費とか維持補修費とか扶助費、いろいろ８科目あります。それを今おっしゃってい

た臨時経費的なものを差っ引かないといけないんです。それは決算で出ないからとおっ

しゃっているんですけれども、過去の実績があるわけですよ、もう既に。だから、過去

３カ年の実績と17年度の予算の特色、例えば人件費の場合は勧奨に伴う退職に要した退

職手当というようなものを差っ引かないといけないわけですけれども、17年度実行見込

みで大体どのぐらいになるかとか、過去の実績の決算、普通３カ年以上の実績を見てこ

の重要な比率をあらかじめ、退職手当を控除したもの、重要指標であるということで過

去の３カ年以上のそういった決算実績やら当該年度の、例えば18年度でも結構ですが、18

年度予算でもそういう特性なんかを勘案して、この指標に変化が、異常がないかという

ことを事前にチェックして事前の対応措置を講ずるのがいいんじゃないかということで

申し上げているわけで、ここで正確な決算が出ないからというんじゃなくて、重要な指

標だから、そういうものを推定しておやりになったらどうですかということなんです。

出ないことはないと思うんです。 

○議長（原田）財政課長。 

○財政課長（内田）経常収支比率の関係でございますけれども、確かに推計という考え方

をすれば、何でもできんことはないと思いますけれども、先ほど議員さんがおっしゃっ

たとおり、この数値につきましては財政の弾力性を図る上でも非常に重要な数値だと考

えております。そういう観点から、過去の数値的なもの、特に本町の場合は合併に向か

っていった過去、それから今回の三位一体改革の関係、非常に通常では考えられないよ

うな状況になっておりますので、それをそのまま引っ張ることは非常に危険だと考えて

おります。通常一般的には決算統計に基づきまして、経常あるいは臨時等に分けまして

出すのが一般的でありますし、この件につきましてはより慎重に数値をはじかす必要が

あるものと考えております。確かに推計ですから、できんことはないと思いますけれど

も、慎重に取り扱う必要があるということで、これまでも公表は差し控えさせてもらっ

ております。 
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○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）今おっしゃったとおり、別にここで正確なことを要求しているわけじゃな

くて、重要指標だから、大きく変化することはないかどうかというのは答えていただか

んで結構なんですよ。毎年できないよという、わからんよというのではなくて、中でそ

ういうことを検討なさって、推計するなりして予算の執行に参考にしていただければい

いんじゃないかということを申し上げているんです。 

 それから、２番目の福祉・厚生事業等について、これも今、町長からのご回答があっ

たんですけれども、行政事務管理を官から民へ指定管理者制度を導入して経済効果を高

めるという、その場合の最大の課題というのは、職員が逆に失職するのではないかとい

うことが問題になっているわけですね。経済効果を上げるための最大の課題というのは

２つあるわけです。その１つは、管理委託から指定管理者制度に切りかえる場合、従来

の管理委託先である役場の方が出向して財団法人などの職員になっておられるというよ

うなことの雇用の問題。それから、他の１つは、指定管理者の更新期に再度選定される

かどうかわかりませんけれども、選定されなかった場合にその職員はどうなるのか。そ

ういう雇用の問題が２つあるわけですね。それで、先日、福祉厚生委員会で呉市の方に

研修に行ってきました。このことについていろいろ意見交換なり質問などをしたわけな

んです。それで、今申し上げた最大の課題、雇用の問題は十分認識なさって、呉市では

労組があるんですよ。だから、労組との交渉でこれを解決したと。しかし、失職の不安

は各職員とも隠せなかったような雰囲気だったんです。だから、海田町の場合、具体的

には17年９月30日付の行革推進課の名前でもって「指定管理者制度導入に伴う効果額の

算定について」というのがございますよね。その中の導入前の表のＡ欄に掲げられた18

年度以降の正職員25名、それから嘱託職員２名、臨時職員30名の人事雇用管理がどうな

っているのか。今申し上げた１番の問題ですよね。ということを今質問しているわけで

す。だから、行革の４本柱の方針によって新規採用を極力抑制するとか、指定管理者制

度の切りかえ導入に伴って、導入前のこれらの職員の利活用の計画、例えば他部署の定

年退職者等のローテーションですね、やめられたから、その人をこっちの方へ回すとか、

そういうローテーションは適切に行われるような計画になっているのかどうかというこ

とを今尋ねているわけです。それで、今、何回も申し上げますように、この指定管理者

制度の経済効果の最大課題は、今、呉市なんかもやっぱり一番問題にしておりまして、

労組があるからいいんだけれども、海田町は労組みたいなものはないわけです。だから、
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そういう場合にどのように対処されるのか。配置転換なんかのローテーションなんかを

ちゃんと組んでおられるのかどうか。今、５年間の人数も申し上げましたけれども、あ

の計画に載っているでしょう、表に。その辺をお尋ねしているわけです。 

○議長（原田）理事。 

○理事（山本）指定管理への移行に伴って職員の身分といいましょうか、失職につながる

んじゃないかというご心配です。これについては今後、保育所等の指定管理をしていく

わけですけれども、そういった指定管理に移行する中で、職員の失職を考えた移行につ

いては一切考えておりません。といいますのも、現時点で保育所すべての保母が正職員

でないわけで、各保育所、４つの町立保育所には臨時の保母で対応しておる部分がござ

いまして、順次、保育所を指定管理に移行する中で、正職員につきましては他の保育所

の臨時職員で今対応しておる部分に配置がえをして保母の仕事をしていくという形にな

ってこようかと思います。最悪、最終的に保母がもし余ったらというご心配もあろうか

と思いますが、そうした場合は一般事務の中に組み込んで雇用をしていくということを

前提に考えながら、今後の人員配置等を進めていくということになってまいります。 

○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）今申し上げたこの表に書かれている導入前の人がどうなるかということな

んですけれども、要は、今いろいろおっしゃっていただいたんだけれども、ローテーシ

ョンをちゃんと考えているということなのね。そういうことですね。それならそれで結

構です。 

 それと、この表は確かに毎年度、17年度から21年度まで計画をなさっているんですけ

れども、質問で見通しと申し上げたんですが、このとおりにうまくいくのかどうか、そ

の辺はどうですか。 

○議長（原田）理事。 

○理事（山本）職員数の削減計画をお手元にお渡ししておりますけれども、これはその時

点で考えられる状況の中での計画書でございます。はっきり申し上げまして、実施に至

ってはその数字は当然変わってくる。特に18年度、これは予算の中でまた明らかになっ

てこようと思いますが、正式な退職者は５名でございますけれども、早期退職がたくさ

ん出まして、全体的には十五、六名の退職者ということになってまいります。そうした

場合は当初の計画書どおりにいかない場合も出てまいりますので、そこらあたりはその

ときの状況に応じながら最終的に、計画書で示しております職員については197名だった
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と思いますが、に減員をしていくということで進めてまいりたいというふうに思ってお

ります。 

○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）わかりました。それから、町長にいろいろ回答してもらいましたけれども、

透明性の問題とか適切な管理運営の問題、自治体のコントロール面、調整面。これにつ

いては、透明性というのは兼業禁止とか、選定委員会のあり方とか、選定基準がどうだ、

外郭団体との関係はどうか。それから、適切な運営管理というのは指定機関の調査、そ

れから使用許可の権限、利用料金のあり方とかそういうこと。それから、自治体の、町

のコントロール面については情報の公開とか個人情報保護、行政手続き、そんなことを

聞こうと思ったんですけれども、福祉厚生委員長の西田委員長がまた詳しく質問するよ

うになっていますので、今回これは省きます。 

 それと、施行日から３年間のうちに関係条例を改正する要があるわけですよね、これ

は。ですから、平成18年９月２日までに条例の改正をする必要があるわけです。だから、

その辺のことを踏まえてこういう細かい質問をしたわけです。それと、呉市に行ったと

きにいろいろ問題になったんですけれども、これは最終的にどうするんだという行き着

く先です。ずっとこのまま指定管理者制度に行くんだけれども、そういうことは考えて

いるんですかという質問に対して、呉市は呉市なりに回答があったんですが、海田町も

その辺はどのように考えておられるのか。今はもう時間の関係がありますので、やめま

すけれども、そういうこともありました。だから、そういうことも考えていただきたい

と思います。 

 ２の２番で遠隔医療システムについて。これは専門医の不足、それから、これをやる

ことによって個々人が睡眠中の呼吸状況とかそういう日次の医療データが得られること

なんですよね。各個人の体質、日常生活等を考慮した医療対応が可能となって、それが

疾患予防とか健康管理に寄与して、ひいては医療費の減少につながるという点。３つ目

は、さらに医療制度改革で高齢者の影響が大きくて、新保険制度等により患者の負担が

増加していますし、社会的入院の削減対策などで、今は大体170日ぐらいが平均入院日数

になっているのを90日に減らすという問題。それから、医療病床数も38万から15万ぐら

いに減らすと。そして、あとは老人保健施設とか、ケアハウスとか、グループとか、在

宅とかの方に、要するに病院から介護施設へという政策転換を図ろうとされておるわけ

で、先ほど来いろいろ質問がありましたけれども、認知症とかの人は家族に不安を与え
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ているという点があります。それと、４つ目には地域医療の充実のため、遠隔医療補助

事業ということで今までやっていたんです。それが18年度から、自治体は税源移譲とい

うことで、民間のみに補助金が残ったんですね。だから、これをやることによって税源

移譲でやらざるを得なくなるわけですから、今までは50％補助ということで民間も自治

体もやっていたんですけれども、18年度から税源移譲でなったという、こういうような

ことの現状認識の上に立って既に実施している自治体も多くて、県の診療所等もあるよ

うに、県に聞きましたら、いろいろ診療所なんかもやっているところもあるという話な

んです。全国では本格的に32カ所で実験を行っているというようなこともございますの

で、こういう現状を踏まえて今後、今申し上げたような実態から考えた方がいいんじゃ

ないかと私は思うんですけれども、その辺はどうでしょうか。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）先ほども答弁申し上げましたように、海田町近郊の病院の立地条件なんか

を考えたら、とてもそんなことをせんでもこのあたりで十分賄える、私はこういうよう

に考えております。 

○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）専門医というのは海田町におるといって、広島市とかそういうところへ行

けばいいというわけですね。そういうようなことをおっしゃっていて、需給状況がそう

いうあれにないというんだけれども、今４つのことを申し上げましたよね。専門医が不

足するというばかりじゃなくて、いろんなことを申し上げましたでしょう。そういう点

についても考えるべきじゃないんでしょうかということなんです。それはひいて言えば

医療費の減少につながるということです。そういうことを申し上げているわけでね。 

○議長（原田）理事。 

○理事（山本）桑原議員のそうした在宅遠隔医療システム、今後のといいますか、将来的

なそういった医療システムになってくるのではないかというふうな思いはしております。

ただ、これを医療システム、医療の提供をするわけですから、それを提供する医療側、

病院側があるのであるかどうか、あるいはそれを在宅で受ける受け手側の能力がそれに

伴ってくるかどうか、これはこれからまだまだ解決しなければいけない大きな問題がた

くさんあります。町の中で例えば町立病院、国保病院を持っておるところは町の判断の

中でそうした病院での在宅医療が可能かもわからんですけれども、海田町の場合はそれ

ぞれこれをやろうと思えば医療機関の方がそのシステムを組んでいかにゃいけんという
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ような状況になってまいりますし、これにはまだまだ医療機関の理解は現段階では得ら

れないんじゃないかと。非常に狭い地域の中にたくさんお医者さんがいらっしゃいます

し、当然医療機関を使いやすい地理でございますので、将来の課題として念頭に置いて

おきたいというふうに思います。 

○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）海田町内というんじゃなくて、全国的にも32カ所か何かで本格的にやって

いるというので、別に将来じゃないんです。広島市でもそういうのがちゃんとあれば取

り入れたらいいんじゃないかということを言っているわけです。だから、県でやってい

るところもあるというのでね。診療所がやっているところもあるそうですから、今、需

給上そんなことはないよと言うんだけれども、先ほど来申し上げているようないろんな

メリットもあるわけです。ひいては、今言ったように、最終的には医療費が減少すると

いうようなことも言われているわけですからね。これは今、テレビなんかで盛んにやっ

ていますよ、第３の医療ということで。そういうようなことは将来そうなるというんじ

ゃなくて、もう既にそういう方に動いているということなんです。だから、そういう点

を考慮されたらどうですかということを申し上げているわけで。 

 それから、２番の３番で、耐震補強の改修工事のことについて申し上げますと、これ

は国交省や県主催の研修とか会議でご承知の方、海田町の役場においでになったようで

すね。私もいろいろあれしたんですけれども。政府が耐震強度に関する課題を踏まえて、

個人住宅の復興・繁栄なくしてまち全体の復興・繁栄はあり得ないということで、耐震

強度工事補助金として、17年度は20億だったんですけれども、18ＦＹでは130億、大幅な

アップを計上しているわけです。まだ通っていませんけれども。しかし、補助金の交付

条件に、会議に出られた方はご承知と思うんですけれども、この補助金の交付条件が耐

震補強工事について制度化されている自治体しか交付しない。制度化されている自治体

に限るということになっておりまして、全自治体中、横浜とか静岡なんか、351自治体が

既に制度化しているわけです。それで、税法上も今までと違ってかなりメリットがある

わけです。海田町としても検討してはどうかと思うんですが、その辺はどうですか。 

○議長（原田）建設課長。 

○建設課長（畠山）現在、法律が施行されまして、基本計画をつくっておらないといけな

いわけですね。その基本計画が今、国の方から方針が出ておるわけですが、18年度、広

島県において広島県耐震改修促進計画を作成する予定になっております。それを見た上
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で町としては研究していくようになるんじゃないかと考えております。 

○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）それを、海田町からも研修とか会議に出席されているというのは聞いてい

るんですよ。だから、県全体から見た上で今の待ってつくるというようなことはわかっ

ているんですけれども、要は、それを受け入れるのは市町村が最終的にそれを制度化す

るかどうかの問題ですから、今の話はこの制度を導入していくという考えのもとにおっ

しゃったわけですか。 

○議長（原田）建設部長。 

○建設部長（児玉）先ほど建設課長が答弁したように、18年度に都道府県においてそうい

う基本計画を作成することが義務づけられております。そのものがまだ出てきておりま

せんので、現時点において、それを持って町が前向きに制度を受けて検討するかという

ことについては言いがたいところがございます。一応18年度に県の方のそういう計画が

出てきた時点において、研究していくなりそういうことを考えていきたいということで

す。 

○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）じゃ、３番目の土地区画整理事業等について申し上げます。進捗状況のと

ころで、これは11月１日で評価監視委員会がもう４カ月たっているわけですけれども、

土地区画整理事業の継続地域について区画整理法第６条事業計画の策定状況はどうなっ

ていますか。 

○議長（原田）都市整備課長。 

○都市整備課長（金子）現在、変更する原案を今年度、作成しております。 

○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）法の６条ですよ。６条で土地区画整理事業運営指針というのがございます

でしょう。それに詳しく書いてありますよね、いろんなことが。手とり足とり、もうい

いというぐらいちゃんと詳しく書いています。その指針に基づいていけば、法の６条の

ことも詳しく書いていますよ。要するに、事業計画のつくり方、特に事業計画の策定の

考え方に当たって、事業施行の期間がどのぐらいになるのか、それと密接な関係にある

厳密かつ的確な要求がされています資金計画、この２つはなるべく短期の期間でやれと。

そのためには資金はかからないんだから、資金計画は厳密にやれというようなことを言

っているわけですよね。だから、その辺は４カ月たってどうなんですか。本当に進んで
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いないんですか。 

○議長（原田）建設部長。 

○建設部長（児玉）現在、その事業計画について国・県と話をさせていただいている状況

で、まだ進んではいないと。お示しする数字とかそういうものが出てきている状況では

ございません。 

○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）そうしたら、今申し上げた運用指針についてはどういう格好になっている

んですか。いろいろ６条の項目が各あるでしょう。資金計画ばかりじゃなくて、設計の

概要とか、資金計画もさることながら、地区の定め方、今の東地区を定めたようなこと

については計画変更なさるわけですから、そういうことの検討はもう既になされている

はずでしょう。そうじゃないと、継続地域だとか除外地域だとか言えないんじゃないで

すか。６条の事業計画に検討が加えられているからこそそういうことが言えるんじゃな

いんですか。というのは、11月１日に監視委員会で結論が出たんですから、６条のそれ

にすぐ移るべきじゃないんですか、指針からいって。しかも、こういう問題が公になっ

ているわけですから。それをある程度、何も進めませんと言ったって、進んでいるんじ

ゃないですか。 

○議長（原田）建設部長。 

○建設部長（児玉）評価監視委員会においていわゆる今の区画整理事業の継続というのは、

今言ったように、区画整理事業として東街区においては継続する、それで、西街区にお

いてはまちづくりの見直しを行うという方針が決まっただけで、今度は東街区の今言っ

た事業計画の変更に伴っての詳細なものについてはまだ国交省、県と煮詰めている状況

で、そこまでは決まっておりませんというのが現状です。 

○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）じゃ、質問を変えますけれども、今まで住民説明会とか議会でも東地区約2.3

ヘクタール、西地区3.8ヘクタールというように、具体的に土地区画整理事業の継続地域、

除外地域となっていたわけですよね。具体的に何ヘクタールとか何とか今まで説明があ

った。それが今回、継続地域とか除外地域とかという、それは何か意味があるんですか、

そういう表現に変えられたということは。というのは、今までちゃんと具体的な、東側

２ヘクタール何とかと言われていたんですよね。今度こういう表現にしたというという

ことは、何か検討なさって生まれた結果じゃないんですか。それはどうなんですか。 
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○議長（原田）建設部長。 

○建設部長（児玉）今の適用除外地域とか、そういう地域の関係ですけれども、これは区

画整理事業を行う地域と、区画整理事業ではない別手法でまちづくりを行う地域という

ことで、区画整理事業から言えば指定から外れる除外地域というふうになっているだけ

で、原則というか、その２ヘクタールと3.8ヘクについては変わっておりません。 

○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）わかりました。それはそういうことで。皆そういう表現に神経質になるわ

けです。今まで２ヘクタールと言ったのが今度は継続地域だとか除外地域だとかと書く

ものですから、何かまだ決まっているのか、決まっていないのか、そういう表現。 

 それともう一つ、評価監視委員会に原案はどんなようにして出されたんですかとお聞

きしたのは、区画整理事業の継続地域については、今言った運用指針の４の２の２の（３）、

そこに施行地域の運用に当たっての基本的な考え方というのがあるんですよ。詳しくは

もうご承知だと思うんですが。だから、そういう２ヘクタールにしたという、そういう

ことはこの施行地域の定め方をはじめ、多くの留意事項があるんですけれども、そこを

定められたというのはこの指針に基づいてちゃんと考えられた上で決められたんですか。 

○議長（原田）建設部長。 

○建設部長（児玉）指針に基づいて定めております。 

○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）なぜこういうことをお聞きするかということは、平成12年の、今でも忘れ

ないんですが、９月21日に、以前、公共事業の抜本的見直しというのがありまして、３

党合意書に基づいて、５年以上経過して未着工の場合は中止勧告だということで、海田

町は中止勧告だということがもう出たんですよ。新聞にも掲載されたわけです。それで

も、評価監視委員会を開いた審議の結果は、具体的な内容がわからないまま継続しちゃ

ったんですね。そういういきさつがあるものですから、どのような方針案を出されたの

か、検討したのかというので今聞いているわけです。それで、その答申はどのようなも

のですかと言っても、今、町長の回答では概念的なようなことしかおっしゃらなかった

んですけれども、前町長のときに費用便益分析というのをちゃんと出してもらったんで

す。それはＣ分のＤとかいって、費用分の便益、ベネフィットですか、そういうのがち

ゃんと答申の印刷物までもらったんです。それで、1.5以上ないとだめというので、その

当時、全体では1.7だったから一応オーケーだということの説明があったんです。今そう
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いうようなことは全然ないでしょう。２ヘクタールに実施をしたのならば、２ヘクター

ルがどのようになったのかという説明がないものですから。その辺はどうなんですか。 

○議長（原田）都市整備課長。 

○都市整備課長（金子）桑原議員がおっしゃっているのはＢバイＣという通常の費用対効

果のことだと思いますので、これについては2.0を超えております。 

○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）2.0。 

○議長（原田）都市整備課長。 

○都市整備課長（金子）先ほど言いましたのは、東街区に区域を縮小した場合における費

用対効果ということでお答えをしております。 

○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）前のときは、12年のときは数値、何億何千万で分子が幾らというのをちゃ

んと出してもらっているんですよ。今はそういうことを全然やらんでしょう。だから、

住民の人がみんなおかしいと言っているわけです。全然前と違うじゃないの。変更した

部分がどうだというのを示されたらどうですか。質問しているのに。 

○議長（原田）都市整備課長。 

○都市整備課長（金子）誠に申し訳ございません。手元に資料を置いておりませんので、

後ほどお答えをさせていただきます。 

○議長（原田）桑原議員。 

○６番（桑原）それじゃ、2.0を超えるというのはええかげんなことをおっしゃったわけ。

初めから、わからんのならわからんと言ってくださいよ。本当におかしいじゃないです

か。そんなだから、疑問を抱くんですよ。説明会もないし、何もしないでおって、言え

ばええかげんなことを言うでしょう。おかしいんじゃないですか。言ってもしようがな

いから、次に行きます。 

 明けたから一昨年なんですけれども、窪町住民の説明会、議会でもそうだったんです

けれども、以前は土地区画整理……。 

○議長（原田）桑原議員、制限時間を超えました、45分を。発言を終わってください。 

 ２番、三宅議員。 

○２番（三宅）よろしくお願いします。２番、三宅です。３点について質問いたします。

佐中議員、あるいは多田議員のところで重複しておりますけれども、私は私なりの思い
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で作成しておりますので、予定どおり質問をさせていただきます。３つほど。 

 第１点、子どもの安全対策について。昨年11月22日、安芸区矢野西において下校途中

の小学１年生の女子児童が殺害されるという大変痛ましい事件が発生しました。このよ

うな悲惨な事件は二度と起こしてはなりません。そのためには、これまで以上に「子ど

もたちの安全は地域全体で守る」「自分たちのまちは自分たちで守る」という意識を住民

の間に浸透させ、行政、警察など関係機関・団体等とともに一丸となって取り組むこと

が必要であります。政府では犯罪から子どもを守るための対策に関する関係省庁連絡会

議が設置され、12月20日に、犯罪から子どもを守るための対策について取りまとめが出

ております。また、海田町においても昨年12月21日、登下校時を中心とした子どもの安

全対策を総合的、積極的に推進することを目的として海田町子ども安全対策推進本部が

設置されております。そこで、尋ねます。 

 第１点目、全小学校区全通学路の安全点検並びにすべての小学校での通学安全マップ

の作成はどのようになっておりますか。 

 第２点目、すべての学校の全児童・生徒に対する、学校と警察との連携などによる実

践的な防犯教室の開催はどのようになっていますか。 

 第３点目、子どもに対する犯罪の前兆と思われる不審者情報について、情報共有化の

ためのネットワーク構築はどのようになっていますか。 

 第４点目、学校内外の見守りなどを行う学校安全ボランティア（スクールガード）へ

の参加の呼びかけはどのようになっていますか。 

 第５点目、万一のときに子どもが駆け込む「子ども110番の家」の活動の充実、あるい

は「110番の車」の活動はどのようになっていますか。 

 第６点目、緊急時に警察への通報ができる街頭緊急通報システム（スーパー防犯灯）

や子ども緊急通報装置の整備はどのように考えていらっしゃるでしょうか。 

 第７点目、海田町子ども安全対策推進本部は設置以来、本部会あるいは幹事会はそれ

ぞれ何回開催し、どのような会議となってきたのでしょうか。 

 大きな２点目に参ります。少子化対策について。昨年12月に公表された国勢調査の速

報値などで、日本は初の人口減少社会に突入しました。少子化の急速な進行は、経済成

長の鈍化、税や社会保障における負担の増大、地域社会の活力低下など、社会や経済、

地域の持続可能性を基盤から揺るがしかねない重大な問題であります。政府では、昨年

秋からは関係閣僚と有識者から成る少子化社会対策推進会議において、多様な子育て支
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援や経済的支援などについて議論を行っているところであります。また一方で、少子化

対策の推進においては地方自治体及びそのトップの役割が極めて大きいと言われており

ます。我が海田町でも平成17年３月、行動計画「すこやかひまわりっ子プラン」ができ

ております。そこで、お尋ねします。 

 第１点目、政府は出産費用全額を国が負担する出産無料化制度導入の検討に着手して

おります。町としても独自の出産関連の直接支援をする考えはないでしょうか。 

 第２点目、政府の、３歳までの子どもを持つ保護者を対象とする育児手当制度の新設

がありますけれども、この育児手当制度の新設というのはどのようなものなのでしょう

か。 

 第３点目、政府はさらに６歳児までの医療費を全額無料化する方向で検討に入ってお

ります。本人負担分の国の全額助成はいつからになるのでしょうか。また、町の財源負

担はこれで一切なくなるのでしょうかどうか。 

 第４点目、女性の出産後の再就職支援は具体的にはどのようになっているのでしょう

か。 

 第５点目、海田町の婚姻率・離婚率の推移並びに未婚率の推移をどのように考えてい

るのでしょうか。 

 大きな３点目、その後のアスベストについて。おくれていた町有施設のアスベストの

検査結果は新年１月号の広報に折り込まれ、やっと公表されました。その結果、10カ所

でアスベストの含有が確認されております。今現在、石綿の報道は続いており、石綿に

関する不安は募るばかりであります。また、最近２月３日には国会で石綿新法案と関連

４法改正案が可決成立しております。そこで、尋ねます。 

 第１点目、東小の吹きつけアスベスト使用箇所を現地確認しましたけれども、あの囲

い込みでいいのか。また、除去工事は夏休み中となっていますが、この前の答弁でも夏

休みということでありましたけれども、もっと早くすべきではないでしょうか。 

 第２点目、東小、海田中の調査結果は児童・生徒、保護者にどのように報告したので

しょうか。 

 第３点目、これから元寿町の自衛隊官舎の大規模な解体が始まりますけれども、事前

確認はどうするのでしょうか。また、アスベストが確認された場合、解体業者にどのよ

うな指導をしていくのでしょうか。 

 第４点目、海田町内の各種工場の製造過程でのアスベスト使用は、この前の答弁で、
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把握していないとのことでありましたけれども、今現在、工場の製造過程あるいは町内

商業施設でアスベスト使用を確認しているのでしょうか、どうでしょうか。 

 第５点目、昨年８月にアスベストの健康被害や健康相談の窓口が保健センターにでき

ておりますけれども、今までに何件ぐらいの相談が寄せられ、どのように対応してきて

いるのでしょうか。 

 第６点目、石綿関連４法は、建物からの石綿除去や無害化を進めるために改正された

ものであります。この改正された４法、大気汚染防止法、地方財政法、建築基準法、廃

棄物処理法にどのようにこれからかかわっていかれますのでしょうか。また、これをど

のように徹底していかれますのでしょうか。以上３つほど、よろしくお願いします。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）三宅議員質問の１点目の５番、２点目と３点目の３番から６番につきまし

ては私から、それ以外につきましては教育委員会から答弁をいたします。 

 まず、子どもの安全対策についての質問でございますが、本町における「子ども・女

性110番の家」につきましては、昨年３月に町内小・中学校ＰＴＡの皆さんのご協力によ

り設置場所の見直しを行い、新たなプレートの配付を行い、現在209カ所に設置していた

だいております。今後も定期的に設置場所の見直しを行ってまいります。また、子ども

や女性が助けを求めてきた場合の対応マニュアルを作成し、設置者に配付したいと考え

ております。「110番の車」につきましては、タクシーや運送業などの事業所が独自の取

り組みとして実施されているもので、警察や町に登録するものではありません。したが

って、町としてはその実態は把握しておりません。なお、町の公用車につきましては一

昨年から「防犯パトロール中」のマグネットシートを全車に取付けておりますが、趣旨

から「110番の車」と言えるものだと思います。 

 続きまして、少子化対策についての質問でございますが、出産費の無料化、育児手当

の新設及び乳幼児医療の国庫補助による無料化等その詳細について県に照会をしました

が、県におきましても特段の情報はありませんでした。 

 また、出産関連事業としては、新たに不妊治療費の助成事業を行うことにしておりま

す。 

 ４点目の出産後の再就職の支援につきましては、ハローワークと連携をとり、情報の

提供等を行ってまいりたいと考えております。 

 ５点目のご質問でございますが、町の婚姻率・離婚率は、人口動態統計によりますと、
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ともに減少傾向にありますが、未婚率につきましては、国勢調査によりますと増加傾向

にあります。 

 ３点目の自衛隊官舎につきましては、国土交通省から、事前調査の結果、吹きつけア

スベストが使用されている建物があったとの連絡を受けております。本年２月27日に国

土交通省による解体工事に係る関係自治会長への説明会が開かれ、吹きつけアスベスト

については関係法令に基づき除去を行い、その後解体するとの説明がありました。また、

付近住民の皆さんには国土交通省から回覧でお知らせする予定になっております。 

 ４点目の町内施設のアスベスト使用状況につきましては、先ほど佐中議員に答弁させ

ていただいたとおりでございます。 

 ５点目のアスベスト相談は、現在まで９件の問い合わせがございました。主には労働

災害や医療機関に関するもので、広島県広島地域保健所海田分室など関係機関と連携し

ながら対応しております。 

 ６点目の石綿関連４法の改正についてでございますが、改正の概要は、大気汚染防止

法は解体時における石綿飛散防止の対象を拡げ、工場やプラントなどの工作物にも適用

し、地方財政法では自治体に石綿除去費のための起債を認め、建築基準法では増改築時

の吹きつけ石綿の除去・封じ込めを義務化し、廃棄物処理法では石綿建材の溶融施設の

安全化を国が認定し、促進を図ることとなっておりますが、今のところ、具体的な通達

などは届いておりません。今後とも情報収集に努め、適切に対応していきたいと考えて

おります。 

 それでは、１点目の１番から４番、６番、７番、３点目の１番、２番につきましては

教育委員会の方からお願いいたします。 

○議長（原田）教育長。 

○教育長（正木）子どもの安全についてお答えします。１点目の通学路の安全点検はすべ

ての小学校で実施済みでございます。また、安全マップの作成状況でございますが、今

月の中旬にはすべての小学校で完成する予定でございます。 

 ２点目の警察との連携ですが、警察と連携した防犯教室等については、多田議員のと

ころでお答えしたとおりでございます。 

 ３点目につきましては、現在、不審者情報メールの配信のテストをしております。 

 ４点目の学校安全ボランティアへの呼びかけでございますが、小・中学校の保護者や

各種団体及び広報を通じて募集を行っているところでございます。 
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 ６点目のスーパー防犯灯等の街頭緊急通報システムのことでございますが、この制度

につきましては県が国から補助を受けて行う事業でございまして、市町はこの対象にな

っておりません。 

 それから、７点目の子ども安全対策推進本部会議などの開催状況でございますが、昨

年12月27日に第１回目の本部会議を開催し、安全対策を取りまとめました先月17日の本

部会議まで合計４回の本部会議を開催しております。また、この期間に幹事会を４回開

催している状況でございます。対策本部の取り組みでございますが、登下校など子ども

の安全対策を総合的に推進していくことを基本方針に、当面の対策といたしまして、登

下校時の子どもの安全確保に対するため、その構築に取り組んでまいりました。この結

果、第４回本部会議におきまして、登下校時の子どもの見守りや通学路のパトロールを

行う学校安全ボランティアの募集、集団下校体制の維持など９項目について取りまとめ

たところでございます。 

 次に、アスベストの問題でございます。現在、すべての吹きつけ箇所の囲い込みを行

っております。特に問題はないと考えております。次に、除去工事の早期着工でござい

ますが、この工事は海田東小学校で約１カ月、海田中学校で約２週間の予定でございま

す。この間、工事中の階段や教室の使用ができなくなるため、児童・生徒への教育活動

に支障がありますので、夏休みに実施することとしたものでございます。 

 次に、アスベスト調査結果についての児童・生徒や保護者への報告でございますが、

１月号の折り込みで既に全世帯に通知しているところでございます。東小学校ではこれ

加え、児童に対しては３学期の始業のとき、保護者に対しては学校だより等でお知らせ

しております。また、海田中学校では、生徒に対して教室が利用できない理由について

説明しておるところでございます。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）それでは、再質問をさせていただきます。第１点目の通学安全マップとい

うことで、マップの中に２つあるんですね。文科省から出ていたのは通学安全マップと

いうことで、それでもう一つは、今私たちが学校へ行って２月３日に付き添って現地を

回った地域マップです。通学安全マップの作成、通学路を点検しての通学安全マップは

すべて４校でしたということで、それで、地域の安全マップ、だから、通学路の方はす

べて通学路を確認してマップを作成したという答弁だったと思うんですけれども、あと

の、私の思いでは、広報には載りましたけれども、海田小の地域安全マップの作成のと
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きに同時に、非常に緊急なものでスピードを要求される、私はそういうぐあいに今とら

えているわけです。広島市もどんどんやっておりますしということで、地域の安全マッ

プは海小だけがモデル的にという、聞いたときもそうだったんですけれども、今はほか

の南小、西小、東小も地域の安全マップを作成して海田小学校と同じようにやっている

ということで、できつつあるということなんですけれども、海小がやるときに同じスケ

ジュールで一斉に４校やるようにどうして言わなかったか、そういう気がするんですけ

れども、その辺をまず聞きます。 

○議長（原田）教育長。 

○教育長（正木）三宅議員はこの件については詳しい知識をお持ちでしょうが、安全マッ

プは危ないところをあぶり出すためにやるわけじゃないわけです。安全マップの目的は、

子どもたちがそれをつくる過程において危険なことを回避したり予知したりするのが目

的でつくるわけです。我々教育委員会としては、各学校に安全マップをつくるときは、

同じようなマップをつくってもよろしいんですが、つくる場合においてそれぞれその学

校の特色を出しながらつくりなさいということを指示しております。安全マップをつく

って終わりというのではないよと。これは春・夏・秋・冬、季節によっても違うでしょ

うし、地域によっても、これを利用される年代によっても内容は違ってまいりますから、

いろんなものをつくるように挑戦しなさいということは教育委員会として指示しており

ます。全く同じものをつくれというようなことは指示しておりません。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）同じものというよりも、テーマというか、目標は危険箇所ということで、

私も一緒にとってきておるんですけれども、学校が違いましても、ここで入りやすく見

えにくい場所、出入り口が１つしかない場所、人通りが少ない道や場所ということで、

この３つの項目で絞っていきましたし、あとは危険箇所ということで、やっぱりそれし

かないんじゃないかと思うんですけれどもね。地域でそれぞれ事情が違うんですかね。 

○議長（原田）教育長。 

○教育長（正木）今言われたようなことは基本的な事項でございます。これを公がこの地

域は危険ですよ、不安ですよと言うようなことは、到底これは、店なんかがありまして、

営業活動にも支障を来しますから、大人の場合でしたら大人のサイドでそれは意識して

おると。子どももそうです。だれだれが、中にもつくったのを見ましたけれども、固有

名詞を上げて、何々宅前が危ないとか、こういうのは避けなければならないと我々は思
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っております。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）固有名詞ということじゃなくて、やっぱり実際回ってきたら、いろんなと

ころが出てきたんですね。私も、井戸が稲荷町で出てきて、ふたをしに前自治会長さん

と一緒に行ったんですけれども、やっぱりシビアなところが出てきたと思うんです、こ

れはほんまに。やっぱり死角とか、実際に連れ込まれるようなところがシビアに出てき

たと思うんです。それで、私はこれにつきましては、海小の山田先生に言ってこれをも

らってきて、これから自治会に配るんです、はっきり言って。そういうつもりなので、

各自治会に予期していただきたいという意味でも、出てきたところから自治会にも配付

してもらって配っていただきたいと思うんですけれども、その辺はどうですか。 

○議長（原田）教育長。 

○教育長（正木）先ほど申し上げましたようなことを配慮しながら役立てていただきたい

ということで、いろんなところに配付したいと思っております。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）次に行きます。それで、県の緊急の対策の中にもありますように、防犯教

室ですね。さっき多田議員の質問のときにもありましたけれども、事件が11月22日に起

こってから実際に小学校で防犯教室、こうしなさいとか、例えば防犯ブザーを実際鳴ら

してみるとか、逃げ方とか、実際に事件が起こって今までに各小学校で防犯教室が開か

れたかどうか、その辺を聞いてみたいんです。 

○議長（原田）学校教育課長。 

○学校教育課長（青木基秀）学校の方には直ちに防犯ブザーの点検並びに使用の仕方、並

びにそういった不審者に遭遇した場合等々についての教室を開催するよう教育長の方か

ら指示し、実際に各小・中学校はそれに従って開催をしておるところでございます。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）それから、不審者情報ですね。自治会長をやっておるせいで、配信のテス

トということでしたけれども、緊急時には携帯でもどんどん鳴らすということで、新聞

にも載ったかと思います。それで、私がここへ持ってきているのは、何カ月間、半年と

か６カ月とか、不審者情報を時々もらっているんですけれども、これは具体的に月日と

時間と場所とか内容が書いてあるので、非常にためになるというか、役に立ちますので、

不審者情報をある程度期間がたまりましたらこれからもどんどん流していただきたい。
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これでまた自治会の面々とも話をしたりするときにいいと思うので。これは適当に出さ

れておりましたね。その辺の期間、いつごろに何回ぐらいか。 

○議長（原田）地域振興課長。 

○地域振興課長（臼井）議員さんがお持ちのものは地域振興課の方で各自治会長さんに定

期的にお出ししております不審者情報だと思います。それともう１点、町内で発生した

不審者のそういった情報につきまして校区単位で、校区で発生したものについてはその

校区の自治会長さんの方にはその都度連絡をさせていただくようなことをしております。

これにつきましては今後も続けていきたいと思っております。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）よろしくお願いします。それから、先ほども多田議員のところにありまし

たけれども、学校安全ボランティア、スクールガードへの参加という呼びかけなんです

けれども、広報に実際あって、数も、今、答弁をいただいたんですけれども、ここに載

って600名募集でということで、少しずつ反応が出てきているということなんですけれど

も、自治会にもグッズをもらって私も車につけたり届けたりしているんですけれども、

学校安全ボランティア、そのほかでもそうなんですけれども、自治会がおります。こう

いうときのためにも役立たなきゃいけないと思っておりますので、幹事会とか内部の会

も結構なんですけれども、ずっと思ってきたんですけれども、ぜひ自治会をやっぱり一

度全部呼んで学校安全ボランティアということもお願いしていただきたい。そうすると、

受けとめ方が違うと思うんです。私が配ったら、それだけに終わってしまう可能性が大

いにあるんです。チョッキを配ったら着るからもらってくださいということで、はいは

いということで、あるものだったらはいはいと言うだけのことであって、一度、学校安

全ボランティアのこれも自治会を全部集めて、緊急のことなんですから、やるんだと。

どうしても二度と事件を発生させないというような感じで一回自治会関係を、誘い合わ

せて参りますし、呼んでいただいて安全ボランティアも要請していただきたい。そうす

るとやっぱり違うと思うんです。その辺はいかがですか。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）今そういうご提案もあるわけですが、今月の20何日ですか、今度、自治会

の連合会の会合もございますので、そのときに私の方からもお願いをしておきます。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）ぜひ、今月の20日か、案内が来ておりまして、そのときも強く要請をして
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いただきたいと思います。 

 それから、「110番の家」、これも実際に２月３日にお子たちと先生方と、私は稲荷町で

すから、稲荷町を回ったんですが、先ほども中店で多田議員が２軒しかないということ

でして、私も実際に歩いてみて、稲荷町でも２軒しかないんですね。どうかというて話

をして、以前は駅前で商店街もありましたし、もっとたくさん見かけたように思うんで

すけれども、実際に稲荷町では肉屋さんとお好み焼き屋さんと、２軒しかないんですね。

やっぱりこの「子ども110番の家」も緊急時、いざというときには大事な要素というか、

大事なところだと思うので、早急に、先ほども答弁がありましたけれども、「110番の家」

を増やす、増加ですね、それを図っていただきたい、こういうように私たちも協力した

いと思います。稲荷町でも２軒ぐらいでは、600人ぐらいの世帯で小ぢんまりした自治会

なんですけれども、10軒ぐらいはないと、いざのときにはだめだと思うんですよね。だ

から、さっき多田議員のときにも２軒と。稲荷町でも実際に歩いてみて２軒しかなかっ

たわけで、早急に店とかとコンタクトをとらなきゃいけませんけれども、稲荷町でも10

軒ぐらい、早急に増やしていただきたいということをもう１回お願いします。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）この件につきましても自治会連合会の方であわせてお願いしていきたい、

こういうふうに思っております。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）ぜひよろしくお願いいたします。それから、街頭緊急通報システム、スー

パー防犯灯、それから緊急通報装置ですね。国のあれに出ておりますけれども、市町は

対象となっていないということなのでありますけれども、海田町は全自治会で47ありま

すけれども、これも「110番の家」とも関係すると思うんですけれども、やはりまちに、

火災報知機のようなものだと思うんですけれども、こういうものがどこかにあるという

ことになれば、家の中に逃げ込まなくても、電柱かポールが立っていれば、そこへ行っ

て警察へ直結で、お子たちが押せばすぐ連絡がとれるということで、費用もかなりかか

ると思うんですけれども、やっぱりあらゆることを考えて対応していかなきゃ、二度と

事件は起こしてはならないという気で対応していかなきゃなりませんので、この緊急通

報装置とかスーパー防犯灯、どこかに事例があると思うので、一度ぜひ研究をしていた

だきたいという気持ちがあるんですけれども、どうでしょうか。 

○議長（原田）教育長。 



 

 92

○教育長（正木）既に写真等も取り寄せておりますので、機能については熟知しておりま

す。金額は結構、340万ぐらい１基にかかりますし、ただ、これが防犯灯だけとか、テレ

ビがついているというだけのものじゃないんです。ここから通報したら警察の本部に通

報が行きまして、本部がそれに対して出動するというような装置でございますから、単

に海田町だけがこれをやるというのではなくて県単位、県警単位でやらないとこれはで

きないということで、町としてはちょっとなじみが薄いといいますか、できないような

装置でございます。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）本部会が４回と幹事会も４回ということで、それで、下旬の自治会の集ま

りで要請していくということでありましたけれども、これから本部会、幹事会、役場の

庁舎内で話し合うのも大いに結構なんですけれども、今回の事件は下校時ということで、

それで、どうしても地域との協力がなければならないということなので、本部会並びに

幹事会、先ほども言いましたように、ぜひとも、もしあれだったら自治会とかを呼んで

いただいて、いい意見も出ると思いますので、そういうこともお願いしておきたいと思

うんです。みんなで事件の再発を防ぐということでなくてはならないと思いますので、

必要に応じては自治会の会長、私らもどんどん呼んで会合の中にも時には入れていただ

きたいという考えを持っておりますが、どうでしょうか。 

○議長（原田）教育長。 

○教育長（正木）この本部というのは実行部隊ではございません。町の方針を出して、そ

れぞれ実行をするのは各セクトで実施してまいります。当然子どもの安全についてはい

ろんな方々の協力をいただきながら、いろんな角度から安全に対して取り組まないと実

行が上がらないという事業でございますから、自治会をはじめいろんな組織にも協力を

呼びかけてやってまいりたいと思います。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）子どもの安全対策についてはいろいろ12月も出ましたし、さっき多田議員

も大分項目を言われておりますので、一回終わってすぐ終わってしまうんじゃなくて、

やっぱり長い期間を継続して持続可能なような形で続けて、１年で終わるものでもない

ですし、持続可能な形で取り組みを継続していっていただきたいと思います。 

 それで、次なんですけれども、少子化対策について。少子化が進んでいるということ

で、予定より２年ぐらい早く日本は人口の減少に入ったということであります。それで、
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第１点目の出産のところなんですけれども、出産費用として今、これはある会社の調査

なんですけれども、入院・分娩費関係が約39万、出産準備品購入費関係が約15万、その

ほか約13万で、出産時に約67万ぐらいかかるだろうとデータが、出産にかかる費用とい

うのが出ておりますけれども、今までは、私のところもそうですが、昔、健康保険組合

とかということで、入院を含めて30万ぐらい払って戻ってきたんですけれども、今度は

政府が30万プラス５万、足して35万ぐらいを面倒見ようという方針みたいなんですけれ

ども、分娩とか出産そのもので、そのほか、やっぱり生まれてたちまち乳母車も要るで

しょうし、ベビーベッドも要るでしょうし、ベビーウエアも要ります。それからあと、

たちまち紙おむつも要るでしょうし、ミルク代も要るでしょうしということで、国の方

で少子化対策として30万プラス５万で35万は面倒を見ようということでありますけれど

も、時々、今、新聞にも出ておりますけれども、第３子目とかが生まれたら、田舎の方

では大喜びしてというか、ぽんと100万とかというのがあるんですけれども、少子化は、

元気な子どもを産んでこれからというご夫婦に励ましの意味も含めて、出産を考えての

直接支援というか、町独自のオリジナルの企画でもってそういったことを考えたらどう

かと思ったりするんですけれども、どうでしょうか。 

○議長（原田）福祉保健部長。 

○福祉保健部長（上條）出産費用等の無料化でございますが、これは単に出産費用をその

ように無料化とか独自の制度を設けるだけでは、とてもではないけれども、この少子化

対策には対応できません。町としては今までいろんな制度を設けておりますので、それ

の充実を図りながらこれからも対応していきたいと考えております。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）次に、これは年始の新聞に載っておりましたけれども、３歳までの、今ま

で20年か30年前に始まりました児童手当、それから久しぶりの手当ということで、３歳

までの子どもを持つ保護者を対象とする育児手当新設というのが出ておりましたけれど

も、これは本当に新しい制度で、少子化対策にはなると思うんですけれども、これはま

だ把握されておりませんか。 

○議長（原田）福祉課長。 

○福祉課長（植野）この件につきまして県の方へ問い合わせた結果、国の方で担当大臣の

方がそういう発表をされたということはありますが、正式にどのような内容になるもの

かはわからないという回答をいただいております。 
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○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）１月５日の新聞にこの育児手当の新設ということで、新しい制度で児童手

当プラス育児手当ということになれば、これも大分助かるという制度だと思います。 

 それから次に、６歳児までの医療費を全額無料化する方向で検討に入っているという

ことで、政府の方でこれをやってもらえるなら、町の負担が大分軽くなるんですけれど

も、全額助成ということとか、財源負担が一切なくなるというのはどうでしょうか。 

○議長（原田）福祉課長。 

○福祉課長（植野）先ほどご答弁申し上げましたとおり、県の方においてもこのような内

容について詳細を把握していないということなので、ご答弁申し上げられないんですが。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）新聞の報道が早かったのかもしれませんけれども、大きくまた注意をして

おきたいと思います。 

 それから、４点目の出産後の再就職支援は具体的にはということで、ハローワークを

使ってということなんですけれども、この「ひまわりっ子プラン」の中に少しは施策が

載っておりまして、先ほど答弁がありましたとおり、47ページのところに「ハローワー

クと連携し、女性の再就職に向けた情報の提供に努めます。再雇用制度の普及・啓発に

努めます」ということで、それで、女性の方がやっぱり仕事をしたいということの強い

希望があって、結婚しないとか、結婚してもなかなか子どもを産まないということがあ

ると思うので、たちまちは、ここにございます再就職支援ぐらいの対応かということで

す。そのほかは何かございますか。 

○議長（原田）福祉保健部長。 

○福祉保健部長（上條）次世代育成支援法ですか、これによりますと、今後、行政もこの

ような次世代育成支援行動計画を立てておりますけれども、民間の事業者において

も、300人以上の会社等におきましてはこのような同じような計画を立てなければいけな

いということがありますし、300人以下の事業所でもこういう計画をなるべく立てなさい

という中で、育児支援、育児休暇とか、それぞれやめなくてもいいような方法等も出て

まいります。そういうことで今、状況を見ておるわけなんですけれども、町として具体

の支援、対策ということはありません。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）わかりました。ちょっと急ぎます。それで、５点目の婚姻率・離婚率の推
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移並びに未婚率の推移ということで、「ひまわりっ子プラン」の中にもあるんですけれど

も、やはり初めて見たときにはたまげたんです。男子も女子も晩婚化が進んでいるとい

うことで、前は私たちのころは女性は23、男性は二十七、八でという観念がありました

から、早目にということで親も言ったりしたから早目にということで、私はちょっと遅

かったんですけれども、という感じだったんですけれども、やっぱり世帯を持つという

ことに対して希望がないのかなと感じておるんですけれども、未婚率を早目の結婚、そ

ういうぐあいにするためには何かいい手だてはないのかなと自分でも考えるんですけれ

ども、町長、どうですか、早く結婚するという。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）この問題につきましては皆プライバシーとか家庭的な問題がございますの

で、私が公の場で答える問題ではないと思っております。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）それともう一つは、ここにありますように、婚姻率と離婚率ということで、

婚姻も遅い割に離婚率もやっぱりひどいんですね。離婚率も非常に高いということで、

実際じっくり世帯を持って夫婦で過ごしておれば、１人で離婚してしまったらそれっき

りだと思うし、じっくり夫婦で離婚せずにおれば２人目もできるんじゃないかと思うん

ですけれども、結局離婚率も高いというのも問題だと思うんですけれども、結婚家庭の

人たちと、離婚とか未婚とかということで話し合うようなセミナーとかというのはやっ

ていらっしゃいますか。 

○議長（原田）理事。 

○理事（山本）いろいろ離婚とかというような話でございまして、身につまされるような

ご指摘なんですけれども、これはそれぞれの家庭において家庭事情の中でのことでござ

いますので、行政がどうのこうのというお答えを申し上げる立場ではないというふうに

思います。また、ご質問のそういった方の悩みとか、そういったことのセミナー、これ

についても現在そうしたものは開いておりません。そうした相談機関等があれば、ご紹

介をしていきたいなというふうには思います。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）時間が迫ってきておりますので、急がせていただきます。第３点目のアス

ベストの件についてです。アスベストの現地確認、場所ですね、問題ないということで、

東小で夏休みに１カ月程度、海田中学で夏休みに２週間程度で除去するということなん
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ですけれども、前にも言ったんですけれども、もう一度聞きますが、春休みは期間的に

も除去工事は無理なんですね。もう一度聞かせてください。 

○議長（原田）教育長。 

○教育長（正木）無理でございます。 

○議長（原田）三宅議員、町長の第１答弁もありました。町長に対する施政方針のときの

質問にもありました。答弁がこの議会で変わる可能性はないと思いますから、よく吟味

して質問をしてください。三宅議員。 

○２番（三宅）それで、アスベストの現地確認をしたわけなんですけれども、私が１つ現

地確認をして心配したのは、検査が長引いて12月20日ぐらいに結果が出て、その後、冬

休みに入ってすぐ囲い込みをされたということなんですけれども、それまではむき出し

になっておったということですね。そういうことだろうと思うんです。校舎がやっぱり

含有が確認されて、健康は大丈夫じゃということだったんですけれども、東小の校舎が40

年と、本館が43年にできておりますけれども、ということは、去年の12月の冬休みに入

るまで40年間一応むき出しになっておったということで、その間にはお子たちも通った

りこったり、地震もあったろうし、風が吹いたりということで、何かの拍子に掃除とか

ですれたりとかボールをぶつけたようなこともあっていると思うんです。そのときに飛

散して吸うていたということもあるんじゃないかと思うんですけれども、何もない状態

では飛散も心配なかったと思うんですけれども、何かのときに、やはり40年間むき出し

になっていたら、先生方並びに子どもたちが吸い込んでいるということがあるんじゃな

いか、それが今非常に心配なんですが、もう一度、どうでしょうか。 

○議長（原田）町長。 

○町長（山岡）三宅議員ご指摘のように、確かにむき出しであったということは間違いな

いんですが、このアスベスト問題は突然全国的に来たわけなんですね。海田町だけがそ

のためにしておったわけじゃございませんので、その対応には、先ほど何回か答弁して

おりますように、県とか国の指示に従って対応しておるということでございます。 

○議長（原田）教育長。 

○教育長（正木）アスベスト問題については、町長が申し上げましたとおり、特にこの吹

きつけアスベストについては、三宅議員もご存じだと思うんですが、2004年に初めて出

てきた品目でございます。それから、東小とか中学校のもクリソタイルでございまして、

ひる石系統の。２年前に初めて突然これは危ないよと。飛散した状態で長時間そこで作
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業なんかをすると危ないということでございますので、やたらと不安をあおるようなこ

とをしてもいけませんので、教育委員会としても町としても事実関係をそのまま広報し

ております。安全には問題はございません。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）今、2004年に初めてと言いますけれども、ここに文科省の書類があります

けれども、通知は62年11月１日、63年７月９日、15年10月31日、17年３月７日とか、途

中でチェックするときがあっておるわけですよね。おととしぐらいにひょっこりという

問題でもないと思うんです。だから、40年間教育委員会があって、やっぱりもうちょっ

と神経を使うところがあったんじゃないかと思うんです。実際にこの通知で結局チェッ

クするときはやっぱり以前に62年のときも、20年前でもあっておるわけですね。だか

ら、2004年に今降ってわいたということじゃないと思うんです。だから、それまでのあ

れは歴代の教育委員会、チェックとか気をつけるというあれはなかったのかどうかと思

うんですがね。 

○議長（原田）教育長。 

○教育長（正木）飛散した状態が危険であると。それから、こういう品目を規制するとい

う動きが2004年でございます。まだ現在はアスベストでも完全に停止しておるわけでは

ございません。政府もまだそこまでやっていないところもありますから。それはなぜか

と申しますと、さっきも申し上げましたとおり、専門家の間でもこの因果関係が、どの

辺で人体に影響がある可能性があるのかというのが医学的にもまだ証明されていないわ

けです。ですから、今のＷＨＯの発表した見解を町の方でやったり、国会で答弁された

ことでお答えするしか資料がないわけです。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）でも、吸い込むと20年から50年の期間をもって中皮種、それから肺がん、

石綿肺等、そういうあれになるということは出ているわけですから、もう少し緊張感と

いいますか、そういうことも必要です。それで、もう一度言いますけれども、東小の囲

い込みをするまでに40年たっておって、実際に見てみたかったんですけれども、現場の

階段の下とかというあそこの面積が非常に大きいわけですが、囲い込みする直前の劣化

の状態は見られて確認されましたか、どうですか。 

○議長（原田）時間延長します。教育長。 

○教育長（正木）確認はしております。誤解のないように言っておきますが、アスベスト
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というのは飛散した状態が危険であると。長時間そこで作業したりすると危険であると

いうことでございまして、劣化した状態でぼとっと下へ落ちたから危険であるというよ

うなものじゃございません。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）それじゃ、むき出しになっている以上は、何かのときにやっぱり飛散する

可能性はあったわけですよ。それは考えるんですけれども、むき出しになっておる以上

は、飛散は長い間に風とか、こったりボールを投げつけたりということは、40年の間に

はやっぱり飛散して吸っているということはあり得ると思うんですよ。どうですか。 

○議長（原田）教育長。 

○教育長（正木）全くないとは申しませんが、その容量が、今のＷＨＯで言います１リッ

トル中に１から10までぐらいは普通の都市の中でもあるということでございます。です

から、ないとは申しておりません。あるけれども、あの状態ぐらいのところはまだ安全

サイドの方が高いと判断するしかないということでございます。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）それで、保健協会等も電話で話をしたんですけれども、平時で採取しても

何ともないと思うんです。同じスペースで１カ所しか採取しておりませんので、いわゆ

るお子たちが通ったりとか何かのときに、風が吹いたとか、そういったときに採取しま

したら恐らく濃度もかなり出るんだろうと思うので、やっぱりこの採取のときには平時

のところで保健協会の方で採取されておると思うので、お子たちが通ったり移動したり

するときの、集団でやられたときのあれもまたじっくりとってもらいたいと思うんです。 

○議長（原田）総務部長。 

○総務部長（因幡）今回の空気調査は４時間にわたってやっております。それと、吹きつ

けアスベストがただ危険だという認識は、ご説明させていただきたいんですが、アスベ

ストが例えば10％入っても、接着剤とか小さい砂利とかが通常は固められた状態なんで

す。ですから、通常の状態ではそういう接着剤が入っておるということから、通常は飛

散しないと。ただ、風雨にさらされて極端に劣化が進んだ場合、またそこにおった場合

が危険だということで、そういうふうにただ吹きつけがあるから危険という認識は持っ

ておりません。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）時間が来ておりますから、すぐあれしますけれども、現地を見て確認して、
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壁にというか、あれ自体に目を近づけて見たんですけれども、東小の階段の下とかとい

う質はこういう感じではなくて、じゅうたん状のような生地だったんです。だから、私

は特に心配している。いわゆる固まっているような状態だったらあれなんですけれども、

目をぎりぎりまであれして見たんですけれども、はいでみるわけにいきませんからとい

うことですけれども、じゅうたん状の生地であったということは確認しているんです。

だから、特に私は心配しておるわけなんです。こういう生地ではなかったと思うんです

がね。 

○議長（原田）総務部長。 

○総務部長（因幡）先ほど申し上げましたように、４時間にわたって空気を吸うわけなん

です。それで今の、教育長が申しましたような１本から10本以内の低い数値になってお

るということは、当然その数値から、そういう状態がどうであれ、安心いただける状態

であるというふうに考えております。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）時間が来ておりますので、もう一つぐらいで。自衛隊官舎の件でアスベス

トがあったということで説明会、国土交通省とか回覧とか、そういうことになっており

ますので、これは官舎の面積等はかなり多いですし、車が通っておりますし、工場もあ

りますので、よくよく回覧、徹底をして、それから解体ということで、徹底した上で解

体ということに、大規模で量が多いですから、それをもう一度言っておきたいと思いま

す。 

○議長（原田）建設部長。 

○建設部長（児玉）事業主体が国交省で国ですよね。町・県がやる以上にそういうものに

ついては十分に認識を持っております。大丈夫だと考えております。 

○議長（原田）三宅議員。 

○２番（三宅）終わります。 

○議長（原田）本日の議事日程は終了する見込みがございませんので、本日はこれにて延

会といたします。なお、明日も午前９時から本会議を開会いたしますので、ご参集くだ

さい。本日は大変ご苦労さまでございました。 

午後５時０４分 延会 

 


